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序　　　文

　蔵王山麓の豊かな自然に恵まれた私たちの蔵王町は、大昔から大変住み良い土地

だったのでしょう。私たちの足もとに埋もれている多くの遺跡が、悠久の時をこえ

てそのことを力づよく物語っています。

　蔵王町の北東部に位置する円田盆地では、平成８年度に大規模なほ場整備事業が

計画されました。事業の計画区域には多くの遺跡が含まれていたことから、文化財

の保存についての協議が重ねられました。この結果、水田となる部分は盛土によっ

て遺跡を保存し、道路や水路などの工事によってやむを得ず破壊される部分につい

て、平成 13 年度より記録保存のための発掘調査を行なうことになりました。

　本書において皆さまにご報告するのは、平成 19・20 年度に行なった戸ノ内遺跡

の発掘調査成果です。今回の調査では奈良・平安時代の竪穴住居跡や中世・近世

の建物跡などが発見されました。これらは、蔵王山麓に暮らした当時の人びとの生

活の一端を窺い知ることのできる貴重な成果です。本書にまとめられた学術的成果

が、広く皆さまに活用され、地域の歴史解明の一助となれば幸いです。

　ほ場整備事業計画の策定と実施にあたっては、宮城県大河原地方振興事務所、蔵

王町土地改良区、地元地権者の皆さまより文化財の保存へのご理解とご協力をいた

だきました。また、発掘調査・整理作業の実施にあたっては、宮城県教育委員会よ

り専門的な立場からのご指導をいただきました。地元作業員の皆さまには夏の炎天

下や晩秋の寒空の下、野外での発掘作業にあたっていただきました。ご協力を賜り

ました関係各位の皆さまに厚く心より御礼申し上げます。

　最後になりましたが、先人の残した文化遺産を町民の宝として永く後世に継承し

ていくことは、これからの地域色豊かなまちづくりには欠かせない大切なことであ

ります。今後とも、町民各位のご理解とご協力を念願して序といたします。

平成 21 年 3 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔵王町教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育長 　山 田　紘





例　　　言

１．本書は、蔵王町大字小村崎字戸ノ内地内に所在する戸ノ内遺跡の緊急発掘調査報告書である。

２．発掘調査は、経営体育成基盤整備事業の円田２期地区区画整理工事（県営ほ場整備事業）に伴う

　　事前調査として、宮城県大河原地方振興事務所を委託者、蔵王町を受託者とする業務委託契約を

　　締結し、平成 19・20 年度に実施した。

３．発掘調査は蔵王町教育委員会が主体となり、宮城県教育庁文化財保護課の協力を得て蔵王町教育

　　委員会教育総務課文化財保護係が担当した。職員体制は下記のとおりである。

　　教 育 長　山田　紘

　　教育総務課長　我妻　一（H19）・大沼芳國（H20）　　課長補佐　阿部　宏

　　文化財保護係長　佐藤洋一　　　主　　事　鈴木　雅

　　文化財臨時職員　庄子善昭（H19・20）

　　　　　　　　　　小泉博明・庄子裕美・一條　隼・重森直人（H19）

　　　　　　　　　　我妻なおみ・安倍奈々子・古田和誠・山戸和美（H20）

４．本発掘調査の整理作業および本書の作成は蔵王町教育委員会教育総務課文化財保護係が担当し、

　　調査員全員の協議のもと佐藤洋一の協力を得て鈴木　雅が執筆・編集した。

５．本書に掲載した遺構実測図のトレース、遺物実測図の作成およびトレース、遺物拓本、遺物写真

　　撮影、図版レイアウトなどは文化財臨時職員が中心となり、文化財整理作業員がこれを助けた。

　　作業の分担は下記の通りである。

　　遺物実測・拓本　土師器・須恵器：庄子善昭・一條　隼・山戸和美

　　　　　　　　　　石器・石製品：安倍奈々子　　漆器・木製品：山戸和美

　　　　　　　　　　縄文土器・陶磁器・銅製品：古田和誠　　古銭：小林四郎

　　遺物トレース　土器・陶磁器・漆器・木製品：我妻英子　石器・石製品：安倍奈々子

　　遺物写真撮影　庄子善昭

　　遺構図トレース　我妻なおみ・庄子裕美・重森直人

　　本文執筆・編集　鈴木　雅

　　校 正 ・ 照 合　山戸和美

６．本遺跡の発掘調査および資料整理と本書の作成に際し、以下の諸機関・諸氏よりご指導・ご助言

　　ならびにご協力を賜った。ここに記して謝意を表する。

　　宮城県教育庁文化財保護課・宮城県大河原地方振興事務所・蔵王町土地改良区

　　蔵王町小村崎地区・地元地権者各位・調査地近隣の住民各位

　　大久保弥生・佐川正敏・佐々木和博・佐藤敏幸・菅原祥夫・鈴木　隆・須田良平・豊原弘之・

　　西村　力・三好秀樹・山田晃弘（敬称略・五十音順）

７．本発掘調査で出土した遺物および写真・図面等の記録資料については、蔵王町教育委員会が一括

　　して永久保管している。



凡　　　例

１．本遺跡の測量原点の座標値は、日本測地系に基づく国家座標第Ⅹ系による。各調査区の測量基準

　　点の座標値は第 15 図に示した。なお、方位は国家座標北を表している。

２．本書第２図「遺跡位置図」は、国土地理院発行の 1/25,000 地形図「村田」を複製して使用した。

３．本書で使用した土色の記述については、「新版標準土色帖」（小川・竹原 2005）を参照した。

４．本書で使用した遺構番号は、遺構種別に関わらず調査時に付された連続する番号を使用した。

５．本書で使用した遺構略号は以下のとおりである。

　　ＳＩ：竪穴住居跡、ＳＢ：掘立柱建物跡、ＳＡ：柱列跡、ＳＤ：溝跡・河川跡、ＳＥ：井戸跡、

　　ＳＫ：土坑・落し穴状土坑、ＳＸ：性格不明遺構

６．遺構・遺物実測図の縮尺は下記の通りで、それぞれ図中にスケールを付して示した。

　　調査区配置図：1/2000、遺構配置図：1/400

　　竪穴住居跡：1/60、掘立柱建物跡・柱列跡：1/100（断面図：1/50）

　　井戸跡・落し穴状土坑・土坑：1/40・1/60、溝跡：1/200（断面図：1/50）

　　土器・陶磁器・漆器・砥石：1/3、石臼・石皿・木製品：1/4、打製石器：2/3、古銭・銅製品：1/1

７．遺構の重複関係について、ＡよりＢが新しい場合「Ａ→Ｂ」、掘立柱建物跡などで重複関係にあ

　　るが新旧関係が不明な場合「Ａ－Ｂ」のように記載した。

８．竪穴住居跡で掘方底面に土坑状の落ち込みが確認されたものがあり、これらは住居床面より下層

　　で確認されたことから、本書ではこれを「床下土坑」と呼称した。

９．遺構実測図および遺物実測図における網点の凡例は以下のとおりである。なお、これ以外の用例

　　についてはそれぞれ図中に示した。

10．遺構の説明における方位は、例えば北を基準として東に 10 度傾いている場合、「N‐10°‐E」

　　のように表記した。

11．遺構断面図に付した土層注記表の「備考」欄では、下記の略号を使用して記載している。

　　( 柱掘 )：柱穴掘方埋土、( 柱 )：柱痕跡、( 柱抜 )：柱材抜き取り痕跡

　　( 堆 )：堆積土、( 崩 )：崩落土、( 構 )：構築土、( 人為 )：人為的埋土（特記ないときは自然堆積土）

12．遺物観察表で（　）内の数値は残存値である。

13．遺物観察表の「器面調整・特徴」欄では、器面調整あるいは加工の前後関係が確認でき、Ａの痕

　　跡よりＢの痕跡が新しい場合「Ａ→Ｂ」のように記載した。

14．本書における土師器・須恵器の説明では、成形にロクロを使用しているものを「ロクロ調整」、

　　使用していないものを「非ロクロ調整」と記載している。また、土師器の説明では、成形にロク

　　ロを使用しているものを「ロクロ土師器」、使用していないものを「土師器」と表記した。

15．引用文献および執筆にあたり参考にした文献については巻末に一括して掲載した。

　　遺構実測図　焼　面　　　　柱・壁材痕跡　　　　貼　床     　　　遺物実測図　黒色処理



調 査 要 項

遺 跡 名：戸ノ内遺跡（宮城県遺跡地名表登載番号：05197　遺跡記号：ＵＣ）

所 在 地：宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字戸ノ内地内

調 査 原 因：経営体育成基盤整備事業円田２期地区区画整理工事（県営ほ場整備事業）

調 査 主 体：蔵王町教育委員会

調 査 担 当：蔵王町教育委員会教育総務課文化財保護係

調 査 協 力：宮城県教育庁文化財保護課

調 査 期 間：平成 19 年（2007 年）　5 月 15 日～　9 月 28 日（本調査）

　　　　　　平成 20 年（2008 年）11 月 12 日～ 11 月 18 日（追加調査）

調 査 面 積：約 9,235 ㎡（事前調査分 7,715 ㎡　確認調査分 1,520 ㎡）

調 査 員：佐藤洋一　鈴木　雅（蔵王町教育委員会教育総務課文化財保護係）

　　　　　　庄子善昭（蔵王町教育委員会文化財臨時職員、H19・20）

　　　　　　小泉博明　庄子裕美　一條　隼　重森直人（同、H19）

　　　　　　我妻なおみ　安倍奈々子　古田和誠　山戸和美（同、H20）

発掘作業員：芦立　清　太田忠義　大庭慶志郎　加藤初子　亀井勇二　熊坂信子

　　　　　　小杉佐和子　後藤扶美江　小林四郎　小林美智子　佐藤和子　佐藤貴美子

　　　　　　佐藤照子　佐藤福治　佐藤義晴　眞貝誠一　鈴木光一　鈴木　勝　竹内恂子

　　　　　　樋口良子　堀内　博　山家次郎　吉田三郎（H19・20）

　　　　　　我妻ひろい　加藤洋一　菊地　茂　鈴木初江　樋口豊一　横山清蔵（H19）

　　　　　　我妻英子　我妻儀八　我妻武夫　浅沼一郎　佐藤かおる　清野政男（H20）

整理作業員：我妻英子　小杉佐和子　小林四郎　小林美智子

　　　　　　佐藤かおる　佐藤貴美子（H19・20）

　　　　　　我妻　大　岩佐若奈（H19）

　　　　　　竹内恂子（H20）

協 力：宮城県大河原地方振興事務所　蔵王町土地改良区　蔵王町小村崎区
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5区遺構配置図

SI80竪穴住居跡

SI80竪穴住居跡 出土遺物

SB74掘立柱建物跡

SB76掘立柱建物跡

SB78掘立柱建物跡

SA79柱列跡

SE75井戸跡

SE75井戸跡 出土遺物

5区 その他の出土遺物

SI705 竪穴住居跡

SI706 竪穴住居跡

SE704井戸跡

SK701土坑・SK702土坑

SK702土坑・SK709土坑 出土遺物

SK703土坑・SK709土坑

SK710土坑

SD707溝跡・SD708溝跡

円田盆地北部の7～8世紀の様相

円田盆地周辺における7～8世紀の土器郡（1）

円田盆地周辺における7～8世紀の土器郡（2）

円田盆地周辺における7～8世紀の土器郡（3）

円田盆地周辺における7～8世紀の土器郡（4）
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第１章　調査にいたる経緯

　蔵王町北東部の円田盆地に広がる水田地帯を対象とした経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事

業）では、昭和 63 年度に盆地南部（円田１期地区）の事業計画が策定され、同年に埋蔵文化財保存

協議が実施された。この結果を受け、同年から平成２年度にかけて事業実施区域内に存在する埋蔵文

化財包蔵地の遺構確認調査および事前調査が宮城県教育庁文化財保護課により実施されている（宮城

県教委 1989・1990・1991・1992）。

　一方、盆地中・北部（円田 2 期地区）の事業計画は平成 8 年度に策定され、平成 12 年度には事業

年次計画が提示された。事業実施予定区域内には多数の埋蔵文化財包蔵地が含まれていたことから、

平成 8 年度より文化財保護側の宮城県教育委員会、蔵王町教育委員会と原因者側の宮城県大河原地

方振興事務所、蔵王町土地改良区の四者による埋蔵文化財保存協議が開始された。

　平成 11 年度の協議において事業実施区域内における埋蔵文化財包蔵地の詳細な分布調査が必要で

あるとの判断がなされ、平成 12 年度に蔵王町教育委員会が分布調査を実施した結果、周知の埋蔵文

化財包蔵地の範囲が大きく広がることが判明した。この結果を基に再協議を実施し、埋蔵文化財包蔵

地の破壊される面積をできるだけ少なくするよう事業計画を大幅に見直すことが決定した。平成 13

年度には大河原地方振興事務所より、水田および畑地となる部分については、地下の遺構を保護する

よう適宜盛土を行なうとともに、幹線農道以外の作業用道路については未舗装の砂利道として事前調

査対象範囲をできるだけ減少させる見直し案が提示され、合意に達した。

　平成 13・14 年度には宮城県教育庁文化財保護課と蔵王町教育委員会によって事業実施区域内の

遺構確認調査が実施され（宮城県教委 2002・2003）、この結果を踏まえた協議により、遺構の存在

する部分については基本的に盛土による現状保存を行ない、計画田面が遺構面よりも下がる切土部分

と、道路・水路の建設に伴って遺構面が掘削される部分について事前調査を実施することが決定した。

平成 14 年度には事業実施区域のうち県道の南側部分を平成 15・16 年度に、北側部分を平成 17 ～

21 年度に順次施工する事業計画が提示され、これに先立って平成 15 年度に南側部分を、平成 17 ～

20 年度に北側部分を対象とする計 14 遺跡の事前調査計画が策定された。なお、その後の事業計画

見直しなどにより、北側部分の調査年度を平成 22 年度まで延長することで合意している。

　蔵王町教育委員会は宮城県教育庁文化財保護課の協力を得て、平成 15・16年度に都遺跡、窪田遺跡、

新
しん

城
じょう

館跡（蔵王町教委 2005）、平成 17 年度に車地蔵遺跡、鍛冶屋敷遺跡、原遺跡、上
かみ

葉
は

の
の

木
き

沢
さわ

遺跡、

中
なか

葉
は

の
の

木
き

沢
さわ

遺跡（蔵王町教委 2006）、平成 18・19 年度に六角遺跡（蔵王町教委 2008）の事前調

査を実施してきた。本書で報告するのは、平成 19・20 年度に実施した戸ノ内遺跡の調査成果である。

　なお、このほか平成 19・20 年度に十
じゅう

郎
ろう

田
た

遺跡、平成 20 年度に窪田遺跡と前
まえ

戸
と

内
うち

遺跡の一部につ

いても事前調査を実施しており、現在整理作業が進行中である。また、平成 21・22 年度には前戸内

遺跡、西屋敷遺跡、磯ヶ坂遺跡および事業用地内の集落道改修にかかる遺跡の事前調査を実施する計

画である。これらの調査成果については、平成 23 年度までに順次発掘調査報告書を刊行して本事業

計画にかかわる遺跡の事前調査を終了する計画となっている。
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第２章　遺跡の概要

１．遺跡の位置と地理的環境

　戸ノ内遺跡は宮城県刈田郡蔵王

町大字小村崎字戸ノ内地内に所在

する。蔵王町役場の北東約 4.3km

に位置し、町北東部に広がる円田

盆地北縁の丘陵上に立地する。

　円田盆地は松川の支流である

薮川をはじめとする複数の中小

河川によって形成された沖積地で

ある。薮川は盆地中央部から東縁

に沿って緩やかに蛇行しながら南

流し、盆地周囲の丘陵からは無数

の小規模な沢が流入している。盆

地は南をのぞく三方を丘陵で囲ま

れており、盆地底面の範囲は東西

約 1.2km、南北約 3.5km におよ

ぶ。薮川流域は自然堤防が未発達

で、盆地底部に湿地帯を形成して

おり、盆地の南側は松川との合流

地点に向かって開けている。

　円田盆地を三方から囲む丘陵のうち、北側から西側にかけては高木丘陵と呼ばれ、蔵王山系の東麓

部にあたる。東側は高木丘陵から細長く派生した愛宕山丘陵と呼ばれる小丘陵が南へ延び、さらに東

側の村田盆地との地形的な境界をなしている。標高は高木丘陵東端部で約 130m、愛宕山丘陵頂部で

約 170m、盆地南端で約 80m である。

　愛宕山丘陵はやや急な傾斜をもつ丘陵地で、小規模な沢によって開析された比高差の大きい舌状の

小丘陵が連続的に連なっている。盆地東側に分布する遺跡の多くがこの舌状小丘陵上に立地する。一

方、高木丘陵は比較的なだらかな傾斜をもち、丘陵端部は緩やかに標高を減じつつ盆地中央部まで

達している。この低平な丘陵上には多数の遺跡が分布し、今回の県営ほ場整備事業（円田 2 期地区）

に伴って調査してきた盆地中・北部の遺跡もこれに含まれる。

　近代以降に行なわれた耕地整理や薮川堤防改修工事の結果、盆地中・北部は平坦な水田地帯となり

地形的な変化に乏しい景観を呈しているが、本来は遺跡が立地する微高地と小規模な沢状の低地とが

複雑に入り組んだ景観であったと考えられる。

第１図　遺跡の位置と周辺の地形
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第２図　戸ノ内遺跡と周辺の遺跡

№ 遺跡名 種別 時代 № 遺跡名 種別 時代
1 戸ノ内遺跡 集落 弥生、古代、中世 33 塩沢北遺跡 集落 弥生、古墳、古代
2 前戸内遺跡 包含地 旧石器？、縄文後、古代 34 赤鬼上遺跡 包含地 弥生、古代、中世
3 三本槻遺跡 包含地 縄文早期 35 原遺跡 水田・包含地 弥生、古代
4 山崎遺跡 包含地 縄文早期 36 大柿内遺跡 包含地 弥生
5 稲荷林遺跡 包含地 縄文早期、古代 37 六角遺跡 集落 縄文、弥生、古墳、古代
6 戸の内脇遺跡 包含地 縄文早・中期、弥生、古墳～中世 38 堂の入遺跡 包含地 弥生、古代、中世
7 中沢Ａ遺跡 包含地 縄文早期、弥生、古墳～中世 39 白山遺跡 包含地 弥生、古墳
8 北境遺跡 包含地 縄文早期、弥生、古代、中世 40 諏訪舘遺跡 包含地 弥生、古墳
9 中組遺跡 集落・包含地 縄文早・中期、弥生、古代、中世 41 土ヶ市遺跡 包含地 弥生、古代
10 本宿前遺跡 集落・包含地 縄文早期、弥生、古代、中世 42 三の輪遺跡 包含地 古墳、古代
11 立目場遺跡 包含地 縄文、弥生、古墳 43 諏訪舘横穴墓群 横穴墓 古墳
12 新並遺跡 包含地 縄文中期 44 八幡山古墳群 古墳 古墳
13 鳥山遺跡 包含地 縄文中期、古代 45 宋膳堂古墳 方墳 古墳
14 上野遺跡 包含地 縄文中期、弥生、古代 46 伊原沢下遺跡 集落 古墳
15 大橋遺跡 集落・包含地 縄文後期、弥生、古墳、平安 47 車地蔵遺跡 包含地 古代
16 都遺跡 集落 縄文後期、弥生、古墳、古代 48 鍛冶屋敷遺跡 水田・包含地 古代
17 諏訪舘前遺跡 集落・包含地 縄文晩期、弥生、古墳前・中期、古代 49 上葉の木沢遺跡 包含地 古代
18 小高遺跡 経塚・包含地 縄文、弥生、古代、中世 50 丈六遺跡 包含地 古代
19 中葉の木沢遺跡 包含地 縄文、弥生、古代 51 平沢遺跡 包含地 古代
20 角山Ｂ遺跡 包含地 縄文 52 沢遺跡 包含地 古代
21 見継遺跡 包含地 縄文 53 鹿野遺跡 包含地 古代
22 堀の内遺跡 集落・包含地 縄文、弥生、古墳、古代 54 大久保遺跡 包含地 古代
23 清水遺跡 包含地 縄文、弥生、平安 55 後原遺跡 包含地 古代
24 十郎田遺跡 集落 縄文、古墳、古代 56 清上遺跡 包含地 古代
25 窪田遺跡 集落 縄文、古墳、古代 57 新城館跡 集落、城館 古代、中世
26 西屋敷遺跡 集落・包含地 縄文、古墳～中世 58 寺坂遺跡 包含地 平安
27 磯ヶ坂遺跡 包含地 縄文、古代 59 西小屋館跡 城館 中世
28 宋膳堂遺跡 包含地 弥生、古墳、平安 60 平沢館跡 城館 中世
29 台遺跡 水田・包含地 弥生、古墳、古代、中世 61 諏訪館跡 城館 中世
30 愛宕山遺跡 包含地 弥生 62 築館館跡 城館 中世
31 屋木戸内遺跡 包含地 弥生 63 花楯館跡 城館 中世
32 中沢Ｂ 遺跡 包含地 弥生、古墳、古代 64 兵衛館跡 城館 中世
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２．周辺の遺跡と歴史的環境

　蔵王町における周知の遺跡は約 200 か所を数える。その多くは町域の東半部を占める円田盆地と

その周辺、および脊梁山脈東麓に連なる丘陵地帯に立地する。大略的に見て縄文時代の遺跡は蔵王山

東麓部から延びる高木丘陵上と青麻山東麓部の標高 150 ～ 250 ｍ付近に、弥生時代以降の遺跡は円

田盆地とその周辺の丘陵辺縁部の標高 80 ～ 100m 付近に立地する傾向が見られる。

　こうした様相の違いは、概ね当時の人びとの生業形態の変化に伴うものと考えられる。縄文時代の

食糧獲得の場は主に丘陵地に繁茂した森林であり、弥生時代以降の食糧生産の場は低湿地に作られた

水田であったと考えられる。後述するが、蔵王町内における稲作の開始を裏付けるものとしては、籾

殻の圧痕がある弥生土器片や、古墳時代の水田跡がある。なお、縄文時代の集落が低湿地の周辺に作

られることはなかったが、低平な丘陵と湿地の入り組んだ円田盆地北部の一帯は、縄文時代には狩猟

の場として利用されていた。以下、各時代・時期における蔵王町内の考古学的様相を概観する。

旧石器時代

　宮地区の持
もっ

長
ちょう

地
じ

遺跡、鉄砲町遺跡、明神裏遺跡、小村崎地区の前戸内遺跡が知られている。持長

地遺跡では黄褐色ローム漸移層の下部よりナイフ形石器が単独出土している。石刃を素材として基部

の両側縁に刃潰し加工を施しており、いわゆる茂呂型ナイフ形石器の範疇に含まれるものである。鉄

砲町遺跡では彫刻刀形石器が採集されている。大型の石刃の末端側に施した急角度剥離面を打面とし

て側縁に樋状剥離面を作出しており、いわゆる小坂型彫刻刀形石器の範疇に含まれるものである。明

神裏遺跡では細石刃と槍先形尖頭器が採集されたというが、詳細は不明である。また、円田盆地北西

部の前戸内遺跡では槍先形尖頭器が採集されている。剥片を素材として両面調整が施されており、平

面形はやや左右非対称な木葉形を呈する。このほか、宮地区の二屋敷遺跡では石刃状の縦長剥片に基

部加工を施したナイフ形石器の可能性がある石器が出土しているが、本遺跡では同様の縦長剥片を素

材とする縄文時代の石器も散見されることから、旧石器であるかどうかの判断は難しい。

　以上のことから、持長地遺跡と鉄砲町遺跡については後期旧石器時代、明神裏遺跡と前戸内遺跡に

ついては後期旧石器時代終末～縄文時代草創期に属する可能性が考えられる。しかし、いずれも単独

出土ないしは採集資料のため、明確な時期や遺跡の性格については不明な点が多い。

　なお、円田盆地の東側に隣接する村田盆地の東縁をなす高舘丘陵西麓部では玉髄が産出し、これを

利用して石器製作を行なった原産地遺跡が点在している。これらは新川流域遺跡群と呼ばれ、近年調

査研究が進められている。このうち、村田町小泉地区の賀
か

篭
ご

沢
ざわ

遺跡では 2003 ～ 2006 年度にかけて

東北学院大学による学術発掘調査が行なわれ、後期旧石器時代の在地型原産地遺跡の様相が明らかに

された。今のところ蔵王町内における旧石器時代の人びとの暮らしぶりは明らかになっていないが、

このような原産地遺跡に関連して残された遺跡が今後発見される可能性は十分に考えられる。

縄文時代

　草創期については前述のとおり明確な遺跡が発見されていない。周辺地域でも白石市福岡深谷地区

の高野遺跡で槍先形尖頭器が、同大鷹沢地区の小菅遺跡、戸谷沢遺跡で局部磨製石斧が採集されてい
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る程度で、具体的な様相は明らかでない。早期の遺跡には宮地区の明神裏遺跡、沢入Ｄ遺跡、円田地

区の手代木遺跡、三本槻Ａ遺跡、遠刈田地区の北原尾遺跡、前期の遺跡には宮地区の長峰遺跡、八幡

平遺跡、円田地区の入山遺跡、愛宕山遺跡、中期の遺跡には宮地区の上
かみ

原
はら

田
だ

遺跡、円田地区の高木遺跡、

鞘
さや

堂
どう

山
やま

遺跡、湯
ゆ

坂
さか

山
やま

Ｂ遺跡、後期の遺跡には宮地区の二
に

屋
や

敷
しき

遺跡、山田沢遺跡、一本木遺跡、円田地

区の西浦遺跡、晩期の遺跡には宮地区の下
げ

別
べっ

当
とう

遺跡、沢北遺跡、曲竹地区の鍛
か

冶
じ

沢
さわ

遺跡などがある。

　早期の遺跡は小規模なものが多く、高木丘陵から青麻山東麓部にかけての広範囲に点在し、遠刈田

地区から白石市福岡深谷地区にかけての不
ふ

忘
ぼう

山
さん

東麓部にまとまった分布域を形成する。前期の遺跡数

はやや少なくなるが、高木丘陵上と青麻山東麓部に点在する。中期から後期にかけては高木丘陵上に

大きな集落が形成され、集中的な遺跡分布域となっている。一方、青麻山東麓部では後期になると多

くの集落が形成され、晩期まで継続する大規模な集落がみられる。

　このように、時期による分布域の移動と、微地形選択の志向性に変化は見られるものの、縄文時代

のおよそ１万数千年間を通して彼らの生活の中心は蔵王山東麓部から延びる高木丘陵上と、青麻山東

麓部にあったと言って良い。なお、円田盆地北部の小村崎地区にある都遺跡、窪田遺跡、六角遺跡、

原遺跡、平沢地区の中組遺跡などでは縄文時代のものと考えられる落し穴状土坑が見つかっており、

低湿地に面した低平な丘陵裾部が狩猟の場として利用されていたことが分かっている。

弥生時代

　縄文時代晩期から継続する宮地区の沢北遺跡、これに後続する桝
ます

形
がた

囲
がこい

式期の遺跡には宮地区の長

峰遺跡、円田地区の清水遺跡、西浦遺跡、塩沢地区の宋
そう

膳
ぜん

堂
どう

遺跡、東根地区の立
たて

目
め

場
ば

遺跡、円田式期

の遺跡には東根地区の大橋遺跡、塩沢地区の台遺跡、上
うえ

野
の

遺跡、塩沢北遺跡、小村崎地区の都遺跡、

円田地区の西浦遺跡、十三塚式期の遺跡には東根地区の愛宕山遺跡、立目場遺跡、天
てん

王
のう

山
やま

式期の遺跡

には東根地区の愛宕山遺跡、塩沢地区の天王遺跡、平沢地区の赤
あか

鬼
ぎ

上
かみ

遺跡などがある。

　桝形囲式期以前の遺跡は、縄文時代の立地を踏襲しながら、一部円田盆地周縁部の丘陵に立地して

いる。円田式期になると円田盆地周縁部に急速に展開し、遺跡数も急増する。遺構が調査された例は

皆無であるが、稲作が受容されたと考えるのに十分な変化と言える。しかし、十三塚式期から天王山

式期にかけてはこうした流れを引き継ぐ一方、標高の高い丘陵上に立地する遺跡も見られる。こうし

た状況は円田盆地に隣接する村田盆地の賀篭沢遺跡などでもみられる。なお、都遺跡で出土した円田

式土器の破片と、大橋遺跡で出土した天王山式土器の破片の表面に籾殻の圧痕が観察されている。

古墳時代

　前期（塩釜式期）の遺跡には小村崎地区の六角遺跡、東根地区の大橋遺跡、伊
い

原
ばら

沢
ざわ

下
した

遺跡、円田地

区の堀の内遺跡、中期（南小泉式期）の遺跡には小村崎地区の都遺跡、東根地区の中沢Ａ遺跡、台遺跡、

後期（栗囲式期）の遺跡には東根地区の塩沢北遺跡などがある。古墳時代後期～奈良時代初頭（飛鳥

時代）の様相については古代の様相との関連性から次項で述べる。また、高塚古墳には宮地区の明神

裏古墳、東根地区の夕向原古墳群、古峯神社古墳、塩沢地区の宋膳堂古墳、天王古墳、西脇古墳、中

屋敷古墳、八幡山古墳、横穴古墳には諏訪舘横穴墓群がある。

　古墳時代の遺跡は、弥生時代の立地を踏襲し、円田盆地周縁部に集中している。前期の大橋遺跡、
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伊原沢下遺跡は宮城県内における塩釜式最古段階の、中沢Ａ遺跡は南小泉式最古段階の遺跡として知

られ、当該地域が周辺地域に先駆けて新しい文化要素を受容していたことが窺われる。また、盆地を

取り囲む丘陵上にいくつもの高塚古墳が築かれている。古墳のほとんどは未調査であるが、宋膳堂古

墳は直径約 30m の円墳で、埴輪が採集されている。明神裏古墳は昭和 31 年に発掘調査され、凝灰

岩板石によって築造された箱式石棺が確認されている。

古代

　飛鳥・奈良・平安時代の遺跡としては 100 か所以上が知られているが、このうち発掘調査が行な

われた遺跡としては宮地区の二屋敷遺跡、矢附地区の東山遺跡、塩沢地区の塩沢北遺跡、円田地区の

堀の内遺跡、平沢地区の窪田遺跡、都遺跡、赤
あか

鬼
ぎ

上
かみ

遺跡、小村崎地区の六角遺跡、十
じゅう

郎
ろう

田
た

遺跡、前戸

内遺跡などがある。

　飛鳥・奈良・平安時代の遺跡は、弥生時代以降の立地を踏襲し、円田盆地周辺に多く分布する一方、

町東部の丘陵麓部の広い範囲に分布するようになり、生活領域が拡大したことが窺われる。近年の調

査成果から特筆されるのは円田盆地北部（平沢・小村崎地区）の様相である。十郎田遺跡では７世紀

後半頃（飛鳥時代）の材木塀と大溝による区画施設を伴う集落跡を確認している。六角遺跡では７世

紀後半～８世紀前半頃（飛鳥～奈良時代初頭）の大溝による区画施設を伴う集落跡を確認した。当時

の在地の土師器とは異なる関東系土師器を主体的に伴っており、関東型カマドをもつ竪穴住居跡も確

認されている。堀の内遺跡、都遺跡、戸ノ内遺跡でも少数ながら関東系土師器が出土している。都遺

跡では遺跡中枢部が削平により残存しないものの、８世紀前半の多賀城創建期（奈良時代初頭）に位

置づけられる軒平瓦が採集されているのをはじめ、大型の掘立柱建物跡と材木塀による区画施設が確

認されており、当時の円田盆地を中心とする地域の経営に関する官衙関連施設が営まれていた可能性

がある。また、前戸内遺跡では平安時代前半の掘立柱建物跡群が確認されている。大型の掘立柱建物

跡を中心に計画的に配置された倉庫群の可能性があり、墨書土器なども出土している。東山遺跡から

は、石組みのカマドを持つ平安時代の竪穴住居跡と土器溜遺構が確認され、灰釉陶器、転用硯のほか、

「万田」、「子田」などの墨書土器が多数出土している。　

中世以降

　中世の遺跡としては、宮地区の宮
みや

城
じょう

館跡、山
やん

家
べ

館跡、館の山城跡、曲竹地区の曲竹小屋館跡、円

田地区の花
はな

楯
だて

館跡、棚村館跡、小村崎地区の西小屋館跡、兵衛館跡、平沢地区の平沢館跡、諏訪館跡、

矢附地区の矢附館跡などがあり、町東部の丘陵麓部に多くの城館が築かれている。また、宮地区の持

長地遺跡では中世の掘立柱建物跡群が確認され、常滑系陶器、馬具、鉄鈴、刀子などが出土している。

このほか、平沢地区の保
ほ

昌
しょう

寺
じ

境内に現存する丈六阿弥陀如来坐像は平安時代末期の作風とされ、当

時の平沢地区と奥州藤原氏との関係性を示唆している。遠刈田地区の岩崎山金窟址では戦国末期には

採掘が開始されていたとみられ、江戸初期には仙台藩主伊達家の命により採掘されていた。

　近世の遺跡として調査されているものは少ないが、小村崎地区の車地蔵遺跡、鍛冶屋敷遺跡では近

世の有力者層の屋敷地の一部と考えられる掘立柱建物跡、区画溝跡、水場遺構などの遺構群が確認さ

れた。現存する近世の建造物としては、曲竹地区の我
あが

妻
つま

家
け

住宅、小村崎地区の奥平家住宅、宮地区の
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刈田嶺神社本殿・拝殿・随身門などがある。我妻家住宅は江戸中期に建てられた大規模な茅葺民家で、

国重要文化財に指定されている。奥平家住宅は江戸後期に建てられた茅葺入母屋造の民家である。刈

田嶺神社は江戸期には刈田郡総鎮守として白石城主片倉家の保護を受けた。本殿は江戸中期に建てら

れたもので、県指定文化財に指定されている。また、近世には奥州街道が宮地区を通り、さらに宮宿

から分かれて四方峠、笹谷峠を経由して山形へ至る笹谷街道（羽前街道）が通っていた。平沢地区に

は古道の一部が保存され（旧羽前街道保存地区）、藩政時代の街道の景観を今に伝えている。

　近代の遺構としては遠刈田地区の遠刈田製鉄所高炉跡、軽便鉄道跡などがある。遠刈田製鉄所高炉

跡は当時最先端の設計で明治時代後期に建てられたもので、近代製鉄遺構としては国内で唯一、基礎

部分が現存する。明治時代後期から大正時代にかけて大河原－遠刈田間を結んだ軽便鉄道は、現在の

道路あるいは路地として、その路線敷の名残を留めるのみである。

第７図　兵衛館跡から円田盆地を望む 第８図　旧羽前街道保存地区の古道跡

第５図　十郎田遺跡   材木塀跡確認状況（飛鳥時代） 第６図　六角遺跡   竪穴住居跡（飛鳥時代）

第３図　鞘堂山遺跡出土土器（縄文時代中期） 第４図　中沢Ａ遺跡出土土器（古墳時代中期）
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第 10 図　遺跡近景（南東から）第９図　青麻山展望台からの遺跡遠景（南西から）

第３章　調査の方法と経過

　遺跡は円田盆地北縁部を形成する丘陵上に立地する。本遺跡の北西約 1.5km の丘陵頂上には兵衛

館跡が立地しており、そこから南東方向に伸びる低平な丘陵の端部には西小屋館跡が立地している。

本遺跡は西小屋館跡の北側に隣接することから、館跡に関連する遺構の広がりが予想された。遺跡付

近の地形は南東向き緩斜面となっており、南西側の南西向き緩斜面には西屋敷遺跡が隣接している。

東側は六角遺跡の立地する舌状丘陵の基部にあたり、原遺跡が隣接している。本遺跡の東側は盆底部

の湿地と接しており、いくつかの小規模な沢状地形が発達している。現況は丘陵頂部周辺が畑地およ

び宅地、東側緩斜面が階段状に造成された水田である。

　県営ほ場整備事業計画に伴う埋蔵文化財保存協議（事業主側：宮城県大河原地方振興事務所・蔵王

町土地改良区、文化財保護側：宮城県教育委員会・蔵王町教育委員会）により本遺跡範囲の東部が事

業計画範囲に含まれることが判明したため、遺跡範囲における遺構分布状況と遺構面深度の把握を

目的とした綿密な遺構確認調査を平成 14 年度に実施した。これに基づく最終的な事業設計案が平成

17 年度に提示され、田面となる部分は原則として盛土によって遺構面を保護し、止むを得ず切土が

発生する道路・水路の予定範囲について事前調査を実施して文化財保護法上必要な措置としての記録

保存を図るという基本方針で合意に達した。本遺跡については平成 19 年度に業務委託契約（委託者：

宮城県大河原地方振興事務所長、受託者：蔵王町長）を締結し、事前調査を実施する運びとなった。

　発掘調査は平成 19 年 5 月 15 日から９月 28 日までの約４ヶ月間を要した。今回の発掘調査は、

道路・水路の整備によって遺構面が削平される範囲を対象としたものである。遺跡範囲の東部を南北

に縦断する幹線農道予定地を１区とし、このほかの水路・作業道予定地のうち幹線農道東側の南向き

緩斜面を２区、西側北部の南向き緩斜面を３区、東向き斜面を４区、南部の南東向き緩斜面を５区、

南向き緩斜面を６区として順次調査を実施した（第 15 図）。確認した遺構のうち、工事で掘削の及

ばない範囲については遺構の分布状況を記録するに留め、工事による破壊を免れない範囲について遺

構の精査を実施した。なお、幹線農道予定地の現道下で遺構が残存していると予想された範囲（７区）

について平成 20 年度に業務委託契約を締結し、11 月 12 日～ 18 日に 7 日間の追加調査を実施した。

最終的な調査面積は、事前調査分約 7,715 ㎡、確認調査分約 1,520 ㎡の合計約 9,235 ㎡に及んだ。

戸ノ内遺跡

蔵王町役場

円田盆地



8 9

　調査の方法は重機による表土除去の後、手作業による遺構確認と遺構精査を行なった。表土除去の

過程で、調査区周辺の旧地形は南東向き緩斜面で、いくつかの小規模な沢状地形が発達していること、

昭和 30 年代の耕地整理で段状の造成が行なわれ、遺構の残存範囲は限定的であることが判明した。

このため、表土層直下で白色粘土層あるいは黄褐色砂礫層からなる地山面が露出し、遺構が残存して

いないと判断された範囲については簡易な記録作業に留めた。確認した遺構は竪穴住居跡 13 軒、竪

穴状遺構 1 軒、掘立柱建物跡９棟、柱列跡２条、井戸跡６基、落し穴状土坑１基、土坑 38 基、溝跡

18 条、焼土遺構１基、柱穴多数である（第 16 図）。遺構は必要に応じて 1/20 縮尺の平面図・断面

図を作成し、調査区ごとに 1/100 縮尺の平板実測による遺構配置図を作成した。また、35mm モノ

クロームフィルムとデジタルデータにより、必要に応じて遺構の検出状況と土層断面、完掘状況、遺

物の出土状況および調査区全景などの記録写真を撮影した。出土遺物は調査区および遺構、出土層位

別に取り上げた。なお、測量基準点は幹線農道予定中軸線上に打設された工事用基準杭を機械設置点

および方位視準点として使用し、測量基準線に平行・直交する３ｍグリッドを設定した。

　整理作業は平成 19 年度に当該年度調査遺跡の基礎整理のための業務委託契約を締結し、12 月 7

日～ 3 月 24 日の約３ヶ月間実施した。本遺跡出土遺物については洗浄と注記、接合と修復、実測の

作業を実施したほか、図面と写真などの記録類の基礎的な整理作業を実施した。平成 20 年度には当

該年度調査遺跡の基礎整理および本遺跡の報告書作成のための業務委託契約を締結し、12 月 20 日

～ 3 月 24 日の約３ヶ月間実施した。本遺跡については平成 20 年度追加調査分の基礎整理のほか、

平成 19・20 年度調査分について出土遺物写真撮影、実測図・遺構図トレース、図版レイアウト、報

告書執筆・編集を行なって本書の印刷・製本を完了した。

第 13 図　発掘調査見学風景 第 14 図　整理作業風景

第 11 図　発掘作業風景 第 12 図　発掘作業風景
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２Ｄ区
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六角遺跡

原遺跡

W-0-E
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N-45

N-36

N-27
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S-18

S-27

S-36

S-45

S-54

S-63

T2

T1

N

0 50m

S=1/2000

杭名 点名 方角
T1 N-0-S W-0-E No.12 X = -208231.085 Y = -12258.789
T2 N-237.7 W-0-E K-54 X = -207613.059 Y = -12489.273

※ 方角は国家座標第Ⅹ系における北方向を基準としたときの局地座標系南北軸との角度。

局地座標系 国家座標第Ⅹ系

N-6.3°E

第 15 図　調査区配置図
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第４章　調査の結果

１．基本層序

　調査区により立地条件と土層の堆積状況に違いが見られるが、基本層序はⅠ～Ⅶ層に大別される。

Ⅰ層は表土ないしは現耕作土で、層厚は 10 ～ 20cm 程度である。Ⅱ層は旧表土ないしは旧耕作土

で、層厚は 15 ～ 30cm 程度である。近代の陶磁器片などを含む。Ⅲ層は黒ボクと称される黒色火山

灰土で、層厚は 20 ～ 40cm 程度である。縄文土器片などを含む。丘陵東斜面を中心に厚く堆積し、

丘陵斜面の下部では複数の再堆積層が形成されている。Ⅳ層はⅢ層下部とⅤ層上部に形成された漸移

層で、層厚は 20cm 程度である。Ⅴ層は黄褐色ローム層、Ⅵ層は白色粘土層、Ⅶ層は猿岩と称され

る凝灰質シルトで、川崎スコリア層（板垣 1981）に相当するとみられる。遺構はⅢ層、Ⅳ層、Ⅴ層

上面で確認しているが、後世の削平などによりⅠ層ないしはⅡ層の直下がⅤ層、Ⅵ層あるいはⅦ層と

なっている場合がある。このため、本来の遺構掘り込み面はすべてⅢ層上面であったと考えられる。

２．発見された遺構と遺物

　確認した遺構は、竪穴住居跡 13 軒、竪穴状遺構１軒、掘立柱建物跡９棟、柱列跡 2 条、井戸跡 6 基、

落し穴状土坑 1 基、土坑 38 基、溝跡 18 条、焼土遺構 1 基、柱穴多数である（第 16 図）。竪穴住居

跡は８世紀前半頃（奈良時代初頭）、９世紀（平安時代前半）に位置づけられるものがある。掘立柱

建物跡や井戸跡、土坑、溝跡などは古代～中・近世、落し穴状土坑は縄文時代のものと考えられる。

　また、遺跡範囲内には複数の沢状地形が発達し、丘陵辺縁部ではいくつかの小規模な舌状丘陵に分

かれていることが判明した。本遺跡よりも盆底部に近い六角遺跡では、沢地に面した斜面で湿地性堆

積土の上面で縄文時代のものとみられる落し穴状土坑を確認しており、縄文時代のうちには埋没が完

了していたものと考えられる。一方、本遺跡で確認した中～近世の遺構には沢地を意識した配置を取

るものが見られることから、六角遺跡周辺よりも埋没時期がかなり下るものと考えられる。

　出土した遺物は、古墳時代後期～奈良・平安時代の土師器・ロクロ土師器・須恵器などを主体に、中・

近世の陶磁器・古銭・金属製品・木製品・漆製品・石製品、縄文・弥生時代の土器・石器少数などで

ある。出土遺物の修復後総量は遺物収納コンテナ（44 × 60 × 15cm）で約 25 箱分である。

　Ⅰ層：表土　　　　　　　 a：現耕作土　b：現水田耕作土　c：現代の盛土

　Ⅱ層：旧表土・旧耕作土　（近代の陶磁器片を含む）

　Ⅲ層：黒色火山灰土　　　（斜面下部では複数の再堆積層を形成）

　Ⅳ層：暗褐色シルト　　　（Ⅲ層とⅤ層の漸移層）

　Ⅴ層：黄褐色粘土　　　　（黄褐色ローム層）a：黄褐色シルト　b：黄褐色粘質シルト

　Ⅵ層：白色粘土　　　　　（水成堆積層）

　Ⅶ層：凝灰質シルト　　　（川崎スコリア層：Za-Kw，2.6 ～ 3.1 万年前）
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第 16 図　遺構配置図
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（１）１区

　南向き緩斜面に位置しており、南東方向から複数の沢状地形が発達する。北から１Ａ区、１Ｂ区、

１Ｃ区を設定した。遺構は１Ａ区南部の沢状地形の底面から北側斜面および１Ｂ区南部から１Ｃ区に

かけての湿地際の緩斜面で確認した。全体に削平が著しく、遺構の残存する範囲は限定的である。確

認した遺構は竪穴状遺構 1 軒、掘立柱建物跡 1 棟、柱列跡 1 条、井戸跡 2 基、土坑 11 基、溝跡 3

条である（第 18・19 図）。

①．１Ａ区

Ａ．井戸跡

【SE16 井戸跡】（第 17 図）

〔位置・確認面〕１Ａ区南部の南向き緩斜面で、沢状地形の底面付近に位置する。Ⅵ層上面で確認した。

〔重複〕SD19 → SE16

〔規模・形状〕平面形は長軸 140cm、短軸 103cm の楕円形で、深さ 112cm の円筒形を呈する。中

位にステップ状の段を持ち、底面は平坦である。

〔堆積土〕4 層に細分される。1 層は暗褐色土をブロック状に含む黒褐色シルト、2 層は砂を多量に

含む黒色シルト、3 層は植物遺体を含む黒色粘質シルト、4 層は植物遺体を含む黒褐色粘質シルトで

ある。1 ～ 3 層は人為的埋土、4 層は機能時または廃絶後の自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土１層より近世の磁器片が出土した。

Ｂ．土坑

【SK17 土坑】（第 19 図）

〔位置・確認面〕１Ａ区南部の南向き緩斜面で、沢状地形の底面付近に位置する。Ⅳ層上面で確認した。

〔重複〕SD19 → SK17

〔規模・形状〕平面形は長軸 3.82m、短軸 2.47m の不整形で、断面形は深さ 51cm の逆台形を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、底面付近に黄褐色ロームブロックを含む黒色粘質シルトである。自然堆

1
2

3

4

96.5m A A'

0 1m

S=1/40

SE16 井戸跡
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/1 黒褐 シルト 暗褐色土を含む　( 人為 )
2 10YR2/1 黒 砂質シルト 砂を多量に含む　( 人為 )
3 10YR2/1 黒 粘土 植物遺体を含む　( 人為 )
4 10YR3/1 黒褐 粘土 植物遺体を含む

第 17 図　SE16 井戸跡

SE16

E-4
N-81

A

A'

0 1m

S=1/40

E-6
N-83
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第 18 図　１区・７区遺構配置図（１）
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第 19 図　１区・７区遺構配置図（２）
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積土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土より須恵器甕の破片が出土した。頸部の破片で外面に自然釉が見られる。

【SK18 土坑】（第 20 図）

〔位置・確認面〕１Ａ区南部の南向き緩斜面で、沢状地形の底面付近に位置する。Ⅳ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 85cm、短軸 57cm の隅丸方形を呈し、断面形は深さ 45cm の逆台形を

呈する。底面は平坦である。

〔堆積土〕3 層に細分される。1 層は黒褐色シルト、2 層は黒褐色粘質シルト、3 層は黄褐色ロームブ

ロックと砂を含むオリーブ黒色粘質シルトである。いずれも自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕なし

0 1m

S=1/40

E-2

N-76

N-77

W-0-E

A

A'SK18

0 1m

S=1/40

94.2m A A'

1
2

3

SK18 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 褐色シルト粒を含む
2 10YR3/1 黒褐 粘土 均質土
3 5Y3/1 オリーブ黒 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを含み、砂を少量含む

Ｃ．溝跡

【SD19 溝跡】（第 21 図）

〔位置・確認面〕１Ａ区南部の南向き緩斜面で、

沢状地形の底面付近に位置する。Ⅳ層上面で確認

した。

〔重複〕SD19 →（SE16 － SK17）

〔規模・形状〕北西から南東方向へ緩やかに弧を

描くように延びる溝跡である。長さ 12.5m 以上

で、調査区外の南東方向へ延びている。上端幅

0.88 ～ 1.37m、下端幅 0.18 ～ 0.34m で、断面

形は深さ 13 ～ 40cm の逆台形を呈する。底面は

平坦である。北側にステップ状の段を持ち、堆積

土の状況から掘り直しの可能性がある。

〔堆積土〕3 層に細分される。1 層は黄褐色ロー

ム粒をわずかに含む灰黄褐色砂質シルト、2 層は

黄褐色ローム粒を含む黒色粘質シルト、3 層は黄

褐色ロームブロックを多く含む黒褐色粘質シルト

である。1・2 層は自然堆積土、3 層は壁際の崩

落土と考えられる。

〔出土遺物〕なし

第 20 図　SK18 土坑
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調
査
区
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A
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0 5m

S=1/200

1
2 3

A A'96.5m

0 1m

S=1/50

SD19 溝跡
No. 土色 土性 備考
1 10YR4/2 灰黄褐 砂質シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む
2 10YR2/1 黒 粘質シルト 黄褐色ローム粒を含む
3 10YR3/1 黒褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 壁崩 )

第 21 図　SD19 溝跡
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②．１Ｂ区

Ａ．竪穴状遺構

【SI5 竪穴状遺構】（第 22 図）

〔位置・確認面〕１Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕東西 3.72m、南北 3.4m の方形を呈する。

〔壁面・床面〕残存しない。一部掘方埋土が残存し、掘方底面に焼土層が形成されている。

〔壁材痕跡〕柱穴に先行する幅 8 ～ 25cm、深さ 15cm 前後の溝跡を確認した。北西部では削平のた

め残存しないが、ほぼ全周していたと見られる。壁材痕跡あるいはその掘方埋土の可能性がある。

〔主柱穴〕6 基確認し、東西 2 間（総長 3.4m）、南北 1 間（総長 3.4m）の東西棟となる。掘方の平

面形は長軸 28 ～ 39cm、短軸 24 ～ 32cm の隅丸方形を基調とし、深さは 29 ～ 50cm である。5

基で平面形が直径 10 ～ 18cm の円形を呈し、掘方底面に達する柱痕跡を確認した。

〔柱間寸法〕北側柱列で 170-170cm、東側柱列で 340cm である。

〔方向〕東側柱列：N-19° -E

〔出土遺物〕SI5 掘方埋土、P1 堆積土、P6 掘方埋土より土師器甕、須恵器坏の破片が出土した。

P4

93.5m 2

22

B B'

95.0m 123

1

2
3

P2
D D'

C C'

93.4m

1

2

2

1

93.6m F
F'

1

2
P3

E E'
P1

93.5m

93.5m G G'

0 2m

S=1/60

A A'93.5m
1

2

3

3

3

SI5 竪穴状遺構  P3
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを均質に含む　( 柱 )
2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む　( 柱掘 )

3 10YR6/4 にぶい黄橙 粘質シルト 黄褐色ロームブロック主体で黒褐色土のブロッ
ク・粒を少量含む　( 柱掘 )

SI5 竪穴状遺構  P4
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱 )
2 10YR6/4 にぶい黄橙 粘質シルト 均質土　( 柱掘 )

SI5 竪穴状遺構　（A-A'、B-B'、C-C'）
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック、焼土ブロックを含む
炭化物粒を若干含む　( 周溝内堆 )

2 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
焼土ブロック、炭化物粒を多く含む　( 柱掘 )

3 10R3/4 暗赤 粘質シルト 焼土層
SI5 竪穴状遺構  P1
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック、焼土・炭化物粒を多量
に含む　( 柱抜 )

2 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱 )
3 10YR2/2 黒褐 シルト 均質土　( 柱掘 )
SI5 竪穴状遺構  P2
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む　( 柱 )
2 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
3 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む　( 柱掘 )

第 22 図　SI5 竪穴状遺構

堀方埋土残存範囲
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D
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0 2m
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黄褐色ローム層



18 19

Ｂ．掘立柱建物跡

【SB6 掘立柱建物跡】（第 23 図）

〔位置・確認面〕１Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕東西 3 間（総長 6.4m）、南北 1 間（総長 3.8m）の東西棟である。

〔柱穴〕8 基確認した。掘方の平面形は長軸 28 ～ 44cm、短軸 26 ～ 41cm の隅丸方形を基調とし、

深さは 14 ～ 23cm である。いずれも平面形が直径 16 ～ 19cm の円形ないしは楕円形を呈し、掘方

底面に達する柱痕跡を確認した。

〔柱間寸法〕北側柱列で西から 210-240-190cm、西側柱列で 380cm である。

〔方向〕北側柱列：E-22° -S

〔その他〕SA15・SD2 と方向を揃える。

〔出土遺物〕P3 堆積土より土師器坏の破片が出土した。内面に黒色処理が施されている。

SB6掘立柱建物跡  P1
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む　( 柱 )
2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB6 掘立柱建物跡 P2
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 均質土　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
3 10YR5/6 黄褐 粘土 黒褐色土を少量含む　( 柱掘 )
SB6 掘立柱建物跡  P3
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB6 掘立柱建物跡  P4
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 均質土　( 柱 )
2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB6 掘立柱建物跡  P5
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム粒を含む　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱掘 )

SB6 掘立柱建物跡  P6
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む　( 柱 )
2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB6 掘立柱建物跡  P7
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
3 10YR4/4 褐 粘土 均質土　( 柱掘 )
SB6 掘立柱建物跡  P8
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム粒を含む　( 柱 )
2 10YR5/6 黄褐 粘土 白色粘土ブロック、黒褐色土粒を含む　( 柱掘 )

第 23 図　SB6 掘立柱建物跡
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Ｃ．柱列跡

【SA15 柱列跡】（第 24 図）

〔位置・確認面〕１Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕東西 2 間（総長 5.6m）以上の柱列跡である。調査区外の東西へ延びている可能性がある。

〔柱穴〕3 基確認した。掘方の平面形は長軸 18 ～ 28cm、短軸 16 ～ 21cm の円形ないしは楕円形を

呈し、深さは 20 ～ 25cm である。2 基で平面形が直径 10 ～ 14cm の円形を呈し、掘方底面に達す

る柱痕跡を確認した。

〔柱間寸法〕西から 260-260cm である。

〔方向〕E-22° -S

〔その他〕SB6・SD2 と方向を揃える。

〔出土遺物〕なし

SA15

調査区外
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P2

P3

A
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1
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P2

93.2m

P1

1

2A A' B B'

0 1m

S=1/50

SA15 柱列跡 P1
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 均質土　( 柱 )
2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱掘 )
SA15 柱列跡 P2
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む　( 柱 )
2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱掘 )

Ｄ．井戸跡

【SE11 井戸跡】（第 18 図）

〔位置・確認面〕１Ｂ区中央部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 100cm、短軸 90cm の略円形を呈し、深さ 111cm 以上の円筒形を呈する。

〔堆積土〕著しい湧水と崩落により底面および堆積土の状況は確認できなかった。

〔出土遺物〕なし

Ｅ．土坑

【SK3 土坑】（第 18 図）

〔位置・確認面〕１Ｂ区中央部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。未精査である。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は直径 120 ～ 130cm の円形を呈する。

〔堆積土〕確認面の堆積土は黄褐色ロームブロックを含む黒色シルトである。

第 24 図　SA15 柱列跡
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〔その他〕付近で確認した SE11 井戸跡と規模・形状が類似しており、井戸跡の可能性がある。

〔出土遺物〕堆積土より土師器坏の破片が出土した。内面にヘラミガキ調整→黒色処理が、外面口縁

部にヨコナデ調整が施されている。

【SK4 土坑】（第 18 図）

〔位置・確認面〕１Ｂ区中央部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。未精査である。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 170cm、短軸 115cm の不整楕円形を呈する。

〔堆積土〕確認面の堆積土は黄褐色ロームブロックと炭化物粒を含む黒色シルトである。

〔出土遺物〕堆積土より須恵器甕の破片が出土した。胴部破片で外面に平行叩き目が見られる。

【SK12 土坑】（第 26 図）

〔位置・確認面〕１Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 4.0m、短軸 2.8m の不整形を呈し、深さは 28 ～ 52cm である。東壁で

やや直立気味に立ち上がるほかは緩やかな立ち上がりとなる。底面は複数の掘り込みを持ち、凹凸が

著しい。

〔堆積土〕8 層に細分される。黄褐色ローム・白色粘土ブロックを含む黒色・黒褐色・灰黄褐色・褐色・

褐灰色シルトおよび黒褐色粘質シルトで、いずれも人為的埋土と考えられる。

〔その他〕付近で確認した SK13・31 と形態および堆積土が類似する。

〔出土遺物〕なし

【SK13 土坑】（第 25 図）

〔位置・確認面〕１Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 118cm、短軸 96cm の不整楕円形を呈し、深さは 46cm である。東壁

でやや直立気味に立ち上がるほかは緩やかな立ち上がりとなる。底面には凹凸が見られる。

〔堆積土〕3 層に細分される。1 層はにぶい黄褐色粘土、2・3 層は黄褐色ローム・白色粘土ブロック

を含む黒褐色・褐灰色シルトで、いずれも人為的埋土と考えられる。

〔その他〕付近で確認した SK12・31 と形態および堆積土が類似する。

〔出土遺物〕なし

W-2
N-26

A
A' SK13

N-28
W-0-E

0 1m

S=1/40

A A'

1 2
2

3 3

93.4m 

0 1m

S=1/403

SK13 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR5/4 にぶい黄褐 粘土 均質土　( 人為 )
2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 人為 )

3 10YR4/1 褐灰 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む　( 人
為 )

第 25 図　SK13 土坑
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SK12 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 人為 )

2 10YR4/1 褐灰 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
( 人為 )

3 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む　( 人為 )
4 10YR6/2 灰黄褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 人為 )

No. 土色 土性 備考
5 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む　( 人為 )
6 10YR5/2 灰黄褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 人為 )
7 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む　( 人為 )
8 10YR4/4 褐 シルト 均質土　( 人為 )

第 26 図　SK12 土坑

【SK14 土坑】（第 27 図）

〔位置・確認面〕１Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 80cm、短軸 53cm の楕円形を呈し、断面形は深さ 36cm の逆台形を呈する。

〔堆積土〕3 層に細分される。1 層は黄褐色ローム粒を多量に含む暗褐色シルト、2 層は黒褐色シルト、

3 層は黄褐色ロームブロックを多量に含む黄褐色シルトである。1・2 層は自然堆積土、3 層は壁際

の崩落土と考えられる。

〔出土遺物〕なし

【SK31 土坑】（第 18 図）

〔位置・確認面〕１Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。未精査である。

〔重複〕なし
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〔規模・形状〕平面形は長軸 157cm、短軸 120cm の不整形を呈する。

〔堆積土〕確認面の堆積土は黄褐色ローム・白色粘土ブロックを多く含む黒色粘質シルトである。

〔その他〕付近で確認した SK12・13 と形態および堆積土が類似する。

〔出土遺物〕なし

W-3
N-17

SK14

N-19

A

A'

E-1

0 1m

S=1/40

A A'93.5m

1
2

3 0 1m

S=1/40

SK14 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む
2 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む
3 10YR5/6 黄褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 壁崩 )

第 27 図　SK14 土坑

Ｆ．溝跡

【SD2 溝跡】（第 28 図）

〔位置・確認面〕１Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕西から東へ直線的に延びる溝跡である。長さ 6.5m 以上で、調査区外の東側へ延びて

いる。上端幅 0.60 ～ 1.08m、下端幅 0.34 ～ 0.46m で、断面形は深さ 7 ～ 16cm の皿状を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕2 層に細分される。1 層は黒褐色シルト、2 層は黄褐色ロームブロックを含む黒褐色シル

トで、いずれも自然堆積土と考えられる。

〔その他〕SB6・SA15 の柱筋とほぼ平行する。

〔出土遺物〕堆積土より須恵器甕の破片が出土した。外面に平行叩き目と自然釉が見られる。

E-6
N-12

W-0-E
N-6

SD2

A

A'

0 5m

S=1/200

調
査
区
外

A A'1
2 0 1m

S=1/50

93.2m

SD2 溝跡
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
2 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む

第 28 図　SD2 溝跡

【その他の出土遺物】

　遺構確認面より剥片が出土した。珪化凝灰岩製で上下端を折損している。残存長 19mm、幅

26mm、最大厚 4.2mm である。
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③．１Ｃ区

Ａ．土坑

【SK7 土坑】（第 30 図）

〔位置・確認面〕１Ｃ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 88cm、短軸 75cm の楕円形を呈し、断面形は深さ 21cm の皿状を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黒色粘質シルトである。自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕なし

【SK8 土坑】（第 29・30 図）

〔位置・確認面〕１Ｃ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 90cm、短軸 66cm の不整形を呈し、断面形は深さ 7cm の浅い皿状を呈

する。底面は平坦である。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ロームブロックを多く含む黒

色粘質シルトである。自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土より微細剥離痕のある剥片 1 点が出土した（第

29 図１）。珪質頁岩製で、打面付近の右側縁に微細剥離痕が見

られる。剥片の打面は調整剥離が見られ、打点部が廂状に張り

出すリップ形状を呈している。両面加工石器の製作で生じたポ

イントフレイクを素材とした可能性がある。

SK7土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 粘質シルト 均質土

第 30 図　SK7 土坑・SK8 土坑
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B B'91.8m 1 0 1m

S=1/40

SK8 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを多く含む

No. 層　位 種　類 石　材 特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 厚 重

1 堆積土 微細剥離痕ある剥片 珪質頁岩 打面側右側縁に微細剥離痕 29.0 16.0 0.4 1.3 036 25-9

第 29 図　SK8 土坑　出土遺物
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１
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【SK10 土坑】（第 31 図）

〔位置・確認面〕１Ｃ区北部の東向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 80cm、短軸 73cm の不整円形を呈し、断面形は深さ 74cm のＵ字状を

呈する。底面は皿状を呈する。

〔堆積土〕2 層に細分される。1 層は壁際にに黄褐色ロームブロックを多く含む黒褐色粘質シルト、2

層は黄褐色ローム小ブロックを含む黒色シルトである。いずれも自然堆積土あるいは壁際の崩落土と

考えられる。

〔出土遺物〕なし

1

2

A A'92.8m

0 1m

S=1/40

調
査
区
外

A

A'

S-48

W-6
S-39

E-3

SD9

0

5m

S=1/200

土橋状の高まり
0 1m

S=1/50

A91.8m A'

1
2 2

3
45

SK10 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 上部に黄褐色ロームブロックを多量に含む
2 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム小ブロックを含む

SD9 溝跡
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 粘質シルト 植物遺体、木片を多量に含む
2 10YR4/1 褐灰 シルト 黄褐色ローム粒を含む

3 10YR5/1 褐灰 粘土

4 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む
5 10YR3/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む

第 31 図　SK10 土坑

【SD9 溝跡】（第 32 図）

〔位置・確認面〕１Ｃ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕北西から南東方向へ直線的に延びる溝跡である。長さ 10.0m 以上で、調査区外の南東

方向へ延びている。上端幅 1.30 ～ 2.35m、下端幅 1.00 ～ 1.60m で、断面形は深さ 6 ～ 66cm の

逆台形を呈する。底面は平坦で、幅 60 ～ 75cm、高さ 25cm の土橋状の高まりが見られる。

〔堆積土〕5 層に細分される。1 層は植物遺体を多く含む黒色粘質シルト、2 ～ 5 層は黄褐色ローム粒・

ブロックを含む黒褐色粘質シルト、褐灰色シルトである。土橋状の高まりから南東側では黄褐色ロー

ムブロックを多く含む褐色粘質シルトが主体となる。いずれも自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土より土師器坏・甕の破片が出土した。

第 32 図　SD9 溝跡

SK10

A

A'
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E-3
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0 1m
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（２）２区

　南向き緩斜面に位置しており、南東方向からの複数の沢状地形が発達する。１Ａ区との接続部に２

Ａ区、東側の平坦面に２Ｂ区、南側の南向き緩斜面に２Ｃ区、南東側の南向き緩斜面に２Ｄ区、北東

側の平坦面に２Ｅ区を設定した。遺構は２Ｂ区の平坦面および２Ｃ区から２Ｄ区にかけての南向き緩

斜面で確認した。２Ｅ区では遺構が確認されなかった。確認した遺構は竪穴住居跡 2 軒、掘立柱建

物跡 5 棟、井戸跡 2 基、土坑 7 基、溝跡 5 条である（第 33・34 図）。

①．２Ａ区

Ａ．溝跡

【SD32 溝跡】（第 33 図）

〔位置・確認面〕２Ａ区中央部で、沢状地形の底面付近に位置する。Ⅴ層上面で確認した。未精査である。

〔重複〕SD32 → SD33

〔規模・形状〕長さ 2.6m 以上で、調査区外の南北へ延びる溝跡である。上端幅 1.25 ～ 1.50m である。

〔堆積土〕確認面の堆積土は黄褐色ローム粒を多量に含む暗褐色シルトである。

〔出土遺物〕なし

【SD33 溝跡】（第 33 図）

〔位置・確認面〕２Ａ区中央部で、沢状地形の底面付近に位置する。Ⅴ層上面で確認した。未精査である。

〔重複〕SD32 → SD33

〔規模・形状〕長さ 2.6m 以上で、調査区外の南北へ延びる溝跡である。上端幅 1.85 ～ 1.90m である。

〔堆積土〕確認面の堆積土は黄褐色ローム粒を含む黒褐色シルトである。

〔出土遺物〕なし

②．２Ｂ区

Ａ．竪穴住居跡

【SI24 竪穴住居跡】（第 35 ～ 37 図、第 38 図 1 ～ 3）

〔位置・確認面〕２Ｂ区西部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は東西 5.2m、南北 5.1m の方形を呈する。

〔方向〕東辺：N-17° -W

〔壁面〕Ⅴ層を壁とする。床面からほぼ垂直に立ち上がり、残存壁高は最も残存状況の良好な東壁で

床面から 7cm である。

〔床面〕北西隅と東壁際の一部にのみ残存し、住居掘方埋土を床とする。ほぼ平坦である。

〔主柱穴〕4 基確認した。掘方の平面形は長軸 34 ～ 62cm、短軸 29 ～ 48cm の楕円形を呈し、深さ

25 ～ 46cm である。いずれも平面形が直径 12 ～ 17cm の円形を呈し、掘方底面に達する柱痕跡を

確認した。

〔周溝〕上端幅 20 ～ 26cm、下端幅 10 ～ 18cm、深さ 12 ～ 17cm で断面形がＵ字形を呈する周溝
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第 35 図　SI24 竪穴住居跡（１）
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SI24 竪穴住居跡　（A-A'、B-B'）
No. 土色 土性 備考

1 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを若干、黄褐色ローム
粒をやや多く、焼土粒を極少量含む　( 住堆 )

2 5YR4/3 にぶい赤褐 シルト 焼土粒を多量に含む　( カマド崩 )

3 7.5YR4/2 灰褐 粘質シルト カマド構築土と焼土ブロックを多量に含む
( カマド崩 )

4 5YR4/6 赤褐 シルト 均質な焼土層　( カマド機能時堆 )

5 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・小ブロックを若干含む
( 周溝内堆 )

6 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒をやや多く含む　( 周溝内堆 )
7 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックをやや多く含む　( 住掘 )

SI24 竪穴住居跡 カマド横断面
No. 土色 土性 備考

1 10YR4/2 灰黄褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックをやや多く含み、焼土ブ
ロックを若干含む

2 10YR4/2 灰黄褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含み、焼土粒を
極少量含む

※柱穴の土層注記表は第 37図に後掲。
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SI24 竪穴住居跡 床下土坑（K1）
No. 土色 土性 備考

1 10YR4/2 灰黄褐 シルト 黄褐色ロームブロック・小ブロックを多量に含
み、焼土粒、炭化物粒を含む

SI24 竪穴住居跡 床下土坑（K2）
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックをやや多く含む　( 住掘 )

2 10YR4/2 灰黄褐 シルト 黄褐色ロームブロックをやや多く含み、焼土ブ
ロックを多量に含む

SI24 竪穴住居跡 床下土坑（K3）
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒をやや多く含む　( 周溝内堆 )

2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を若干含む
( 人為 )

3 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロック・小ブロック・粒を含む
( 人為 )

4 10YR3/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックをやや多く含む　( 人為 )
5 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 人為 )

6 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を少量含む
( 人為 )

第 36 図　SI24 竪穴住居跡（２）

SI24 竪穴住居跡 床下土坑（K3）

7 10YR4/1 褐灰 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを非常に多く含む
( 人為 )

8 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・小ブロックを多量に含
む　( 人為 )

9 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む　( 人為 )
10 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを若干含む　( 人為 )
SI24 竪穴住居跡 床下土坑（K4）
No. 土色 土性 備考

1 10YR4/2 灰黄褐 シルト 黄褐色ローム粒を若干含み、焼土小ブロック・
粒を多量に含む　( 人為 )

2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 人為 )
3 10YR3/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 人為 )
SI24 竪穴住居跡 床下土坑（K5）
No. 土色 土性 備考
1 10YR6/2 灰黄褐 粘土 均質な粘土塊

2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を多量に含む
( 人為 )
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がカマド部分を除いて全周する。堆積土は 2 層

に細分され、いずれも自然堆積土と考えられる。

〔カマド〕住居北壁中央に設置されている。燃焼

部のみ残存する。燃焼部は長さ 80cm、幅 85cm

で、焚口幅は側壁先端間で 70cm である。燃

焼部底面は幅 50cm、奥行 80cm で、床面より

8cm ほど皿状に窪んでいる。底面の一部には被

熱による赤色硬化面が形成されている。側壁は骨

材として据えられた凝灰岩切石 3 基を確認した。

いずれも深さ 5 ～ 7cm の据え方を確認した。左

側壁先端に据えられた凝灰岩切石は燃焼部側が

被熱している。奥壁は燃焼部底面からほぼ垂直に立ち上がり、住居北壁にほぼ一致する。

〔床下土坑〕5 基を確認した。住居掘方埋土の上面から掘り込まれているものが 1 基（K3）、掘方底

面からの掘り込まれているものが 4 基（K1、K2、K4、K5）である。K3 は平面形が長軸 2.9m、短

軸 0.7 ～ 1.2m の不整形で、深さは 18 ～ 70cm である。底面には複数の凹凸を持ち、2 基の土坑が

複合的に掘られたものである。白色粘土層に到達したところで壁を横方向に抉るように掘られてい

る。堆積土は 9 層に細分され、いずれも人為的埋土と考えられる。K1 は平面形が長軸 66cm、短軸

60cm の不整円形で、深さは 24 ～ 26cm である。底面には凹凸が見られる。堆積土は黄褐色ローム・

白色粘土ブロックを多く含み、焼土・炭化物粒を含む暗灰黄色シルトである。人為的埋土と考えられ

る。K2 は平面形が長軸 58cm、短軸 40cm の楕円形で、断面形は深さ 24 ～ 28cm の逆台形を呈する。

底面は皿状に窪んでいる。堆積土は黄褐色ローム・白色粘土ブロックと焼土ブロックを多く含む暗灰

黄色シルトである。人為的埋土と考えられる。K4 は平面形が長軸 155cm、短軸 70 ～ 97cm の不整

形で、深さは 13 ～ 46cm である。底面には凹凸が見られ、2 基の土坑が複合的に掘られたものである。

堆積土は 3 層に細分され、黄褐色ローム・白色粘土ブロックを多量に含む黒褐色・灰黄褐色シルト・

粘質シルトである。いずれも人為的埋土と考えられる。K5 は平面形が長軸 45cm、短軸 24cm の楕

円形で、断面形は深さ 18cm の逆台形を呈する。底面は平坦である。堆積土は 2 層に細分され、い

ずれも人為的埋土である。下部に黄褐色ローム・白色粘土ブロックを多く含む黒褐色シルトが堆積し、

上部に均質な白色粘土が 15cm ほどの厚さで蓋をするように埋め戻されている。

〔堆積土〕住居内堆積土は 7 層に細分され、1 層は住居廃絶以降の自然堆積土、2・3 層はカマド崩落

土、4 層はカマド機能時の堆積土、5・6 層は周溝内の自然堆積土である。

〔出土遺物〕住居南東部の床面より土師器坏（Pot.1、第 38 図１）、住居掘方埋土より須恵器坏（第

38 図４）が、K5 堆積土より土師器坏（第 38 図２）・鉢（第 38 図３）が出土した。１～３は口縁部

内外面にヨコナデ調整を施し、内面に黒色処理を施さない。１・２は内面体部にヘラミガキ調整、外

面体下部～底部にヘラケズリ調整を施す。１は外面に輪積み痕跡を明瞭に残す。３は体部外面にハケ

メ調整→口縁部にヨコナデ調整、体部にヘラケズリ調整を施している。３は切り離しが回転糸切で外

面体下部に回転ヘラケズリによる再調整を施している。このほか、住居掘方埋土、K3・K4・K5 堆積土、

住居内堆積土より土師器坏・甕の破片が出土した。

SI24 竪穴住居跡 P1
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む　( 柱 )

2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を若干含む
( 柱掘 )

SI24 竪穴住居跡 P2
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒をやや多く含む
( 柱 )

2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を含む　( 柱掘 )
SI24 竪穴住居跡 P3
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒をやや多く含む　( 柱 )

2 2.5Y5/3 黄褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロック主体で黒褐色シルトを含
む　( 柱掘 )

SI24 竪穴住居跡 P4
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む　( 柱 )
2 10YR4/1 褐灰 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を少量含む　( 柱 )
3 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )

4 2.5Y5/3 黄褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロック主体で黒褐色シルトブロ
ックを含む　( 柱掘 )

第 37 図　SI24 竪穴住居跡（３）
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【SI25 竪穴住居跡】（第 39 図、第 40 図 1 ～ 3）

〔位置・確認面〕２Ｂ区中央部の平坦面に位置する。Ⅳ層上面で確認した。

〔重複〕SI25 →（SB82 － SK55）

〔規模・形状〕南側が残存しないが、平面形は東西 4.7m、南北 3.8m 以上の方形を呈すると見られる。

〔方向〕北辺：E-16° -N

〔壁面〕Ⅳ・Ⅴ層を壁とする。床面からほぼ垂直に立ち上がり、残存壁高は 5cm である。

〔床面〕住居掘方埋土を床とする。ほぼ平坦である。

〔主柱穴〕なし

〔周溝〕なし

〔カマド〕住居東壁に設置されている。燃焼部の左半分のみ残存する。燃焼部は長さ 108cm、幅

70cm 以上で、焚口幅は側壁先端間で 50cm 以上である。燃焼部底面は幅 38cm 以上、奥行 110cm で、

床面より 8cm ほど皿状に窪んでいる。側壁は左側のみ残存し、長さ 70cm、幅 21cm、残存高 4cm

である。黄褐色ローム・白色粘土ブロックを多く含む黒褐色シルトで構築されており、先端に凝灰岩

切石を据えている。凝灰岩切石は構築土に覆われており、骨材として据えられたものと見られる。側

壁構築土の下位で据え方を確認した。奥壁は緩やかに立ち上がり、住居北壁より 22cm ほど張り出す。

〔貯蔵穴〕2 基を確認した（K1・K2）。K1 はカマド左側で確認した。平面形は長軸 68cm、短軸

58cm の楕円形で、断面形は深さ 10cm の皿状を呈する。底面は皿状に窪んでいる。堆積土は黄褐色

ローム粒を少量含む黒褐色シルトで、自然堆積土と考えられる。K2 は住居北西隅で確認した。平面

形は長軸 63cm、短軸 44cmの不整楕円形で、断面形は深さ 12cmの皿状を呈する。底面は平坦である。

堆積土は黄褐色ローム粒を多く含む黒褐色シルトで、自然堆積土と考えられる。

〔堆積土〕住居内堆積土は 2 層に細分され、いずれも住居廃絶以降の自然堆積土である。

〔出土遺物〕床面直上でロクロ土師器坏（Pot.1、第 40 図１）が、K1 堆積土上面でロクロ土師器甕（第

40 図２）が、K2 底面で砥石（第 40 図３）が出土した。１は内面にヘラミガキ調整→黒色処理が施され、

外面底部に回転糸切痕が見られる。２は内外面にロクロナデ調整が施されている。３は凝灰岩製で直

方体を呈する。このほか、住居掘方埋土、カマド側壁据え方、床面直上よりロクロ土師器甕、須恵器

No. 層　位 種　類 器種 器面調整　・　特　　徴
法　量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 床面直上
Pot.1 土師器 坏 内面：体部ナデ→口縁部ヨコナデ→体部ヘラミガキ

外面：体下部～底部ヘラケズリ→口縁部ヨコナデ　丸底 (14.9) - 5.6 1/2 001 16-1

2 K5 堆積土 土師器 坏 内面：口縁部ヨコナデ→底部ヘラミガキ？
外面：口縁部ヨコナデ→体部～底部ヘラケズリ　丸底　※内面磨滅 - - (3.4) 破片 002 16-2

3 K5 堆積土 土師器 鉢 内面：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ？
外面：ハケメ→口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ　※内面磨滅 - - (4.7) 破片 003 16-3

4 住居掘方埋土 須恵器 坏 内外面：ロクロナデ　外面底部付近：回転ヘラケズリ　切り離し：静止糸切 （15.0) (8.6) 3.8 1/4 004 16-4

第 38 図　SI24 竪穴住居跡　出土遺物
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２ ４

0 10cm
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坏・甕の破片が出土した。ロクロ土師器甕には内面に回転ハケメ調整を施すものが、須恵器坏には底

部外面にケズリ調整を施すものがある。

Ｂ．掘立柱建物跡

【SB23 掘立柱建物跡】（第 41・42 図）

〔位置・確認面〕２Ｂ区西部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕東西 3 間（総長 6.9m）、南北 1 間（総長 3.8m）の東西棟である。北・南の 2 面に 1

間幅の廂が付属する。南東隅が調査区外に延びている。

〔柱穴〕身舎部で 7 基、廂部で 5 基を確認した。身舎部の掘方の平面形は長軸 29 ～ 40cm、短軸 25

～ 36cm の円形を基調とし、深さは 33 ～ 47cm である。いずれも平面形が直径 10 ～ 19cm の円形
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SI25 竪穴住居跡　（A-A'、C-C'、D-D'）
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム粒、焼土小ブロックを少量含む
( 住堆 )

2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒、白色粘土粒、凝灰岩小礫を含
み、焼土粒を少量含む　( カマド内堆 )

3 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む　( カマド奥壁構 )
4 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム粒、焼土粒を極少量含む　( 住掘 )

SI25 竪穴住居跡 カマド側壁構築材据方　（B-B'）
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
SI25 竪穴住居跡 貯蔵穴（ K1）
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
SI25 竪穴住居跡 貯蔵穴（ K2）
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを多量に含む

第 39 図　SI25 竪穴住居跡
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を呈し、掘方底面に達する柱痕跡を確認した。廂部の掘方の平面形は長軸 22 ～ 28cm、短軸 18 ～

26cm の円形を基調とし、深さは 17 ～ 35cm である。1 基で平面形が直径 12cm の円形を呈する柱

痕跡を確認した。調査時点で廂部を認識できなかったため、断面図は作成していない。

〔柱間寸法〕身舎部の北側柱列で西から 220-240-230cm、西側柱列で 380cm である。

〔方向〕身舎部北側柱列：E-24° -S

〔その他〕SB27 と方向を揃えており、規模・形状が類似する。

〔出土遺物〕P1 堆積土より銅銭（第 45 図１）が出土した。「開元通寶」（唐銭）である。

１

２

３

第 40 図　SI25 竪穴住居跡　出土遺物

No. 層　位 種　類 器種 器面調整　・　特　　徴
法　量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 床面直上
Pot.1 ロクロ土師器 坏 内面：ヘラミガキ→黒色処理　外面：ロクロナデ　切り離し：回転糸切 （13.2）（6.0） 4.5 1/2 004 16-5

2 K1 堆積土 ロクロ土師器 甕 内面：ロクロナデ　外面：口縁部～体部ロクロナデ、体下部ヘラケズリ
切り離し：不明→ヘラケズリ （12.0） － （6.8） 一部 005 16-6

No. 層　位 種　類 材　質 形　状 砥面数 特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 厚 重

3 床面直上 砥石 凝灰岩 直方体 (5) 両端欠損、下端側は欠損後再加工 (11.1) 3.8 2.8 170 018 22-1

SB23 掘立柱建物跡 P1
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを極少量含む　( 柱 )
2 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB23 掘立柱建物跡 P2
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを極少量含む　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )

SB23 掘立柱建物跡 P5
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB23 掘立柱建物跡 P6
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱 )
2 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )

第 41 図　SB23 掘立柱建物跡
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第 42 図　SB27 掘立柱建物跡

SB27 掘立柱建物跡 P1
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む　( 柱抜 )
2 10YR3/3 暗褐 シルト 均質土　( 柱抜 )

3 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
( 柱掘 )

SB27 掘立柱建物跡 P2
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを極少量含む　( 柱 )
2 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB27 掘立柱建物跡 P3
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む　( 柱 )
2 10YR5/6 黄褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )

SB27 掘立柱建物跡 P5
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む　( 柱 )
2 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB27 掘立柱建物跡 P6
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極少量含む　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB27 掘立柱建物跡 P7
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極少量含む　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB27 掘立柱建物跡 P8
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極少量含む　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )

【SB27 掘立柱建物跡】（第 42 図）

〔位置・確認面〕２Ｂ区中央部の平坦面に位置する。Ⅲ層上面で確認した。

〔重複〕SB81 →（SB27 － SK38）－ SK39

〔規模・形状〕東西 3 間（総長 6.1m）、南北 1 間（総長 4.3m）の東西棟である。

〔柱穴〕８基確認した。掘方の平面形は長軸 36 ～ 60cm、短軸 26 ～ 51cm の隅丸方形を基調とし、

深さは 37 ～ 87cm である。北西および北東隅柱で柱材の抜き取り痕跡を確認し、これ以外の 6 基で

平面形が直径 18 ～ 20cm の円形を呈し、掘方底面に達する柱痕跡を確認した。

〔柱間寸法〕南側柱列で西から 195-205-210cm、西側柱列で 430cm である。

〔方向〕南側柱列：E-23° -S

〔その他〕SB23 と方向を揃えており、規模・形状が類似する。

〔出土遺物〕P2 堆積土より不明銅製品（第 45 図３）

が出土した。やや湾曲した板状を呈する破片で、全周

が欠損しているため全体の形状は不明である。外面に

蹴彫りにより「鶴の丸」の家紋が彫られ、周囲に魚々

子打ちによる魚卵状の紋様が充填されている。
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【SB81 掘立柱建物跡】（第 43 図右）

〔位置・確認面〕２Ｂ区中央部の平坦面に位置する。Ⅲ層上面で確認した。

〔重複〕SB81 →（SB27 － SK38）－ SK39

〔規模・形状〕東西２間（総長 2.7m）、南北 1 間（総長 2.4m）の東西棟である。

〔柱穴〕6 基確認した。掘方の平面形は長軸 28 ～ 38cm、短軸 22 ～ 30cm の隅丸方形を基調とし、

深さは 15 ～ 58cm である。2 基で平面形が直径 18 ～ 20cm の円形を呈し、掘方底面に達する柱痕

跡を確認した。

〔柱間寸法〕南側柱列で西から 130-140cm、西側柱列で 240cm である。

〔方向〕南側柱列：E-5° -S

〔その他〕西側で確認した SB82 と柱筋を揃えており、規模・形状が類似する。

〔出土遺物〕なし

【SB82 掘立柱建物跡】（第 43 図左）

〔位置・確認面〕２Ｂ区中央部の平坦面に位置する。Ⅲ層上面で確認した。

〔重複〕SI25 → SB82

〔規模・形状〕東西２間（総長 2.9m）、南北 1 間（総長 2.2m）の東西棟である。

〔柱穴〕6 基確認した。掘方の平面形は長軸 21 ～ 30cm、短軸 18 ～ 20cm の隅丸方形ないしは円形

を基調とし、深さは 7 ～ 40cm である。４基で平面形が直径 10 ～ 14cm の円形を呈し、掘方底面に

達する柱痕跡を確認した。

〔柱間寸法〕南側柱列で西から 145-145cm、西側柱列で 220cm である。

〔方向〕南側柱列：E-4° -S

SB81 掘立柱建物跡 P4
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極少量含む　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB81 掘立柱建物跡 P6
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む　( 柱 )
2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )

SB82 掘立柱建物跡 P2
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒褐 シルト 均質土　( 柱 )
2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む　( 柱掘 )
SB82 掘立柱建物跡 P4
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/1 黒褐 シルト 均質土　( 柱 )
2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む　( 柱掘 )

第 43 図　SB81 掘立柱建物跡・SB82 掘立柱建物跡
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〔その他〕東側で確認した SB81 と柱筋を揃えており、規模・形状が類似する。

〔出土遺物〕なし

Ｃ．土坑

【SK35 土坑】（第 44 図左）

〔位置・確認面〕２Ｂ区中央部の平坦面に位置する。Ⅳ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 119cm、短軸 82cm の隅丸方形を基調とし、断面形は深さ 37cm の皿

状を呈する。底面は平坦である。

〔堆積土〕3 層に細分される。いずれも黄褐色ローム粒・ブロックを含む黒褐色シルトで、自然堆積

土と考えられる。

〔出土遺物〕なし

【SK36 土坑】（第 44 図右）

〔位置・確認面〕２Ｂ区東部の東向き緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 143cm、短軸 37cm の不整長楕円形で、断面形は深さ 36cm のＵ字状

を呈する。底面は平坦で、両端部にステップ状の段を持つ。

〔堆積土〕2 層に細分される。1 層は黄褐色ロームブロックを含む黒褐色シルト、2 層は黄褐色ロー

ム粒を多量に含む黒褐色シルトである。いずれも自然堆積土ないしは壁際の崩落土と考えられる。

〔出土遺物〕なし

【SK38 土坑】（第 33 図）

〔位置・確認面〕２Ｂ区中央部の平坦面に位置する。Ⅲ層上面で確認した。

〔重複〕SB81 →（SB27 － SK38）－ SK39
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N-155
E-86

N-154

SK36

0 1m

S=1/40

96.2m A A'

1
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SK36 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む

SK35 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
3 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを含む

第 44 図　SK35 土坑・SK36 土坑
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〔規模・形状〕平面形は長軸 199cm、短軸 75cm の隅丸方形を基調とし、断面形は深さ 5cm の逆台

形を呈する。底面は平坦である。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ローム粒・ブロックを含み、焼土・炭化物粒をわずかに含む黒褐

色シルトである。自然堆積土と考えられる。

〔その他〕規模・形状、方向と堆積土の状況が SK39 と類似する。

〔出土遺物〕なし

【SK39 土坑】（第 33 図）

〔位置・確認面〕２Ｂ区中央部の平坦面に位置する。Ⅲ層上面で確認した。

〔重複〕SB81 →（SB27 － SK38）－ SK39

〔規模・形状〕平面形は長軸 111cm、短軸 56cm の楕円形で、断面形は深さ 12cm の逆台形を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ローム粒・ブロックを含み、焼土ブロック・炭化物粒を含む黒色

シルトである。自然堆積土と考えられる。

〔その他〕規模・形状、方向と堆積土の状況が SK38 と類似する。

〔出土遺物〕なし

【SK55 土坑】（第 33 図）

〔位置・確認面〕２Ｂ区中央部の平坦面に位置する。Ⅳ層上面で確認した。

〔重複〕SI25 →（SB82 － SK55）

〔規模・形状〕平面形は長軸 72cm、短軸 61cm の不整楕円形で、断面形は深さ 41cm のＵ字状を呈する。

底面は平坦で、底面の両端部に長さ 16 ～ 24cm の礫が 1 点ずつ置かれていた。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ロームブロックを含む黒褐色シルトである。自然堆積土と考えら

れる。

〔出土遺物〕なし

【SK56 土坑】（第 33 図）

〔位置・確認面〕２Ｂ区中央部の平坦面に位置する。Ⅲ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 95cm、短軸 72cm の不整円形で、断面形は深さ 16cm の皿状を呈する。

〔堆積土〕堆積土は1層で、黄褐色ロームブロックを含む黒褐色シルトである。自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕なし

Ｄ．溝跡

【SD37 溝跡】（第 33 図）

〔位置・確認面〕２Ｂ区東部の東向き緩斜面に位置する。Ⅳ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕長さ 3.2m 以上で、調査区外の南北へ延びる溝跡である。上端幅 38 ～ 45cm、下端幅

22 ～ 28cm で、断面形は深さ 6 ～ 19cm の逆台形を呈する。底面は平坦である。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ローム粒を含む黒褐色シルトである。自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕なし
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【その他の出土遺物】（第 45 図 2・4）

　遺構確認面より銅銭（第 45 図 2）とスクレイパー（第 45 図 4）が出土した。２は「政和通寶」（北

宋銭）である。４は茶褐色の玉髄製で、剥片の両側縁と末端に微細剥離が見られる。素材剥片の打面

には頭部調整が施され、背面に凝灰質の表皮を残置する。このほか、表土より近世の磁器片（角皿）、

P44（第 33 図）掘方埋土、遺構確認面より不明鉄製品が出土した。

③．２Ｃ区

Ａ．掘立柱建物跡

【SB84 掘立柱建物跡】（第 46 図）

〔位置・確認面〕２Ｃ区南部の南向き緩斜面に位置する。5 層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕南北 2 間（総長 3.8m）で東西の規模が不明な建物跡で、西面に 1 間幅の廂を持つ。

身舎部が調査区外東側へ延びていると見られる。

〔柱穴〕身舎部で 3 基、廂部で 3 基を確認した。身舎部の掘方の平面形は長軸 32 ～ 36cm、短軸 26

～ 28cm の隅丸方形を基調とし、深さは 24 ～ 37cm である。いずれも直径 12 ～ 16cm の円形を呈し、

掘方底面に達する柱痕跡を確認した。廂部の掘方の平面形は長軸 24 ～ 26cm、短軸 18 ～ 22cm の

隅丸方形を基調とし、深さは 16 ～ 28cm である。いずれも平面形が直径 8 ～ 12cm の円形を呈する

柱痕跡を確認した。

〔柱間寸法〕身舎部西側柱列で北から 190-190cm、廂部の出は 110cm である。

No. 遺　構 層　位 種　類 石　材 特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 厚 重

4 － 表土 スクレイパー 玉髄 素材剥片打面部：頭部調整あり　背面に凝灰質表皮を残置 33.5 28.4 13.0 11.8 035 25-10

No. 遺　構 層　位 種　類 特徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 厚 重

3 SB27 P2 堆積土 不明銅製品 湾曲のある板状　魚々子打ちの地文に蹴彫りの「鶴の丸」　縁辺全周欠損 （6.3）（1.9） 0.4 15.4 031 19-4

0 3cm

S=1/1

0 5cm

S=2/3

第 45 図　SB23 掘立柱建物跡・SB27 掘立柱建物跡・２Ｂ区  その他の出土遺物

１

２

４

No. 遺　構 層　位 種　類 特　　徴
法　量（mm）

登録 写真
直径 厚 重

1 SB23 P1 堆積土 銅銭 「開元通寶」（唐銭） 24.28 1.04 1.5 033 19-1
2 － 遺構確認面 銅銭 「政和通寶」（北宋銭） 24.40 1.40 2.0 032 19-3

３
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SB84 掘立柱建物跡 P1
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱 )
2 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB84 掘立柱建物跡 P2
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多く含む　( 柱 )
2 10YR3/2 黒褐 シルト 均質土　( 柱 )
3 10YR4/6 褐 粘質シルト 黒褐色シルトをブロック状に含む　( 柱掘 )

第 46 図　SB84 掘立柱建物跡

No. 層　位 種　類 器　種 産　地 部　位 器面調整　・　特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
口径 底径 器高

1 表土 近世陶器 擂鉢 - 体部 外：ﾛｸﾛﾅﾃﾞ　内：放射状の条線帯（10条単位）
内外面に鉄釉　器厚 0.9cm - - - 015 25-2

2 遺構確認面 中世陶器 甕 常滑 体下部‐底部 外：縦位のﾅﾃﾞ 内：ﾛｸﾛﾅﾃﾞ - 12.0 (7.2) 016 25-1

No. 層　位 種　類 石　材 特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 高 重

3 遺構確認面 石臼 安山岩 上臼　残存 1/4　貫通孔一部残存 (19.5) (13.0) (7.5) 1920.0 025 23-3

１
２

３

第 47 図　２Ｃ区　その他の出土遺物
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〔方向〕東側柱列：N-3° -W

〔出土遺物〕なし

0 5m

S=1/100

0 1m

S=1/50



40 41

【その他の出土遺物】（第 47 図 1 ～ 3）

　表土より近世の陶器片（第 47 図１）が、遺構確認面より中世陶器片（第 47 図２）、石臼（第 47 図３）

が出土した。１は擂鉢の体部破片で、内面に 10 条単位の条線帯が施され、外面に鉄釉が施釉されて

いる。２は甕の底部付近の破片で、内外面にナデ調整が施されている。常滑産と考えられる。３は上

臼の破片で、安山岩製である。中央の貫通孔が一部残存する。

④．２Ｄ区

Ａ．井戸跡

【SE20 井戸跡】（第 48 図、第 49 図 1 ～ 4）

〔位置・確認面〕２Ｄ区北東部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 2.56m、短軸 2.06m の不整楕円形で、深さ 1.84m の漏斗形を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕4 層に細分される。1 層は植物遺体をわずかに含む黒褐色シルト、2 層は植物遺体を多量

に含む極暗褐色粘質シルト、3 層は人頭大の礫を多く含む黒褐色粘質シルト、4 層は白色粘土ブロッ

クを含む黒褐色粘質シルトである。4 層は自然崩落土、3 層は廃絶時の人為的埋土、1・2 層は廃絶

後の自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土 3 層より銅銭（第 49 図１）、漆器椀（第 49 図２）、茶臼（第 49 図３）、石皿（第

49 図４）、曲物（側板）が出土した。１は無文銭である。２は内面に赤漆塗、外面に黒漆塗→赤漆文

様が施文されている。底面にロクロ爪痕と見られる小穴が 3か所確認できる。３は安山岩製で下臼（皿

部）の破片である。４は玄武岩質安山岩礫を素材としている。両面に摩滅と擦痕が観察され、黒色の

炭化物状の付着物が見られる。
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S=1/60
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A A'93.8m

S

0 2m

S=1/60

SE20 井戸跡
No. 土色 土性 備考
1 7.5YR2/2 黒褐 シルト 植物遺体をわずかに含む
2 7.5YR2/3 極暗褐 粘質シルト 植物遺体を非常に多く含む
3 7.5YR2/2 黒褐 粘質シルト 人頭大の礫を多量に含む
4 7.5YR2/2 黒褐 粘質シルト 白色粘土を含む

第 48 図　SE20 井戸跡
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0 10cm

S=1/4

No. 層　位 種　類 石　材 特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 高 重

3 堆積土 3層 茶臼 安山岩 下臼（皿部）　残存一部 (15.9) (13.5) (8.4) 1950.0 023 23-1
4 堆積土 3層 石皿 玄武岩質安山岩 板状礫素材　両面に磨滅と擦痕　黒色炭化物付着 (21.1) (17.1) (6.9) 1964.0 024 24-1

第 49 図　SE20 井戸跡　出土遺物

３

４

２

No. 層　位 種　類 特　　徴
法　量（mm）

登録 写真
直径 厚 重

1 堆積土 3層 銅銭 無文銭 21.28 0.57 0.9 034 19-2

１

0 3cm

S=1/1

0 10cm

S=1/3

No. 層　位 種　類 特　　徴
法　量 (cm)

残存 登録 写真
口径 底径 器高

2 堆積土 3層 漆器（椀） 木製　内面：赤漆塗　外面：黒漆塗→赤漆文様　底面に小穴 3か所（ロクロ爪痕か） 14.2 7.4 5.1 4/5 042 19-5

【SE22 井戸跡】（第 50 図、第 51 図 1 ～ 3）

〔位置・確認面〕２Ｄ区北東部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SD21 → SE22

〔規模・形状〕平面形は長軸 3.25m、短軸 2.12m の不整楕円形で、深さ 1.6 ～ 1.7m の漏斗形を呈する。

底面は皿状に窪んでいる。

〔堆積土〕著しい湧水により、掘り下げ中に下部の高さ 50cm が崩落したため確認できていない。確

認した堆積土は6層に細分され、いずれも人為的埋土と考えられる。崩落部の堆積土は白色粘土ブロッ

クを多く含む壁際の崩落土などである。

〔出土遺物〕堆積土 3 層より折敷（底板、第 51 図１）、曲物（底板、第 51 図２）、横槌（第 51 図３）

が出土した。折敷は内外面の一部に黒色塗料（漆か）が残存している。

■磨滅範囲
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Ｂ．土坑

【SK28 土坑】（第 34 図）

〔位置・確認面〕２Ｄ区北西部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SK28 → Pit

〔規模・形状〕平面形は長軸 180cm、短軸 33cm の長楕円形で、断面形は深さ 8 ～ 18cm のＵ字状

を呈する。底面は平坦である。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ロームブロックを多量に含む黒色シルトである。

〔出土遺物〕なし

Ｃ．溝跡

【SD21 溝跡】（第 50 図）

〔位置・確認面〕２Ｄ区北東部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SD21 → SE22

〔規模・形状〕長さ 4.3m 以上で、調査区外の南西側へ延びる溝跡である。北東側で SE22 に壊され

ているが、調査区壁面の観察ではこれより北東側へは延びていない。上端幅 1.50 ～ 2.50m、下端幅
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SE22 井戸跡
No. 土色 土性 備考
1 7.5YR6/8 橙 粘質シルト 均質土
2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む
3 10YR3/1 黒褐 シルト 均質土
4 10YR2/1 黒 粘質シルト 植物遺体を多量に含む
5 10YR2/1 黒 粘質シルト 黄褐色ローム粒を少量、植物遺体を含む
6 10YR3/1 黒褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む

SD21 溝跡
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒、黒色シルトブロックを多量に
含む　( 人為 )

2 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
3 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む

第 50 図　SD21 溝跡・SE22 井戸跡
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No. 層　位 種　類 特　　徴
法　量 (mm)

登録 写真
長 幅 厚

1 堆積土 3層 折敷（底板） 木製　周囲に幅 3mm、長さ 6mm程度の小穴 12か所　内外面に黒色塗料（漆か）一部残存内外面に線状痕（刃物傷か）多数　破損後転用か 315.0 335.0 6.5 039 21-1

2 堆積土 3層 曲物（底板） 木製　外周に直径 4mm程度の小穴 8か所　外面の一部に被熱痕跡 295.0 98.0 13.5 040 20-1

No. 層　位 種　類 特　　徴
法　量 (mm)

登録 写真
全長 部分長 直径

3 堆積土 3層 横槌 木製　両端部欠損　表面に線状痕（刃物傷か） (385.0) 槌部 (221.0)柄部 (164.0)
槌部 80.0
柄部 40.0 041 20-2

0 10cm

S=1/4

２

３

１

第 51 図　SE22 井戸跡　出土遺物

■黒色塗料 (漆か ) 残存範囲

■被熱範囲
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0.52 ～ 1.50m で、断面形は深さ 39 ～ 52cm のＵ字形を呈する。底面は皿状に窪んでいる。

〔堆積土〕堆積土は 3 層に細分され、1 層は黒色シルトブロックと黄褐色ローム粒を多く含む黒褐色

粘質シルト、2 層は黒色シルト、3 層は黄褐色ローム粒を多く含む黒褐色シルトである。1 層は人為

的埋土、2・3 層は自然堆積土と考えられる。

〔その他〕SD21 溝跡はこれを壊している SE22 井戸跡よりも北東へは延びていないことから、当初

から SE22 付近を始点として掘られたと考えられる。湧水地からの排水もしくは導水施設の可能性が

考えられ、SD21 の埋没後に湧水地点に SE22 が掘られたと考えられる。

〔出土遺物〕なし

【SD34 溝跡】（第 34 図）

〔位置・確認面〕２Ｄ区北西部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。未精査である。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕長さ 3.5m 以上で、調査区外の南北へ延びる溝跡である。上端幅 1.80 ～ 1.90m である。

〔堆積土〕確認面の堆積土は暗褐色シルトである。

〔出土遺物〕なし

【その他の出土遺物】（第 52 図１・２）

　攪乱より近世の陶器片（第 52 図１）が、表土より石鏃（第 52 図２）が出土した。１は擂鉢の底

部付近の破片で、内面に５条単位の条線帯が施され、外面には鉄釉が施釉されている。２は珪化凝灰

岩製で両側縁にやや丸みを帯びる二等辺三角形を呈し、基部が浅く抉れる。先端部に衝撃剥離痕が見

られる。このほか、表土・遺構確認面・攪乱より中世陶器（甕）、近世陶磁器（擂鉢・徳利・小壺・

皿など）の破片、剥片が出土した。中世陶器は甕の体部破片で、内外面にナデ調整が施されている。

常滑産と考えられる。剥片は茶褐色の玉髄製で長さ 44mm、幅 40mm、最大厚 15mm である。

0 10cm

S=1/3

0 5cm

S=2/3

No. 層　位 種　類 器　種 産　地 部位 器面調整　・　特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
口径 底径 器高

1 攪乱土 近世陶器 擂鉢 - 体下部‐底部 外：ﾛｸﾛﾅﾃﾞ 内：放射状の条線帯（５条単位） 
底：回転糸切無調整（回転方向：右）　内外面に鉄釉 - 10.0 (6.8) 017 25-3

No. 層　位 種　類 石　材 特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 厚 重

2 表土 石鏃 珪化凝灰岩 側縁にやや丸みを帯びる二等辺三角形　基部に浅い抉り　先端部に衝突痕 21.5 14.1 5.1 1.0 037 25-11

第 52 図　２Ｄ区　その他の出土遺物

２

１
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（３）３区

　南向き緩斜面に３Ａ区、東向き斜面に３Ｂ区が位置する。３Ａ区と３Ｂ区の間に細い沢状地形が発

達する。遺構は３Ａ区東部の南向き緩斜面および３Ｂ区西部の東向き斜面で確認した。３Ａ区から３

Ｂ区東部にかけては削平が著しく、遺構の残存する範囲は限定的である。確認した遺構は竪穴住居跡

1 軒、落し穴状土坑 1 基、土坑 3 基、溝跡 7 条である（第 54・55 図）。

①．３Ａ区

Ａ．落し穴状土坑

【SK47 落し穴状土坑】（第 53 図）

〔位置・確認面〕３Ａ区中央部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 3.03m、短軸 0.28m の溝状で、断面形は深さ 18 ～ 55cm のⅤ字状を

呈する。底面は平坦である。

〔堆積土〕5 層に細分される。黒褐色シルト・黄褐色ロームブロックを含む黒色・黒褐色・褐灰色シ

ルトで、いずれも自然崩落土ないしは自然堆積土である。

〔出土遺物〕なし

0 1m

S=1/40

A

A'

SK47
N-217

W-61
N-218

W-58

0 1m

S=1/40

A A'99.5m
1
2
3

5
4

SK47 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
2 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む
3 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
4 10GY6/1 緑灰 粘質シルト 黒褐色土ブロックを含む　( 壁崩 )
5 10YR2/1 黒 粘質シルト 黄褐色ロームブロック・粒を少量含む

第 53 図　SK47 落し穴状土坑

Ｂ．土坑

【SK40 土坑】（第 56 図）

〔位置・確認面〕３Ａ区東部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SK42 → SK41 → SK40 → SD43

〔規模・形状〕一部のみの確認のため全体の平面形は不明であるが、長軸 1.20m 以上、短軸 0.50m

以上である。断面形は深さ 8cm の皿状を呈する。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ローム粒を含む黒褐色シルトである。

〔出土遺物〕なし

【SK41 土坑】（第 56・57 図）

〔位置・確認面〕３Ａ区東部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SK42 → SK41 → SK40 → SD43
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SD49

SI60

SD30

N-198

N-180

N-171

N-207

N-189

N-162

N-153 N-153

N-171

W-90W-99W-108W-117W-126W-135

N-162

N-171

N-180

N-189

N-198

N-207

W-90W-99W-108W-117W-126W-135

0 20m

S=1/400

３Ｂ区

湿地性
堆積土

第 55 図　３区遺構配置図（２）

〔規模・形状〕一部のみの確認のため全体の平面形は不明であるが、長軸 1.42m 以上、短軸 1.00m

以上である。断面形は深さ 23 ～ 30cm の逆台形を呈する。底面は平坦で、西側にステップ状の段を

持つ。

〔堆積土〕4層に細分される。1層は焼土・炭化物粒を含む暗褐色粘質シルト、2層は黄褐色ロームブロッ

クを含む暗褐色粘質シルト、3 層は黄褐色ロームブロックを多く含む暗褐色粘質シルト、4 層は黄褐

色ロームブロックを多量に含む黒褐色粘質シルトである。いずれも自然崩落土ないしは自然堆積土と

考えられる。

〔出土遺物〕なし

【SK42 土坑】（第 58 図）

〔位置・確認面〕３Ａ区東部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SK42 → SK41 → SK40 → SD43

〔規模・形状〕平面形は長軸 1.14m、短軸 0.82m の楕円形で、断面形は深さ 31 ～ 35cm の逆台形
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0 1m

S=1/40

A'

A

SK41

N-232

W-20

W-23 

N-231

99.5m

1 12
3

4

SK41
A A'

0 1m

S=1/40

A'

A

SK42

N-232

W-19

W-22 

N-231

0 1m

S=1/40

4 32
1

SK41

SK42

0 1m

S=1/40

99.5m A A'

SK42 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒、焼土粒、炭化物を含む

2 10YR4/4 褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロック、炭化物を含み、焼土粒
を少量含む

3 10YR4/4 褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含み、砂粒、炭
化物を含む

4 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含み、焼土
粒を少量含む

SK41 2層

SK41 4層

A A'

SD43 1層

SK40 1層

99.6m
SK40 SK41 SD43

SK41 1層

0 1m

S=1/40

SK40 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む

第 56 図　SK40 土坑・SK41 土坑・SD43 溝跡

SK41 土坑
No. 土色 土性 備考

1 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒、焼土粒を均質に含み、炭化物
を少量含む

2 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを含む

3 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
( 壁崩 )

4 10YR3/2 黒褐 粘土 黄褐色ロームブロックを多量に含む

第 57 図　SK41 土坑

第 58 図　SK42 土坑

N-232

A'

0 1m

S=1/40

A

SK40

SK41
W-20

W-23 

N-231
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を呈する。底面は皿状に窪んでいる。

〔堆積土〕4 層に細分される。黄褐色ロームブロック、炭化物・焼土粒を含む暗褐色シルト、褐色・

暗褐色粘質シルトで、いずれも自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土よりロクロ土師器坏の破片が出土した。内面にヘラミガキ調整→黒色処理が施さ

れ、底面に手持ちヘラケズリ調整が施されている。

Ｃ．溝跡

【SD43 溝跡】（第 54 図）

〔位置・確認面〕３Ａ区東部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SK42 → SK41 → SK40 → SD43

〔規模・形状〕長さ 3.6m 以上で、調査区北側から延びる溝跡である。上端幅 24 ～ 28cm、下端幅

14 ～ 17cm で、断面形は深さ 6cm の皿状を呈する。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ロームブロック・小礫を含む暗褐色シルトである。自然堆積土と

考えられる。

〔出土遺物〕堆積土より土師器坏の底部破片が出土した。内面にヘラミガキ調整→黒色処理が施され、

底部外面にヘラケズリ調整が施されている。

【SD44 溝跡】（第 54 図）

〔位置・確認面〕３Ａ区東部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SD45 → SD44

〔規模・形状〕長さ 20.0m 以上で、調査区内でＬ字状に折れる溝跡である。調査区外の北側と東側へ

延びている。屈曲部の角度は約 95 度である。上端幅 25 ～ 40cm、下端幅 20 ～ 25cm で、断面形

は深さ 7 ～ 21cm のＵ字状を呈する。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ローム粒を含む暗褐色シルトである。自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土よりロクロ土師器坏の破片が出土した。

【SD45 溝跡】（第 54 図）

〔位置・確認面〕３Ａ区東部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SD45 → SD44

〔規模・形状〕長さ 2.0m 以上で、調査区外の北側から延びる溝跡である。南側は SD45 に壊されている。

上端幅 20 ～ 28cm、下端幅 10 ～ 15cm で、断面形は深さ 7 ～ 10cm の皿状を呈する。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ロームブロック・粒を含む黒褐色シルトである。自然堆積土と考

えられる。

〔出土遺物〕なし

【SD46 溝跡】（第 54 図）

〔位置・確認面〕３Ａ区東部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕長さ 11.8m 以上で、調査区外の東側へ延びる溝跡である。上端幅 40 ～ 45cm、下端

幅 25 ～ 30cm で、断面形は深さ 18cm のＵ字状を呈する。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ロームブロックを含む黒褐色シルトである。自然堆積土と考えら
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れる。

〔出土遺物〕堆積土よりロクロ土師器坏の破片が出土した。外面底部に回転糸切→手持ちケズリ調整

が施されている。

【SD48 溝跡】（第 60 図）

〔位置・確認面〕３Ａ区西部の沢状地形付近に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕長さ 3.0m 以上で、調査区外の南北へ延びる溝跡である。上端幅 3.6 ～ 3.8m、下端幅 1.7

～ 1.8m で、断面形は深さ 67cm の皿状を呈する。底面にはやや凹凸が見られる。

〔堆積土〕3 層に細分される。砂と植物遺体を少量含む黒色・黒褐色粘質シルトで、いずれも自然堆

積土と考えられる。

〔出土遺物〕なし

0 1m

S=1/50

A A'100.4m 
1

2

3

SD48 溝跡
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/1 黒褐 粘質シルト 均質土
2 10YR2/1 黒 粘質シルト 砂粒を多量に含み、植物遺体を少量含む
3 10YR3/1 黒褐 砂質シルト 砂粒を多量に含む

第 59 図　SD48 溝跡

②．３Ｂ区

Ａ．竪穴住居跡

【SI60 竪穴住居跡】（第 60・61 図、第 62 図 1・2）

〔位置・確認面〕３Ｂ区南西部の東向き斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SK83 → SI60

〔規模・形状〕西側が調査区外へ延びるため全体の形状は不明であるが、東西 3.0m 以上、南北 3.8m

の方形を呈する。

〔方向〕カマド中軸線：E-13° -N

〔壁面〕Ⅴ層を壁とする。床面からやや外傾気味に立ち上がり、残存壁高は最も残存状況の良好な北

壁で床面から 16cm である。

〔床面〕住居掘方埋土を床とする。中央部の東西 1.8 ～ 2.2m、南北 2.8m 以上の範囲に黄褐色ローム

からなる硬化層が確認され、貼床と考えられる。

〔主柱穴〕なし

〔カマド〕住居東壁の南寄りに設置されている。燃焼部と煙出しピットが残存する。燃焼部は 60cm、

幅 112cm で、焚口幅は側壁先端間で幅 66cm である。燃焼部底面は幅 66cm、奥行 40cm で、床面

より 3cm ほど皿状に窪んでいる。側壁は右側壁で幅 22cm、長さ 52cm、残存高 8cm、左側壁で幅

0 5m

S=1/200
A'

A

SD48

W-99

N-207

N-204

W-90
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0 2m

S=1/60

調査区外

調査区外

貼床範囲

焼土分布範囲

A

A'

B

B'
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1
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100.1m

0 2m

S=1/60

16
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13

SI60 竪穴住居跡　（A-A'、B-B'）
No. 土色 土性 備考

1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含み、焼土粒、炭化物を
含む　( 住堆 )

2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒、白色粘土ブロック、焼土ブロ
ック・粒を含む　( 住堆 )

3 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 白色粘土ブロックを多量に含む　住居内堆積土

4 10YR3/2 黒褐 シルト 白色粘土ブロック、焼土ブロックを均質に含み、
炭化物を含む　( カマド崩 )

5 10YR3/2 黒褐 シルト 白色粘土ブロック、焼土ブロックを多量に含む
( カマド崩 )

6 10YR2/2 黒褐 シルト 白色粘土粒、焼土粒、炭化物を含む
( カマド崩 )

7 5YR4/6 赤褐 粘質シルト 焼土ブロックを多量に含み、炭化物を少量含む
( カマド崩 )

8 10YR3/3 暗褐 シルト 焼土粒、炭化物を少量含む　（煙出ピット堆 )
9 10YR2/2 黒褐 シルト 焼土ブロックを含む　（煙出ピット堆 )
10 10YR2/2 黒褐 シルト 白色粘土粒を含む　（煙出ピット堆 )

SI60 竪穴住居跡　（A-A'、B-B'）
No. 土色 土性 備考

11 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含み、焼土
ブロック・粒、炭化物を含む　（住貼床 )

12 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含み、炭化
物を少量含む　( 住掘 )

13 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 住掘 )
SI60 竪穴住居跡 カマド横断面
No. 土色 土性 備考
1 7.5YR7/6 橙 粘土 黒色土、焼土を極少量含む　( カマド構 )
SI60 竪穴住居跡 貯蔵穴（K1）
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒、炭化物を少量含む
2 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒をわずかに含み、焼土粒を含む

3 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒、白色粘土ブロック、焼土粒を
少量含む

第 60 図　SI60 竪穴住居跡（１）
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24cm、長さ 40cm、残存高 12cm である。白色粘土で構築されており、燃焼部側に被熱による赤色

化が見られる。奥壁は緩やかに立ち上がり、住居東壁とほぼ一致する。煙道は残存しない。煙出しピッ

トは燃焼部奥壁の 1.22m 東側で確認した。長軸 43cm、短軸 28cm の楕円形で、深さ 42cm である。

〔貯蔵穴〕カマド右側の住居南東隅で土坑 1 基（K1）を確認した。平面形は長軸 75cm、短軸 53cm

の楕円形で、断面形は深さ 35cm で上部が大きく開く逆台形を呈する。底面は平坦である。堆積土

は 3 層に細分され、黄褐色ローム粒、白色粘土ブロック、焼土・炭化物粒を含む暗褐色・黒褐色シ

ルトである。いずれも自然堆積土と考えられる。

〔床下土坑〕住居中央やや南西寄りの住居掘方底面で土坑 1 基（K2）を確認した。平面形は長軸

112cm、短軸 71cm の楕円形で、断面形は深さ 38cm の逆台形を呈する。堆積土は 4 層に細分され、

黄褐色ローム・白色粘土ブロック、小礫を含む褐色・暗褐色シルトである。いずれも人為的埋土と考

えられる。

〔堆積土〕住居内堆積土は 10 層に細分され、いずれも住居廃絶以降の自然崩落土ないしは自然堆積

土である。

〔出土遺物〕貯蔵穴底面よりロクロ土師器坏 1 点（Pot.1、第 62 図１）が正位で出土した。内面に放

0 2m

S=1/60

調査区外

調査区外

SI60

W-114
N-168

W-120
N-162

K2

A

A'

1
2 3

4

A
K2

A'
100.1m

0 2m

S=1/60

SI60 竪穴住居跡 床下土坑（K2）
No. 土色 土性 備考
1 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含み、礫を含む
2 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含み、礫を含む
3 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック、礫を含む

4 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含み、礫を
含む

第 61 図　SI60 竪穴住居跡（２）



52 53

射状ヘラミガキ→黒色処理が施され、外面底部に回転糸切痕が見られる。外面の下部に「□（善か）」

の墨書が見られる。また、カマド崩落土よりロクロ土師器坏（第 62 図２）が出土した。内面にヘラ

ミガキ調整→黒色処理が施され、外面底部に手持ちヘラケズリ調整が施されている。このほか、住居

掘方埋土・床面・K1 堆積土・K2 堆積土・カマド崩落土よりロクロ土師器坏、土師器甕、須恵器甕の

破片が出土した。ロクロ土師器坏は内面に放射状ミガキ→黒色処理が施され、底面に手持ちヘラケズ

リ調整が施されているものが多い。土師器甕は外面口縁部にヨコナデ調整、体部に縦位のケズリ調整

が施されているものがある。

Ｂ．溝跡

【SD30 溝跡】（第 63 図、第 64 図 1 ～ 4）

〔位置・確認面〕３Ｂ区西部の東向き斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SD30 → SD49

〔規模・形状〕長さ 40.8m 以上で、南北に直線的に延びる溝跡である。上端幅 0.90 ～ 2.00m、下端

幅 0.55 ～ 1.80m で、断面形は深さ 11 ～ 36cm の逆台形を呈する。

〔堆積土〕4 層に細分される。1 層は黒褐色シルトで、遺物を含む。2 層は黒色シルト、3 層は黒褐色

シルト、4 層は黄褐色ロームブロックを含む黒褐色シルトである。いずれも自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土 1 層より土師器坏・甕・甑、ロクロ土師器坏・鉢・甕、須恵器坏・広口壺・甕の

破片が出土した。須恵器甕の破片の出土量が多い。ロクロ土師器坏（第 64 図１）は内面にヘラミガ

キ→黒色処理を施す。切り離しがヘラ切りで外面体下部に回転ヘラケズリによる再調整が施されてい

る。須恵器坏（第 64 図２）は切り離しが回転糸切である。須恵器甕は図化できたものが少ない。第

64 図３は口縁部外面に粗雑な櫛描波状文が見られる。第 64 図４は口縁部外面に平行沈線→櫛描波

状文が、体部に平行タタキ目が見られる。このほか、内面の体部上半に平行オサエ具痕、体部下半に

菊花状オサエ具痕、底部にナデ調整を施し、外面に並行タタキ目が見られるもの、体部の内面に同心

円状オサエ具痕が、外面に平行タタキ目が見られるものなどがある。

【SD49 溝跡】（第 55 図）

〔位置・確認面〕３Ｂ区西部の東向き斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SD30 → SD49

〔規模・形状〕長さ 14.5m 以上で、北西から南東へ直線的に延びる溝跡である。調査区外の南東側へ

No. 層　位 種　類 器種 器面調整　・　特　　徴
法　量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 貯蔵穴堆積土
Pot.1 ロクロ土師器 坏 内面：ヘラミガキ（底部放射状）→黒色処理　外面：ロクロナデ　切り離し：回転糸切

体部外面に墨書「□（善か）」 13.8 5.7 4.5 完形 006 16-8

2 カマド崩落土 ロクロ土師器 坏 内面：ヘラミガキ→黒色処理　外面：ロクロナデ→体下部ヘラケズリ
切り離し：不明→ヘラケズリ (13.4) (5.9) 4.6 1/4 007 16-7

第 62 図　SI60 竪穴住居跡　出土遺物

２１

0 10cm

S=1/3
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延びている。上端幅 0.35 ～ 0.60m、下端幅 0.35 ～ 0.20m で、断面形は深さ 23cm のＵ字状を呈する。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ロームブロックを少量含む黒褐色シルトである。

〔出土遺物〕なし

【その他の出土遺物】（第 65 図 1 ～ 3）

　遺構確認面よりロクロ土師器坏（第 65 図１・２）、縄文土器（第 65 図３）の破片が出土した。１

は内面に放射状ヘラミガキ調整→黒色処理が施され、外面底部に回転糸切→手持ちヘラケズリ調整が

施されている。２はロクロ土師器坏の口縁部破片で、外面に「□（判読不能）」の墨書が見られる。

３は深鉢の体部破片で、地文に縄文（L）が施文された後に山形状粘土紐貼付文が施文されている。「大

木式土器」の範疇に含まれ、縄文時代前期後葉の「大木５式」に比定される可能性がある。

0 5m

S=1/200

A'

A

W-126
N-171

W-108
N-189

SD30

調査区外

調査区外

1
23

A A'99.9m

0 1m

S=1/50
4

SD30 溝跡
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 均質土
2 10YR2/1 黒 シルト 均質土
3 10YR3/1 黒褐 シルト 均質土
4 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む

第 63 図　SD30 溝跡
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No. 層　位 種　類 器種 器面調整　・　特　　徴
法　量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 堆積土 1層 ロクロ土師器 坏 内面：ヘラミガキ（底部放射状）→黒色処理
外面：ロクロナデ→底部付近回転ヘラケズリ　切り離し：ヘラ切り　※内面磨滅 (13.3) 6.8 4.5 1/4 008 17-1

2 確認面 須恵器 坏 内外面：ロクロナデ　切り離し：回転糸切 (13.5) (7.6) 3.2 1/3 009 17-2
3 堆積土 1層 須恵器 甕 内面：ロクロナデ　外面：ロクロナデ→櫛描波状文 (45.0) - (7.8) 破片 010 17-3

4 堆積土 1層 須恵器 甕 内面：口縁部ロクロナデ、体部同心円状オサエ具痕
外面：口縁部ロクロナデ→平行沈線→櫛描波状文、体部平行タタキ目 - - (16.4) 破片 011 17-4

２
１

３

４

0 10cm

S=1/3

第 64 図　SD30 溝跡　出土遺物

第 65 図　３Ｂ区　その他の出土遺物

No. 層　位 種　類 器種 器面調整　・　特　　徴
法　量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 遺構確認面 ロクロ土師器 坏 内面：ヘラミガキ→黒色処理　外面：ロクロナデ→体下部～底部付近手持ちヘラケズリ
切り離し：回転糸切→手持ちヘラケズリ　※器高は平均値 13.2 5.8 4.8 3/4 012 17-5

2 遺構確認面 ロクロ土師器 坏 内面：ヘラミガキ→黒色処理　外面：ロクロナデ　体部外面に墨書「□」 - - - 破片 013 17-6

No. 層　位 種　類 器　種 部　位 特　　徴 器厚（mm） 登録 写真

3 遺構確認面 縄文土器 深鉢 体部 縄文（L）→山形状粘土紐貼付文　大木 5式？ 8.0 029 25-4

２

１

３

0 10cm

S=1/3
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（４）４区

　北側の丘陵平坦面に４Ａ区、南側の南東向き斜面に４Ｂ区が位置する。４Ａ区および４Ｂ区北半部

は丘陵の落ち際にあたり、比較的平坦な面を形成している。４Ｂ区南半部は南向きの緩斜面となる。

遺構は４Ａ区南半部から４Ｂ区にかけて確認した。４Ａ区北半部および４Ｂ区北端部は削平により遺

構面が残存しない。確認した遺構は竪穴住居跡 7 軒、土坑 12 基、焼土遺構 1 基である。いずれも確

認調査範囲のため、遺構の精査は行なっていない（第 66 図）。
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第 66 図　４区遺構配置図
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①．４Ａ区

Ａ．竪穴住居跡

【SI50 竪穴住居跡】（第 66 図）

　４Ａ区南部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。西側が調査区外へ延びるため全体の形状は

不明であるが、平面形は東西 3.7m 以上、南北 3.3m 以上の方形を呈すると見られる。方向は住居北

辺で E-18° -N である。カマドは東壁中央やや南寄りに設置されている。燃焼部のみが残存している

と見られる。確認面よりロクロ土師器坏・甕、須恵器坏・甕の破片が出土している。ロクロ土師器坏

は底面に回転糸切り痕が見られ、内面に放射状ヘラミガキ調整→黒色処理を施している。須恵器甕は

外面に平行タタキ目が見られる。

【SI51 竪穴住居跡】（第 66 図）

　４Ａ区南部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SK61 より古い。西側が調査区外へ延び、

南側が削平を受けているため全体の形状は不明であるが、平面形は東西 2.6m 以上、南北 2.5m 以上

の方形を呈すると見られる。方向は住居北辺で E-9° -N である。カマドなどの施設は確認できない。

【SI52 竪穴住居跡】（第 66 図）

　４Ａ区南部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。平面形は東西 2.7 ～ 3.1m、南北 2.8 ～ 3.4m

の不整方形を呈する。方向は住居南辺で E-1° -N である。カマドは東壁中央に設置されている。燃

焼部のみが残存していると見られる。

【SI53 竪穴住居跡】（第 66 図）

　４Ａ区南部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SI58・SK63 より古い。東側を SI58 に壊

されているため全体の形状は不明であるが、平面形は東西 4.0m、南北 4.3m 以上の方形を呈すると

見られる。方向は住居南辺で E-12° -S である。カマドは西壁中央やや南寄りに設置されている。燃

焼部のみが残存していると見られる。確認面より土師器大形坏・甕、須恵器甕の破片が出土した。土

師器大形坏は外面にヘラケズリ→ヘラミガキ調整を、内面にヘラミガキ調整→黒色処理を施す。

【SI54 竪穴住居跡】（第 66 図）

　４Ａ区南部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SK57・SK62 より古い。平面形は東西 3.5m、

南北 3.1m の方形を呈する。方向は住居北辺で E-30° -N である。カマドは東壁中央付近に設置され

ている。燃焼部のみが残存していると見られる。

【SI58 竪穴住居跡】（第 66 図）

　４Ａ区南部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SI53 より新しく、SK63 より古い。北側

が調査区外へ延びるため全体の形状は不明であるが、平面形は東西 4.1m 以上、南北 2.7m の方形を

呈すると見られる。カマドなどの施設は確認できない。

Ｂ．土坑

【SK57 土坑】（第 66 図）

　４Ａ区南部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SI54 より新しい。平面形は長軸 1.2m、短

軸 0.7m の楕円形を呈する。確認面よりロクロ土師器坏、須恵器坏の破片が出土している。

【SK61 土坑】（第 66 図）

　４Ａ区南部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SI51 より新しい。平面形は直径 0.7m の
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略円形を呈する。

【SK62 土坑】（第 66 図）

　４Ａ区南部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SI54 より新しい。平面形は長軸 0.8m、短

軸 0.6m の楕円形を呈する。

【SK63 土坑】（第 66 図）

　４Ａ区南部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SI53・SI58より新しい。平面形は長軸1.5m、

短軸 0.9m の楕円形を呈する。

②．４Ｂ区

Ａ．竪穴住居跡

【SI59 竪穴住居跡】（第 66 図）

　４Ｂ区北部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SK65 より古い。西側が調査区外へ

延びているため全体の形状は不明であるが、平面形は東西 0.8m 以上、南北 3.5m の方形を呈すると

見られる。方向は住居東辺で N-39° -W である。カマドなどの施設は確認できない。

Ｂ．土坑

【SK64 土坑】（第 66 図）

　４Ｂ区北部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。平面形は長軸 1.2m、短軸 1.1m の

円形を呈する。

【SK65 土坑】（第 66 図）

　４Ｂ区北部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SI59 より新しい。西側が調査区外

へ延びるため全体の形状は不明であるが、平面形は長軸 1.0m、短軸 0.5m 以上の円形を呈すると見

られる。

【SK67 土坑】（第 66 図）

　４Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SK69 より新しい。平面形は長軸

1.0m、短軸 0.8m の不整円形を呈する。

【SK68 土坑】（第 66 図）

　４Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SK69 より新しい。平面形は長軸

1.2m、短軸 1.1m の円形を呈する。

【SK69 土坑】（第 66 図）

　４Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。SK67・SK68 より古い。東西を新

しい土坑に壊されているため全体の形状は不明である。残存部は長軸 0.5m、短軸 0.2m 以上である。

【SK70 土坑】（第 66 図）

　４Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。南側が調査区外へ延びるため全体の

形状は不明であるが、平面形は長軸 1.4m 以上、短軸 0.4m 以上である。

【SK71 土坑】（第 66 図）

　４Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。南側が調査区外へ延びるため全体の

形状は不明であるが、平面形は長軸 1.0m 以上、短軸 0.7m 以上である。
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【SK72 土坑】（第 66 図）

　４Ｂ区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。南側が調査区外へ延びるため全体の

形状は不明であるが、平面形は長軸 0.7m 以上、短軸 0.6m 以上である。

Ｃ．焼土遺構

【SX66 焼土遺構】（第 66 図）

　４Ｂ区北部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。平面形は長軸 2.3m、短軸 2.2m の

略円形を呈する。確認面の堆積土は黄褐色ローム・焼土ブロック、炭化物を多量に含む暗褐色シルト

で、被熱した土師器の砕片多数を含んでいる。焼成遺構の可能性がある。

【その他の出土遺物】（第 67 図）

　遺構確認面より縄文土器の破片が出土した（第 67 図１・２）。１は深鉢の口縁部破片で撚糸文（R）

が口唇部付近まで施文されている。２は体部破片で多裁竹管状工具による縦位の波状沈線文が施文さ

れている。

No. 層　位 種　類 器　種 部　位 特　　徴 器厚（mm） 登録 写真

1 遺構確認面 縄文土器 深鉢 口縁部 撚糸文（R） 8.0 027 25-5
2 遺構確認面 - - 体部 多裁竹管状工具による縦位の波状沈線文 6.0 028 25-6

第 67 図　４区　その他の出土遺物

２

１

（５）５区

　平坦面に位置し、南端部に南東方向から沢状地形が発達する。遺構は中央部の平坦面から南部の南

向き緩斜面で確認した。北部では削平が著しく、遺構は残存していない。確認した遺構は竪穴住居跡

1 軒、掘立柱建物跡 3 棟、柱列跡 1 条、井戸跡 1 基、溝跡１条である（第 68 図）。

Ａ．竪穴住居跡

【SI80 竪穴住居跡】（第 69 図、第 70 図 1 ～ 2）

〔位置・確認面〕５区南部の平坦面に位置する。Ⅳ～Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は東西 3.1m、南北 3.3m の方形を呈する。

〔方向〕カマド中軸線：N-3° -E

〔壁面〕Ⅳ～Ⅴ層を壁とする。床面からやや外傾気味に立ち上がり、残存壁高は最も残存状況の良好

な南壁で 19cm である。

〔床面〕住居掘方埋土を床とする。ほぼ平坦で、南へ向かってわずかに傾斜している。

〔主柱穴〕なし

〔周溝〕なし

〔カマド〕住居北辺やや西寄りに設置されている。燃焼部と煙出しピットが残存する。燃焼部は幅

0 10cm

S=1/3
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湿地性
堆積土

SE75

SB76

SB78

SD77

SB74

SI80

SA79

W-54W-63 W-45

W-54W-63 W-45

N-0-S

S-9

S-18

S-27

S-36

N-9

N-18

N-27

N-36

N-45

N-0-S

S-9

S-18

S-27

S-36

N-9

N-18

N-27

N-36

N-45

0 20m

S=1/400

102cm、長さ 65cm で、焚口幅は側壁先端間で 70cm で

ある。燃焼部底面は幅 50cm、奥行 65cm で、奥壁から

焚口に向かって緩やかに傾斜しており、中央部に被熱に

よる赤色硬化が見られる。側壁は右側壁で長さ 68cm、幅

28cm、残存高 14cm、左側壁で長さ 63cm、幅 28cm、

残存高 11cm である。黄褐色ロームで構築されており、

左側壁の燃焼部側に被熱による赤色硬化が見られる。奥壁

はほぼ垂直に立ち上がり、住居北壁と一致する。煙道は残

存しない。煙出しピットは燃焼部奥壁の 1.05m 北側で確

認した。長軸 29cm、短軸 22cm の楕円形で、深さ 24cm

である。

〔貯蔵穴〕カマド右側の住居北東隅で土坑 1 基（K1）を確

認した。平面形は長軸 103cm、短軸 64cm の楕円形で、

断面形は深さ 21cm の逆台形を呈する。底面はほぼ平坦

である。堆積土は 1 層で、黄褐色ロームブロックを含む

黒褐色シルトである。人為的埋土と考えられる。

〔堆積土〕住居内堆積土は 9 層に細分される。住居廃絶以

降の自然崩落土ないしは自然堆積土のほか、カマド内の機

能時堆積土である。

〔出土遺物〕住居床面直上で土師器鉢（Pot.1、第 70 図１）

が正位で出土した。丸底で内外面の口縁部にヨコナデ調整

を施し、体部内面にヘラミガキ調整、体部外面にヘラケズ

リ調整を施している。また、堆積土より石匙（第 70 図２）

が出土した。珪質頁岩製で縦型の石匙で、素材剥片の打面

側にツマミ部を作出している。このほか、確認面、堆積土

より土師器坏・甕、須恵器甕の破片が出土した。土師器坏

は丸底で内面にヘラミガキ調整→黒色処理を施し、外面に

ヘラケズリ調整を施すもの、土師器甕は口縁部にヨコナデ

調整、外面体部にヘラケズリ調整を施すものである。須恵

器甕は外面に平行タタキ目が見られる。

Ｂ．掘立柱建物跡

【SB74 掘立柱建物跡】（第 71 図）

〔位置・確認面〕５区中央部の平坦面に位置する。Ⅴ層上

面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕東西 1 間（総長 2.4m）以上、南北 2 間（総

長 4.8m）の建物跡で、調査区外東側へ延びている。南西第 68 図　５区遺構配置図
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SI80 竪穴住居跡　（A-A'、B-B'）
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を若干含む
( 住堆 )

2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・小ブロックを含む
( 住堆 )

3 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒、焼土粒を若干含む　( 住堆 )
4 7.5Y4/2 灰オリーブ 粘質シルト 焼土ブロックをやや多く含む　( カマド崩 )

5 10YR4/1 褐灰 粘質シルト 黄褐色ローム小ブロックを多量に含み、焼土ブ
ロックを含む　( カマド崩 )

6 7.5Y4/3 暗オリーブ 粘質シルト 黄褐色ロームブロックをやや多く含み、焼土小
ブロック・粒を含む　( カマド崩 )

7 5YR4/4 にぶい赤褐 シルト 焼土ブロックを多量に含み、炭化物塊を含む
( カマド機能時堆 )

8 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 住掘 )
SI80 竪穴住居跡 カマド横断面
No. 土色 土性 備考
1 2.5Y5/4 黄褐 粘質シルト 黒褐色シルトブロックを若干含む　( カマド構 )
SI80 竪穴住居跡 煙出ピット断面
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒、焼土粒を含む
2 10YR2/1 黒 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを若干含む
SI80 竪穴住居跡 K1
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 人為 )
SI80 竪穴住居跡 P1
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む　( 人為 )
SI80 竪穴住居跡 P2
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む　( 柱 )
2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱掘 )
SI80 竪穴住居跡 P3
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む　( 柱 )
2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱掘 )

第 69 図　SI80 竪穴住居跡

隅の柱穴は攪乱により壊されている。

〔柱穴〕3 基確認した。掘方の平面形は長軸 48 ～ 60cm、短軸 46 ～ 48cm の隅丸方形を基調とし、

深さは 11 ～ 20cm である。1 基で柱材の抜き取り痕跡を確認し、1 基で平面形が直径 13cm の円形

を呈し、掘方底面に達する柱痕跡を確認した。

〔柱間寸法〕西側柱列で北から 240-240cm、南側柱列で 240cm である。

〔方向〕西側柱列：N-11° -E

〔出土遺物〕P1・P2・P3 堆積土より土師器坏・甕の破片が出土した。土師器坏は内面にヘラミガキ

調整→黒色処理を施し、外面にヘラケズリ調整を施す。土師器甕は外面にハケメ調整を施す。

【SB76 掘立柱建物跡】（第 72 図）

〔位置・確認面〕５区中央部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。一部未精査である。
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0 10cm

S=1/3

0 5cm

S=2/3

No. 層　位 種　類 器種 器面調整　・　特　　徴
法　量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 床面直上
Pot.1 土師器 鉢

内面：口縁部ヨコナデ→口縁部～体部ヘラミガキ
外面：体部ヘラケズリ、口縁部ヨコナデ　丸底
※歪み著しい　口径 21.0 ～ 24.2cm　器高は最大値　内外面磨滅

(21.0) - 10.0 略完形 014 16-9

No. 層　位 種　類 石　材 特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 厚 重

2 堆積土 石匙 珪質頁岩 縦型石匙　素材剥片打面側にツマミ部作出　両側縁に微細剥離痕 44.8 19.7 6.2 5.8 038 25-8

第 70 図　SI80 竪穴住居跡　出土遺物

２１

0 5m

S = 1/100
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A
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(2.4m)

1 2 1

A A'
94.1m B B'

94.1m

P3P2

0 1m

S = 1/50

22

SB74 掘立柱建物跡 P2
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を少量含む　( 柱 )
2 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む　( 柱掘 )
SB74 掘立柱建物跡 P3
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む　( 柱抜 )

2 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
( 柱掘 )

第 71 図　SB74 掘立柱建物跡

〔重複〕なし

〔規模・形状〕東西 1 間（総長 1.6m）以上、南北 2 間（総長 4.2m）の建物跡で、調査区外西側へ延

びている。　

〔柱穴〕5 基確認し、北東・南東隅の柱穴のみ精査を行なった。掘方の平面形は長軸 28 ～ 48cm、短

軸 25 ～ 46cm の隅丸方形を基調とし、深さは精査したもので 25cm 以上である。2 基で柱材の抜き

取り痕跡を確認し、2 基で平面形が直径 16 ～ 28cm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

〔柱間寸法〕東側柱列で北から 200-220cm、南側柱列で 160cm である。

〔方向〕東側柱列：N-14° -E

〔その他〕SB78 と方向を揃えており、規模・形状が類似する。なお、東側柱列の北側延長線上に位

置する P6 は SB76 の付帯施設もしくは柱筋を揃えた別棟の建物跡の柱穴の可能性がある。

〔出土遺物〕P2・P4 堆積土より土師器・ロクロ土師器坏、須恵器甕の破片が出土した。ロクロ土師

器坏は外面底部に手持ちヘラケズリ調整を施している。須恵器甕は外面に平行タタキ目が見られる。

0 5m

S=1/100

0 1m

S=1/50
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【SB78 掘立柱建物跡】（第 73 図）

〔位置・確認面〕５区中央部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。一部未精査である。

〔重複〕SB78 → SD77

〔規模・形状〕東西 1 間（総長 2.2m）以上、南北推定 3 間（総長 4.2m）の建物跡で、調査区外西側

へ延びている。東側柱列の柱穴 1 基は溝跡に壊されている。

〔柱穴〕4 基確認し、北側柱列のみ精査を行なった。掘方の平面形は長軸 48 ～ 62cm、短軸 32 ～

48cm の隅丸方形を基調とし、深さは精査したもので 13 ～ 25cm である。1 基で柱材の抜き取り痕

跡を確認し、2 基で平面形が直径 18cm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

〔柱間寸法〕東側柱列で北から 150-(150)-(150)cm、北側柱列で 220cm である。

N-0-S
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N-6
W-54
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P4
調査区外
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A'A
B'B

0 5m

S = 1/100
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(1.5m)

(1.5m)

SB78 掘立柱建物跡 P1
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを少量含む　( 柱抜 )
2 10Y3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱抜 )
3 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱掘 )
SB78 掘立柱建物跡 P2
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを少量含む　( 柱 )
2 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックをやや多く含む　( 柱掘 )

3 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・小ブロックを少量含む
( 柱掘 )

第 72 図　SB76 掘立柱建物跡

第 73 図　SB78 掘立柱建物跡

0 1m
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94.2m
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94.2m
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SB76 掘立柱建物跡 P1
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム粒、焼土粒を若干含む　( 柱抜 )
2 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
SB76 掘立柱建物跡 P3
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を若干含む
( 柱抜 )

2 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 柱掘 )
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0 1m

S=1/50
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〔方向〕東側柱列：N-17° -E

〔その他〕SB76 と方向を揃えており、規模・形状が類似する。

〔出土遺物〕P1 抜き取り痕跡、P2 柱痕跡・掘方埋土、P3 堆積土より土師器坏・甕の破片が出土した。

土師器甕は外面にハケメ調整が見られる。

Ｃ．柱列跡

【SA79 柱列跡】（第 74 図）

〔位置・確認面〕５区中央部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕南北 2 間（総長 2.7m）の柱列跡である。

〔柱穴〕3 基確認した。掘方の平面形は長軸 35 ～ 42cm、短軸 32 ～ 41cm の円形を基調とし、深さ

は 39 ～ 42cm である。いずれも平面形が直径 12 ～ 18cm の円形を呈し、掘方底面に達する柱痕跡

を確認した。

〔柱間寸法〕北から 140-130cm である。

〔方向〕N-19° -E

〔その他〕SB76・SB78 と方向を揃えており、調査区外の東側へ延びる建物跡の可能性がある。

〔出土遺物〕P3 掘方埋土より土師器坏の破片が出土した。内面にヘラミガキ調整→黒色処理を施し、

外面の口縁部にヨコナデ調整、体部にヘラケズリ調整を施している。

Ｄ．井戸跡

【SE75 井戸跡】（第 75・76 図）

〔位置・確認面〕５区中央部の平坦面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 1.74m、短軸 1.65m の不整円形で、深さ 1.36m の漏斗状を呈する。中

位にステップ状の段を持つ。底面は平坦である。

〔堆積土〕4 層に細分される。1 層は黒褐色砂質シルト、2 層は黄褐色ロームブロックを多く含む黒
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SA79 柱列跡 P1
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 均質土　( 柱 )
2 10YR2/1 黒 シルト 均質土　( 柱掘 )

3 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
( 柱掘 )

SA79 柱列跡 P2
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を少量含む　( 柱掘 )
SA79 柱列跡 P3
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む　( 柱 )
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 柱掘 )

第 74 図　SA79 柱列跡
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SE75 井戸跡
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 砂質シルト 黄褐色ローム粒を含む　( 井戸枠抜 )

2 10YR2/2 黒褐 砂質シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を多量に含む
( 井戸枠抜 )

3 10YR2/1 黒 粘質シルト 黄褐色ローム粒、白色粘土小ブロックを含む
( 井戸枠抜 )

4 10YR4/4 褐 砂質シルト 黄褐色ローム主体　( 井戸枠掘 )

第 75 図　SE75 井戸跡

第 76 図　SE75 井戸跡　出土遺物

No. 層　位 種　類 特　　徴
法　量 (mm)

登録 写真
直径 厚

1 堆積土 曲物（底板） 内面：全面に黒色塗料（漆か）　外周に幅 4mm程度の小穴 19か所　側板断片が伴出 187.0 10.0 043 19-6

褐色砂質シルト、3 層は黒色粘質シルト、4 層は

黄褐色ロームブロックを主体とする褐色砂質シル

トである。1 ～ 3 層が井戸枠の抜き取り痕跡、4

層が井戸枠の掘方埋土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土より曲物の底板（第 76 図）、

窯壁残滓（写真図版 24-2）が出土した。曲物の

底板は直径 18.7cm で外周に径 4mm 程度の小穴

が見られる。全面に黒色塗料（漆か）が残存して

いる。窯壁残滓は、窖窯の底面に堆積した残滓に

自然釉が溶着したものである。このほか、井戸枠

の掘方埋土・抜き取り痕跡・堆積土より土師器、

ロクロ土師器、須恵器坏・甕の破片が出土した。

ロクロ土師器坏は内面に放射状ヘラミガキ→黒色

処理を施し、外面底部に回転糸切痕が見られる。

Ｅ．溝跡

【SD77 溝跡】（第 68 図）

〔位置・確認面〕５区中央部の平坦面に位置する。

Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SB78 → SD77

〔規模・形状〕長さ 10.2m 以上で、北西から南

東へ直線的に延びる溝跡である。上端幅 1.06 ～

2.00m、下端幅 0.20 ～ 0.42m で、断面形は深

さ 36cm の逆台形を呈する。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黄褐色ロームブロッ

クを少量含む黒色シルトである。

〔出土遺物〕なし

【その他の出土遺物】（第 77 図）

　遺構確認面より縄文土器の破片（第 77 図１）、

石臼（第 77 図４）、鉄滓が、攪乱土より砥石（第

77 図２・３）が出土した。縄文土器は体部破片

で撚糸文（R）が施文されている。石臼は上臼の

破片で磨面に放射状の主溝が見られる。砥石は

凝灰岩製のものと硬質な緑色凝灰岩製のものがあ

る。

１

0 10cm

S=1/4
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（６）６区

　南東向き緩斜面に位置する。南東方向から発達する沢状地形にあたり、遺構は確認されなかった。

（７）７区

　南向き緩斜面に位置する。既存道路部の追加調査として実施した。北部に南東方向からの沢状地形

が発達する。遺構は南部の南向き緩斜面で確認した。確認した遺構は竪穴住居跡 2 軒、井戸跡 1 基、

土坑 5 基、溝跡 2 条である（第 18・19 図）。

Ａ．竪穴住居跡

【SI705 竪穴住居跡】（第 78 図）

〔位置・確認面〕７区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅳ～Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕Pit → SI705

〔規模・形状〕調査区外の東側へ延びているため全体の形状は不明であるが、東西 3.23m 以上、南北

3.48m 以上の方形を呈すると見られる。

〔方向〕南辺：N-30° -E

〔壁面〕住居西半部のみ残存する。Ⅳ～Ⅴ層を壁とする。残存壁高は 6cm である。

No. 層　位 種　類 材　質 形　状 砥面数 特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 厚 重

2 攪乱土 砥石 凝灰岩 棒状多面体 (3) 両端・裏面欠損 (2.5) (5.5) (4.0) 51 020 22-3
3 攪乱土 砥石 緑色凝灰岩 板状 (2) 両端・側面欠損後、裏面を再加工 (6.3) (4.5) (4.2) 257 021 22-4

No. 層　位 種　類 石　材 特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 高 重

4 遺構確認面 石臼 安山岩 上臼　残存 1/4　磨面に放射状の主溝 (15.8) (9.8) (6.4) 1440.0 026 23-4

第 77 図　５区　その他の出土遺物

２

0 10cm

S=1/3

0 10cm

S=1/4

４３

No. 層　位 種 類 器 種 部 位 特　　徴 器厚（mm） 登録 写真

1 遺構確認面 縄文土器？ - 体部 撚糸文（L） 6.0 030 25-7

１
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第 78 図　SI705 竪穴住居跡
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第 79 図　SI706 竪穴住居跡

SI705 竪穴住居跡　（A-A'、B-B'）
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1　黒 シルト 黄褐色ロームブロックを含む

2 10YR5/8　黄褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロック主体　黒色土わずかに含
む

3 10YR2/1　黒 シルト 黄褐色ロームブロックを含む多量に含む
( 住掘 )

SI705 竪穴住居跡（K1)
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1　黒 シルト 均質土

2 10YR2/3　黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
炭化物を含む

SI705 竪穴住居跡（K2)
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/2　黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック、焼土小ブロックを含
み、炭化物を少量含む

SI706 竪穴住居跡　（A-A'、B-B'、C-C'）
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3　黒褐 シルト 均質土　( 住堆 )
2 10YR2/2　黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 住掘 )
SI706 竪穴住居跡カマド縦断面
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/3　黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック、焼土小ブロック・炭化
物を多量に含む　( カマド内堆 )

SI706 竪穴住居跡カマド横断面
No. 土色 土性 備考

1 10YR3/3　暗褐 シルト 黄褐色ローム、白色粘土ブロックを多量に含む
( カマド側壁構 )

2 10YR3/3　暗褐 シルト 黄褐色ローム、白色粘土小ブロックを多量に含
む　( カマド側壁構 )　　

0 2m

S = 1/60

N-15
W-6

SI705
床面残存範囲

赤色硬化範囲

掘方埋土残存範囲

掘方埋土残存範囲

K2

K1

B'

B

A

A'

 C'

C

D D'

調
査
区
外

調
査
区
外

N-9
W-9

B'

A

0 2m

S = 1/60

N-27
W-6

     W-9
N-22

SI706

堀方埋土残存範囲

黄褐色ローム層

黄褐色ローム層

床面残存範囲

赤色硬化範囲

A

A'

B

B'

C

C' D

D'

E
E'

調
査
区
外

調
査
区
外



68 69

〔床面〕住居西半部のみ残存する。住居掘方埋土を床としている。ほぼ平坦である。

〔主柱穴〕なし

〔周溝〕なし

〔炉跡〕住居北東部で炉跡 1 基を確認した。平面形は長軸 58cm、短軸 50cm の楕円形で、断面形は

深さ 8cm の皿状を呈する。底面はほぼ平坦で、被熱による赤色硬化層を形成している。堆積土は 2

層に細分され、いずれも人為的埋土と考えられる。

〔堆積土〕住居内堆積土は 2 層に細分される。いずれも自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕住居内堆積土よりロクロ土師器坏・甕、須恵器坏の破片、焼成されたスサ入り粘土塊が

出土した。ロクロ土師器甕は内面に回転ハケメ調整が、外面にヘラケズリ調整が施されるものである。

【SI706 竪穴住居跡】（第 79 図）

〔位置・確認面〕７区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅳ～Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SK710 → SI706 → Pit

〔規模・形状〕調査区外の東西へ延びているため全体の形状は不明であるが、東西 3.45m 以上、南北

3.30m 以上の方形を呈すると見られる。

〔方向〕北辺：N-12° -W

〔壁面〕住居北壁の一部のみ残存する。Ⅳ～Ⅴ層を壁とする。残存壁高は 7cm である。

〔床面〕住居北壁付近の一部のみ残存する。住居掘方埋土を床としている。

〔主柱穴〕なし

〔周溝〕なし

〔カマド〕住居北壁に設置されている。燃焼部の左半分のみ残存する。燃焼部は長さ 86cm、幅

75cm 以上、焚口幅は側壁先端間で 60cm 以上である。燃焼部底面は幅 52cm 以上、奥行 76cm で、

奥壁から焚口に向かって緩やかに傾斜している。側壁は左側のみ残存し、長さ 56cm、幅 20cm、残

存高 7cm である。黄褐色ローム・白色粘土で構築されている。左側壁先端部の構築土下およびこれ

と対をなす右側で小ピット各 1 基を確認した。カマド側壁構築材の据え方の可能性がある。奥壁は

燃焼部底面から緩やかに立ち上がり、住居北壁から 20cm 張り出す。

〔堆積土〕住居内堆積土は 2 層に細分される。いずれも住居廃絶以降の自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕住居掘方埋土、カマド内堆積土より土師器坏・甕、ロクロ土師器坏・甕、須恵器の破片

が出土した。

Ｂ．井戸跡

【SE704 井戸跡】（第 80 図）

〔位置・確認面〕７区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は直径 118cm の略円形で、断面形は深さ 109cm の円筒形を呈する。底面は平

坦である。

〔堆積土〕4 層に細分される。1 層は黒褐色シルト、2・3 層は黄褐色ロームブロックを含む黒褐色シ

ルト、4 層は黒色粘質シルトである。1 層は自然堆積土、2・3 層は人為的埋土、4 層は機能時堆積

土と考えられる。
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〔出土遺物〕堆積土上層より須恵器坏の破片が出

土した。

Ｃ．土坑

【SK701 土坑】（第 81 図）

〔位置・確認面〕７区北部の南向き緩斜面に位置

する。Ⅳ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形は長軸 1.8m 以上、短軸 1.7m

の楕円形を呈し、断面形は深さ 40cm の逆台形

を呈する。底面は平坦である。

〔堆積土〕2 層に細分され、黄褐色ロームブロッ

クを含む黒褐色・暗褐色シルトである。人為的埋

土と考えられる。

〔出土遺物〕なし

【SK702 土坑】（第 81 図左・82 図 1）

〔位置・確認面〕７区北部の南向き緩斜面に位置

する。Ⅳ層上面で確認した。

〔重複〕なし
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W-5
N-108

W-8
N-105

A

A'

SK701

0 2m

S = 1/60

調
査
区
外

0 2m

S = 1/60

A A'95.5m

1
2

0 2m

S = 1/60

A A'95.5m
１
2

第 81 図　SK701 土坑・SK702 土坑

SE704 井戸跡
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2　黒褐 シルト 均質土
2 10YR2/2　黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 人為 )
3 10YR2/2　黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 人為 )
4 10YR2/1　黒 粘質シルト 均質土　( 機能時堆 )

SK701 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/3　黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを少量含む　( 人為 )
2 10YR3/4　暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 人為 )

SK702 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1　黒 シルト 均質土
2 10YR2/2　黒褐 粘質シルト 均質土
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〔規模・形状〕平面形は長軸 1.6m、短軸 1.4m 以上の楕円形を呈し、断面形は深さ 36cm の逆台形

を呈する。底面は平坦で南に向かって緩やかに傾斜する。

〔堆積土〕2 層に細分され、黒色・黒褐色シルトである。自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土より茶臼の破片（第 82 図 1）が出土した。

【SK703 土坑】（第 83 図）

〔位置・確認面〕７区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕Pit → SK703

〔規模・形状〕平面形は長軸 74cm、短軸 58cm の楕円形を呈し、断面形は深さ 22cm の逆台形を呈する。

底面は平坦である。
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No. 層　位 種　類 材　質 形　状 砥面数 特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 厚 重

2 堆積土 砥石 凝灰岩 棒状多面体 (5) 両端・裏面欠損 (3.9) (4.6) (1.5) 35 019 22-2

No. 層　位 種　類 石　材 特　　徴
法　量（cm）

登録 写真
長 幅 高 重

1 堆積土 茶臼 安山岩 下臼（皿部）　残存一部　器厚：2.2cm (8.4) (7.5) (4.7) 232.0 022 23-1

１：SK702 土坑

0 10cm

S=1/3

0 10cm

S=1/4

２：SK709 土坑

第 82 図　SK702 土坑・SK709 土坑　出土遺物

第 83 図　SK703 土坑・SK709 土坑

SK709 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1　黒 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
2 10YR3/2　黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　( 人為 )
3 10YR2/1　黒 シルト 黄褐色ロームブロック、粒を含む　( 人為 )

0 2m

S = 1/60

N-15
W-7

調
査
区
外

調
査
区
外

N-13
W-9

SK703

A

A'

0 2m

S = 1/60

1

93.7m A A'

SK703 土坑
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/1　黒 シルト 均質土
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第 84 図　SK710 土坑

SK710 土坑
No. 土色 土性 備考

1 10YR2/2　黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック、焼土粒を少量含む
( 人為 )

2 10YR3/1　暗褐 シルト 黒色土ブロックを少量含む　( 人為 )
3 10YR3/3　暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを多量に含む　( 人為 )

4 10YR3/1　暗褐　 シルト 黄褐色ローム小ブロック、黒色土ブロックを多
量に含む　( 人為 )

5 10YR3/3　暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック、大ブロックを多量に
含む　( 人為 )

0 2m

S = 1/60

W-6
N-27

W-9
N-24

SK710

調査区外

A

A' 0 2m

S = 1/60

A A'94.1m
1

2

3
4

5

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黒色シルトである。自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土より土師器甕の破片が出土した。

【SK709 土坑】（第 82 図 2、第 83 図右）

〔位置・確認面〕７区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SD708 → SK709 → Pit

〔規模・形状〕平面形は長軸 140cm、短軸 96cm の不整形で、深さ 46cm の不整な逆台形を呈する。

底面と壁面には凹凸が見られ、底面は東に向かって傾斜する。

〔堆積土〕3 層に細分される。1 層は黒色シルト、2 層は黄褐色ロームブロックを含む黒褐色シルト、

3 層は黄褐色ロームブロックと粒が互層をなす黒色シルトである。1 層は自然堆積土、2・3 層は人

為的埋土と考えられる。

〔出土遺物〕堆積土より土師器坏の破片、砥石（第 82 図 2）が出土した。土師器坏は内面に黒色処

理を施し、外面の頸部に段を持ち、口縁部にヨコナデ調整、体部下半にヘラケズリ調整を施すもので

ある。砥石は凝灰岩製で棒状の多面体を呈するものの破片である。

【SK710 土坑】（第 84 図）

〔位置・確認面〕７区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕SI706 → SK710

〔規模・形状〕平面形は長軸 138cm、短軸 122cm の不整楕円形を呈し、深さ 66cm の不整な円筒形

を呈する。北側の壁面が抉れており、底面は平坦である。

〔堆積土〕5 層に細分され、焼土粒と黄褐色ローム・黒色土ブロックを含む黒褐色・暗褐色シルトで

ある。人為的埋土と考えられる。

〔その他〕SI706 に伴う床下土坑の可能性がある。

〔出土遺物〕堆積土より土師器甕の破片が出土した。外面に縦位のヘラケズリ調整が施されている。
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Ｄ．溝跡

【SD707 溝跡】（第 85 図左）

〔位置・確認面〕７区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕なし

〔規模・形状〕長さ 2.9m 以上で、調査区外の東西へ延びる溝跡である。上端幅 1.75 ～ 2.13m、下

端幅 0.68 ～ 1.18m で、断面形は深さ 36cm の逆台形を呈する。底面はほぼ平坦である。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、暗褐色シルトである。自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕なし

【SD708 溝跡】（第 85 図右）

〔位置・確認面〕７区南部の南向き緩斜面に位置する。Ⅴ層上面で確認した。

〔重複〕Pit → SD708 → SK709 → Pit

〔規模・形状〕長さ 4.5m 以上で、北西から南東へ直線的に延びる溝跡である。調査区外の東西へ延

びている。上端幅 0.80 ～ 1.30m、下端幅 0.50 ～ 0.98m で、断面形は深さ 11cm の皿状を呈する。

底面はほぼ平坦である。

〔堆積土〕堆積土は 1 層で、黒褐色シルトである。自然堆積土と考えられる。

〔出土遺物〕底面より土師器甕の破片が出土した。内面にヘラナデ調整を施し、外面の頸部に段を持ち、

口縁部にヨコナデ調整、体部下半に縦位のヘラケズリ調整を施している。

0 5m

S = 1/100

W-6
N-39

W-9
N-33

調査区外 調査区外
SD708

A

A'

0 2m

S = 1/60

1A A'94.4m

SD708 溝跡
No. 土色 土性 備考
1 10YR2/2　黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック、粒を少量含む

0 5m

S = 1/100

SD707

A

A'

調査区外 調査区外

W-6
N-42

N-39
W-12

0 2m

S = 1/60

1
A A'94.1m

第 85 図　SD707 溝跡・SD708 溝跡

SD707 溝跡
No. 土色 土性 備考
1 10YR3/3　暗褐 シルト 均質土
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第５章　考　　　察

　第４章で記載した本遺跡の発掘調査結果を踏まえて、あらためて遺構と遺物について検討を加え、

遺構の時期と変遷、遺跡の性格などについて考察する。なお、今回の発掘調査で確認した遺構と遺物

は縄文時代から近世までのものがあるが、主体となるのは古代～中・近世のものである。

１．遺物

　出土した遺物は、古代の土器類（土師器・須恵器）が主体を占める。このほか、石製品（砥石・石臼・

茶臼）、木製品（折敷・曲物・横槌）、漆器（椀）、金属製品（不明銅製品）、古銭、中・近世の陶磁器、

縄文・弥生時代の土器・石器などがある。古代の土器類の多くは図化できない破片資料であり、編年

的な位置付けを行なうことが困難である。このため、ここでは土器の分類は行なわず、出土状況など

からある程度の一括性が認められる SI24・25・60・80 竪穴住居跡、SD30 溝跡出土土器について

検討し、編年的な位置付けを試みることとする。

（１）SI24 竪穴住居跡出土土器（第 38 図１～４）

　床面直上より土師器坏（１）が、床下土坑（K5）より土師器坏（２）・鉢（３）が、住居掘方埋土

より須恵器坏（４）が出土した。１は丸底で体部の上位にわずかな屈曲をもち、口縁部がわずかに外

反する。内面口縁部にヨコナデ調整→底部にヘラミガキ調整を施し、黒色処理を施さない。外面は口

縁部にヨコナデ調整、体部下半から底部にヘラケズリ調整を施す。輪積み痕跡を明瞭に残している。

２は丸底で内面口縁部にヨコナデ調整、底部にヘラミガキ調整？を施し、黒色処理を施さない。外面

は口縁部にヨコナデ調整を、体部下半から底部にヘラケズリ調整を施している。３は口縁部が大きく

内湾する鉢で、内面口縁部にヨコナデ調整、体部にヘラナデ調整？を施し、外面にハケメ調整→口縁

部にヨコナデ調整、体部にヘラケズリ調整を施している。４は切り離しが静止糸切で、外面体下部に

回転ヘラケズリを施す。口径に比して底径がやや大きい。１・２・３は内面にヨコナデ調整を施し、

黒色処理を施さない点で共通する。また、２・３は胎土がきめ細かく、明るい赤褐色を呈し焼き上が

りの質感が近似している。

　これらの類例としては、１・２が仙台市郡山遺跡 SI412竪穴住居跡出土土器（仙台市教委1984）、２・

３が多賀城市山王遺跡 SD180A 溝跡出土土器（多賀城市教委 1992）、３が郡山遺跡 SD1394 溝跡出

土土器（仙台市教委 1994）の中に見られる。１・２・３は内面にヘラミガキ→黒色処理を施す在地

の土器とは製作技法が異なり、内面の処理がヘラナデ調整を主体とすることからいわゆる関東系土師

器と考えられる。郡山 SD1394 溝跡出土土器、SI412 住居跡出土土器は７世紀後半、山王 SD180A

溝跡出土土器は７世紀末～８世紀前葉に位置付けられている。また、蔵王町六角遺跡 SI753 竪穴住

居跡出土土器（蔵王町教委 2008）の中に丸底で体部の上位に屈曲をもち、口縁部が短く外反する土

師器坏がある。内面口縁部にヨコナデ調整→ヘラナデ調整を施し、黒色処理を施さない。外面は口縁
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部にヨコナデ調整、体部下半から底部にヘラケズリ調整を施す。これと比較すると１は体部の屈曲と

口縁部の外反の度合いが緩やかであるが、全体の器形と調整などの特徴が類似する。六角 SI753 住

居跡は７世紀後半と考えられ、SI24 竪穴住居跡出土土器についても同様の年代が考えられる。

（２）SI25 竪穴住居跡出土土器（第 40 図１・２）

　床面直上よりロクロ土師器坏（１）が、貯蔵穴堆積土上面よりロクロ土師器甕（２）が出土した。

１は内面にヘラミガキ調整→黒色処理を施す。口径に比して底径が小さい。切り離しは回転糸切で、

再調整は施さない。２は小形の甕で、体下部にヘラケズリ調整を施す。

　これらは製作にロクロを使用していることから、「表杉ノ入式」（氏家 1957・1967）の範疇に含

まれる。表杉ノ入式の年代的位置付けは８世紀末～ 12 世紀頃と幅広いが、①ロクロ使用の製品は８

世紀末頃から漸移的に組成比率を増し、９世紀前半にはすべてロクロ使用となること、②９世紀中頃

までは口径に比して底径が大きく、底部の切り離し後に手持ちヘラケズリによる再調整を施し、９世

紀後半になると口径に比して底部が小さく、底部の切り離し後に再調整を施さなくなることが指摘さ

れている（菊地ほか 1990）。これらの特徴はあくまで漸移的に変化する傾向として捉えられるもの

であり、組成比率の面からの検討が不可欠である。１・２は利府町郷楽遺跡第３・４群土器（宮城県

教委 1990）の中に類例が見られ、第３群土器は９世紀前半～中葉、第４群土器は９世紀後半～ 10

世紀初頭に位置付けられている。このことから、SI25 竪穴住居跡出土土器については９世紀前半～

10 世紀初頭の年代幅の中に位置付けられるものと考えられる。

（３）SI60 竪穴住居跡出土土器（第 62 図１・２）

　貯蔵穴底面とカマド崩落土よりロクロ土師器坏（１・２）が出土した。１は内面に放射状ヘラミガ

キ調整→黒色処理を施す。口径に比して底径が小さい。切り離しは回転糸切で、再調整は施さない。

体部外面に「□（善か）」の墨書が見られる。２は内面にヘラミガキ調整→黒色処理を施す。口径に

比して底径が小さい。切り離しは不明で、外面体下部～底面に手持ちヘラケズリによる再調整を施す。

　これらは製作にロクロを使用していることから、「表杉ノ入式」の範疇に含まれる。前述の特徴を

考慮すると、利府町郷楽遺跡第３群土器の中に類例が見られることから、SI60 竪穴住居跡出土土器

については９世紀前半～中葉の年代が考えられる。

（４）SD30 溝跡出土土器（第 64 図１～４）

　堆積土１層よりロクロ土師器坏（１）、須恵器坏（２）・甕（３・４）の破片が出土した。須恵器

甕は多量の破片が出土したが、図化できたものは少ない。１は内面にヘラミガキ調整→黒色処理を施

す。切り離しはヘラ切りで、外面体下部に回転ヘラケズリによる再調整を施す。２は切り離しが回転

糸切で、再調整を施さない。口径に比して底径がやや小さい。３は口縁部外面に平行沈線→櫛描波状

文が、体部に平行タタキ目が見られる。４は口縁部外面に平行沈線→粗雑な櫛描波状文が見られる。

　１は製作にロクロを使用していることから、「表杉ノ入式」の範疇に含まれる。前述の特徴を考慮

すると、利府町郷楽遺跡第３群土器の中に類例が見られることから、SD30 溝跡出土土器については

９世紀前半～中葉の年代が考えられる。
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（５）SI80 竪穴住居跡出土土器（第 70 図１）

　床面直上で土師器鉢が出土した。口縁部の内外面にヨコナデ調整を施し、体部内面にヘラミガキ

調整、体部外面にヘラケズリ調整を施す。大和町一里塚遺跡 SI14b 竪穴住居跡出土土器（宮城県教

委 1999）、仙台市下飯田遺跡 SR4 河川跡出土土器（仙台市教委 1995）などの中に類例が見られる。

一里塚 SI14b 竪穴住居跡出土土器は７世紀後半、下飯田 SR4 河川跡出土土器は７世紀後半～８世紀

前葉に位置付けられており、SI80 竪穴住居跡出土土器についても概ね７世紀後半頃に位置付けられ

る可能性がある。

（６）その他の出土遺物

　上記で検討した以外の各遺構出土遺物について、年代的位置付けの範囲を検討する。

　SB78 掘立柱建物跡では外面にハケメ調整を施す土師器甕が、SK709 土坑、SD708 溝跡では有段

丸底で内面に黒色処理を施す土師器坏が出土している。SB6 掘立柱建物跡、SA79 柱列跡、SK3 土坑、

SD9 溝跡、SD43 溝跡では内面に黒色処理を施す土師器坏の破片が出土している。これらについては、

古墳時代後期～奈良時代以降の年代が考えられる。

　SI705・SI706 竪穴住居跡、SB74 掘立柱建物跡、SE75 井戸跡、SK42 土坑、SD44・SD46 溝跡

ではロクロ土師器坏の破片が出土している。このうち竪穴住居跡については平安時代、その他の遺構

については平安時代以降の年代が考えられる。また、SI5 竪穴状遺構、SK710・SK17 土坑、SD2 溝

跡では土師器坏・甕の破片が出土しており、古代以降の年代が考えられる。

　SB23 掘立柱建物跡では銅銭（開元通寶、第 45 図１）が、SB27 掘立柱建物跡では不明銅製品（第

45 図３）が出土した。開元通寶は 621 年始鋳の唐銭で、国内では平安末期から近世初頭にかけて流

通した輸入銭である。不明銅製品はやや湾曲した板状を呈する破片で、全体が欠損しているため全体

の形状は不明であるが、外面に蹴彫りにより「鶴の丸」の家紋が彫られ、周囲に魚々子打ちによる魚

卵状の紋様が充填されている。魚々子打ちと蹴彫りの技法は仙台市仙台城本丸跡出土飾り金具、仙台

市大崎八幡宮、松島町瑞巌寺所用飾り金具など近世建築に見られるものである。これらの飾り金具は

建築部材に銅釘などで固定されるものであり、薄手の箔状を呈するのに対し、SB27 掘立柱建物跡出

土不明銅製品は厚さ 2 ～ 4mm と厚手で湾曲を持つ点で異なっている。「鶴の丸」の家紋については、

蒲生家が用いたことで知られている。1590（天正 18）年に豊臣秀吉の奥州仕置によって、陸奥国会

津地方及び周辺地域は伊達政宗から没収され、代わって蒲生氏郷に与えられた。氏郷が主に使用した

家紋は「対い鶴」であったが、このとき白石城に封ぜられ、1598（慶長 3）年に氏郷が死去して旧

蒲生領が上杉景勝領となるまで刈田郡を統治した蒲生郷成・郷舎が使用した家紋が「鶴の丸」であっ

たとされている。本遺跡が地頭館に相当すると推定されている西小屋館跡に隣接することから見て

も、こうした歴史的経緯と無関係ではなかったことが窺われる。遺物の具体的な性格については不明

な点が多いが、SB23・27 出土遺物については中世末～近世初頭頃の年代を想定しておきたい。

　SE16 井戸跡では近世の磁器片が、SE20 井戸跡では無文銭、漆器椀、茶臼、石皿、曲物が、SE22

井戸跡では折敷、曲物、横槌が出土した。これらについて中末～近世の年代が考えられる。

　このほか２区の遺構外で政和通寶（北宋銭）、中世陶器甕（常滑産）、近世陶器擂鉢が出土した。政

和通寶は 1,111 年始鋳の北宋銭で、国内では平安末期から近世初頭にかけて流通した輸入銭である。
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２．遺構

　確認した遺構は、竪穴住居跡 13 軒、竪穴状遺構１軒、掘立柱建物跡９棟、柱列跡 2 条、井戸跡 6

基、落し穴状土坑 1 基、土坑 38 基、溝跡 18 条、焼土遺構 1 基、柱穴多数である。これらについて、

各遺構出土遺物の検討結果を基に機能時期の推定を試みた。出土遺物の得られていない遺構について

は、機能時期が明らかな遺構との配置関係および類似する特徴などをもとに時期を推定した。これを

基に遺構期を設定し、各時期における本遺跡の様相について考察する。

（１）Ａ期：飛鳥時代（７世紀後半頃）

　　 ［SI24・SI80 竪穴住居跡］

　遺跡北東部の２Ｂ区に SI24 竪穴住居跡が、南部の５区に SI80 竪穴住居跡が位置する。また、本

遺跡の南東側に位置する六角遺跡北西部のＮ９区で確認した SI753 竪穴住居跡も当該期に位置付け

られる。六角遺跡の西部から本遺跡東部にかけての緩斜面に集落が形成されていたと考えられる。

　SI24 竪穴住居跡、SI753 竪穴住居跡では関東系土師器を伴っている。六角遺跡では大溝による区

画施設を伴う８世紀前半頃の集落跡を確認しており、関東系土師器を主体的に伴っている。また、竪

穴住居跡には煙道を持たない関東型カマドを付設するものが複数確認され、住居の構築方法から土器

の製作技法までを含めた生活様式が移入していることから関東系移民の存在が想定できる。今回確認

した竪穴住居跡は小数であり、集落の様相には不明な点が多いが、六角遺跡に先行する７世紀後半頃

に同様の性格を持った集落が形成されていたことが窺える。

　なお、SI24 竪穴住居跡では床下土坑５基を確認した。このうち住居掘方底面から掘り込まれてい

るものが４基（K1・2・4・5）、住居掘方埋土上面から掘り込まれているものが１基（K3）である。

K3・K4 は黄褐色ローム層より下層の白色粘土層まで掘り込まれている。K3 では白色粘土層の部分

で土坑の壁を抉るように掘られており、黄褐色ロームブロックを含む黒褐色土で埋め戻されている。

こうした特徴から、K3・K4 は粘土の採取を目的とした粘土採掘坑と考えられる。採掘された粘土は

住居構築あるいは改修時のカマド構築材などとして使われたと考えられる。

（３）Ｂ期：平安時代前半（９世紀頃）

　　 ［SI60・SI25・SI705・SI706 竪穴住居跡、SD30 溝跡］

　遺跡中央部の３Ｂ区に SI60 竪穴住居跡、SD30 溝跡が、北東部の２Ｂ区に SI25 竪穴住居跡が、南

部の５区に SI705・706 竪穴住居跡が位置する。SI60 竪穴住居跡については９世紀前半～中葉の年

代が考えられる。SD30 溝跡についても出土遺物からは同様の年代が考えられるが、遺物は堆積土最

上層にのみ包含されており、溝跡そのものの機能時期はやや遡る可能性がある。SI25 竪穴住居跡に

ついては９世紀前半～ 10 世紀初頭の年代幅の中で考えておきたい。

　本遺跡の南東側に位置する六角遺跡では、丘陵南端部の低湿地に面した緩斜面にややまとまった集

落が形成され、遺跡北部に位置する丘陵基部の平坦面では竪穴住居が散在する状況であったことを確

認している。今回の調査では丘陵平坦面の状況を把握できなかったが、本遺跡の東側緩斜面において

は六角遺跡北部で確認した集落に近い様相であったことが確認された。
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（４）Ｃ期：中世末～近世初頭頃

　　 ［SB23・SB27・SB81・SB82 掘立柱建物跡、SE16・20・SE22 井戸跡、SD19・21 溝跡、SK17 土坑］

　遺跡北東部の２Ｂ区に SB23・27・81・82 掘立柱建物跡が、２Ｄ区に SE20・22 井戸跡、SD21 溝跡が、

１Ａ区南部に SE16 井戸跡、SD19 溝跡、SK17 土坑が位置する。

　２Ｂ区の SB23 掘立柱建物跡は１間×３間の東西棟で、南・北の２面に廂を持つ。SB27 掘立柱建

物跡は１間×３間の東西棟である。同規模の建物でそれぞれ方向を揃えており配置に計画性が認めら

れることから、同時期に機能していたと考えられる。出土遺物からは中世末～近世初頭頃の年代が考

えられ、屋敷地の一部であると考えられる。また、これに先行する SB81・82 掘立柱建物跡はそれ

ぞれ１間×２間の東西棟である。これについても同規模の建物でそれぞれ方向を揃えており配置に計

画性が認められることから、同時期に機能していたと考えられる。帰属時期は不明である。

　中世～近世の小村崎地区に関する文献は多くないが、仙台藩士である福地氏と油井氏が在郷屋敷を

構えていたこと（斉藤報恩会文書）、伊達家の家臣である秋保氏が 1604 年から 1652 年まで刈田郡

小村崎村に居住したこと（家臣録）などが記録として残されている（蔵王町史編纂委 1994）。また、

盆地西部には諏訪館跡、兵衛館跡、西小屋館跡などが位置する。本遺跡に隣接する西小屋館跡は、兵

衛館主の家臣村上氏が館主であると記されている（小村崎村 風土記御用書出）。五角形の区画を形成

する高さ約３m の土塁と堀跡が良好に残存する。平成４年に東北福祉大学による測量調査が行なわ

れ、地頭館に相当するという見解が示されている。２Ｂ区で確認した屋敷地の性格については不明な

点が多いが、こうした歴史的経緯と何らかの関わりを持っている可能性が考えられる。

　２Ｄ区の SE20・22 井戸跡、SD21 溝跡については出土遺物から近世と見られるが、具体的な時期

については不明である。SD21 溝跡は、その起点部分に SE22 井戸跡が掘りなおされているが、湧水

地からの導水を意図した施設であったと考えられる。１Ａ区南部の SD19 溝跡と SK17 土坑は堆積土

が類似しており、同時に機能していた可能性がある。本遺跡の東側約 500m に位置する車地蔵遺跡（蔵

王町教委 2006）では SX28 水場遺構とこれに接続する SD22 溝跡が確認され、出土遺物から 17 世

紀頃に位置付けられている。SX28 水場遺構は杭と横木、裏込め石で足場を作り出しており、SD22

溝跡が接続することから洗い場としての機能が考えられている。いずれも谷地部に面した立地が共通

しており、SD21 と SD19・SK17 についても同様の機能を持つ施設であった可能性が考えられる。

（５）帰属時期不明

　３Ａ区の SK47 落し穴状土坑は出土遺物がなく時期が不明であるが、同じ形態の落し穴状土坑は隣

接する六角遺跡、原遺跡で多数確認されている。これについては遺跡周辺における集落の形成時期、

および遺跡西方の高木丘陵上に立地する縄文時代の集落との関係性などから縄文時代中～後期に属す

る可能性を指摘しており、本遺跡でも同様の可能性が考えられる。

　また、帰属時期は不明ながら、１Ｂ区の SI5 竪穴状遺構、SB6 掘立柱建物跡、SA15 柱列跡、SD2

溝跡はそれぞれ方向を揃えており配置に計画性が認められることから、同時期に機能していたと考え

られる。また、SK12・13・31 土坑は粘土採掘坑の可能性があり、近接して掘られていることから

ほぼ同時期に機能していたと考えられる。５区の SB74・76・78 掘立柱建物跡は近似した規模でそ

れぞれ方向を揃えており、配置に計画性が窺われることから、同時期に機能していた可能性がある。
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３．円田盆地周辺における７～８世紀の様相

　円田盆地北部を対象とした近年の発掘調査では、７～８世紀の遺構・遺物が多く確認されている。

ここでは、これまでの調査成果を含めて円田盆地周辺における当該期の発掘調査成果を概括すること

により、その歴史・考古学的な位置付けについての若干の考察と見通しを述べる。

（１）塩沢北遺跡

　盆地南端部の東縁を画する丘陵上に立地する。７世紀後半頃の竪穴住居跡２軒が調査されている

（宮城県教委1980）。当該期の在地の様相を良く示す土器群が出土している。１号住居跡は6.5×5.7m

の規模で、カマドは北壁から西壁へ造り替えられている。２号住居跡は 7.6 × 7.4m の規模で、北壁

にカマドを持つ。いずれも長く延びる煙道を持つ。

　１号住居跡では土師器坏・甕、須恵器坏が出土している（第 87 図 1 ～ 15）。土師器坏（1 ～ 5）

はいずれも有段丸底ないしは丸底風平底で内面に屈曲を持ち、黒色処理を施すものである。段の位置

は体部中央のものと体部下半のものとがあり、口縁部はいずれも内湾気味に外傾する。甕（8 ～ 15）

は頸部に段を持ち、口縁部にヨコナデ調整、体部にハケメ調整を施すものである。長胴のものを主体

として、球胴のものも見られる。須恵器坏（6・7）は体部下半に段を持つもので、口縁部が直立す

るものと内湾気味に外傾するものとがある。

　２号住居跡では土師器坏・鉢・甕が出土している（第 87 図 16 ～ 33）。土師器坏（16 ～ 24）は

１号住居跡出土のものと比較して段の位置が体部下半のものが多く、口縁部は直立気味のものが見ら

れる。鉢（25）は口縁部が内湾し、口縁部内外面にヨコナデ調整、体部外面にハケメ調整を施すもの

である。甕（26 ～ 33）は長胴のものと球胴のものとがあり、外面の調整はハケメ調整が主体である。

小型の甕には口縁部内面にハケメ調整を施すものが見られる。

（２）堀の内遺跡

　盆地南端部の西縁を画する丘陵上に立地する。塩沢北遺跡とは薮川を挟んだ対岸に位置する。７

世紀末～８世紀初頭頃の竪穴住居跡２軒、８世紀の竪穴住居跡１軒が調査されている（蔵王町教委

1997）。７世紀末～８世紀初頭頃の第 11 号竪穴住居跡出土土器には関東系土師器を含んでいる。

　第 11 号竪穴住居跡は 6.0 × 5.8m の規模で、北壁にカマドを持ち煙道は長く延びる。関東系を含

む土師器坏・甕、須恵器坏が出土している（第 88 図 9 ～ 25）。土師器坏（9 ～ 15）は内面に黒色

処理を施し、有段丸底ないしは丸底風平底で内面に屈曲が見られない。段の位置は体部下半にあり、

口縁部は内湾気味に外傾する。甕（19 ～ 23）は長胴のものと球胴のものとがある。頸部の段は不明

瞭で、体部外面の調整はハケメ調整が主体である。関東系土師器は坏・甕が出土している。坏（16・

17）は内面の調整がヨコナデ調整で黒色処理を施さない。丸底で外面中位に段を持ち口縁部が短く

外反するものと、段を持たず口縁部が内湾気味に外傾するものとがある。外面の調整は前者が口縁部

にヨコナデ調整、体部下半から底部にヘラケズリ調整を施し、後者は体部下半から底部にヘラケズリ

調整を施す。甕（24・25）は体部外面に縦位のヘラケズリ調整を施す。長胴で体部が直線的に外傾

し口縁部が短く外反するものと、最大径が体部上半に位置する球胴のものとがある。
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第 86 図　円田盆地北部の７～８世紀の様相

（３）六角遺跡

　盆地北端部から雁柄川に沿って南へ延びる舌状丘陵上に立地する。７世紀後半頃の竪穴住居跡１

軒、８世紀前半頃の竪穴住居跡４軒を調査している。また、丘陵中腹部を東西 57m、南北 75m の不

整方形に区画する SD228a・b 大溝跡と、その外側を巡り東西約 100m 以上、南北 160m 以上の範

囲を区画する SD206・801 大溝跡を確認しており、いずれも８世紀前半頃と見られる。関東系土師

器を主体的に含む土器群が出土している（蔵王町教委 2008）。

　７世紀後半頃の SI753 竪穴住居跡は 3.7 × 4.0m の規模で東壁にカマドを持つ。煙道を持たない

関東型カマドで、住居東壁からカマド奥壁を張り出させることで煙道としての機能を持たせている。

側壁および奥壁に白色粘土を、焚口部に凝灰岩切石を用いて構築している。関東系を含む土師器坏・

台付甕が出土している（第 88 図 1 ～ 4）。土師器坏（1・2）は内面に黒色処理を施し、有段丸底の

ものである。段の位置が中位にあり内面に屈曲をもち、口縁部が直線的に外傾するものと、段の位置

が下位にあり内面に屈曲を持たずに口縁部が内湾気味に外傾するものとがある。台付甕（4）は八の

字状に短くひらく脚部の破片である。関東系土師器坏（3）は内面の調整がヨコナデ調整で黒色処理

を施さない。丸底で外面上位に屈曲を持ち口縁部が短く外反する。外面の調整は口縁部にヨコナデ調

整、体部下半から底部にヘラケズリ調整を施す。
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　８世紀前半頃の竪穴住居跡は４軒を確認しており、一辺 2.6 ～ 4.7m の規模である。カマドは煙道

を持たない関東型２軒、煙道の長く延びる東北型２軒である。関東型カマドはいずれも北壁に設置

されており、東北型カマドは北壁に設置するもの１軒、北壁から西壁に造り替えているもの１軒であ

る。これらの住居跡出土土器には関東系を含む土師器坏・甕、須恵器甕がある（第 89 図 4 ～ 18）。

土師器坏（8・9・10・15）は内面に黒色処理を施し、丸底で半球形を呈するものと、平底で体部が

直線的に外傾し、口縁端部が内湾するものものとがある。前者は外面口縁部にヨコナデ調整、体部か

ら底部にヘラケズリ調整を施し、後者は体部外面にヘラミガキ調整を施す。甕（7）は頸部に段を持

たない長胴のもので、外面にハケメ調整を施す。関東系土師器は坏・甕が出土している。坏（4・5・

11・12・16・17）は内面の調整がヨコナデ調整で黒色処理を施さないものが主体である。平底風

丸底で器高があり、口縁部が内湾気味に立ち上がるものと、胎土が赤褐色を呈し口縁部が内湾するも

のとがある。外面の調整は口縁部にヨコナデ調整、体部から底部にヘラケズリ調整を施す。外面に粘

土紐の輪積み痕を残すものが多く見られる。甕（6・14・18）は頸部に段を持たず、体部外面に縦

位のヘラケズリ調整を施す。体部が直線的に外傾し、口縁部が短く外反する長胴のものが主体である。

　SD228b 大溝跡では、土師器杯・高杯・甑が出土している（第 89 図 19 ～ 21）。杯は内面にヨコ

ナデ調整を施すもので、関東系土師器である。高杯は八の字上に短く開く脚部の破片で、内面に黒色

処理を施す。甑は無底式で体部外面に縦位のケズリ調整を施す。SD206 大溝跡では、関東系土師器杯・

甕が出土している（第 89 図 22・23）。杯は内面にヨコナデ調整を施し口縁部が内湾気味に立ち上が

るもので、外面にヘラケズリ調整を施す。甕は最大径を中位に持つ球胴のもので、口縁部が外反気味

に直立する。体部外面に縦位のヘラケズリ調整を施す。

（４）戸ノ内遺跡

　盆地北部の丘陵上に立地する。六角遺跡の北西側に隣接する。７世紀後半頃の竪穴住居跡２軒を調

査した（今回報告）。また、丘陵頂部付近に位置し、堆積土最上層より９世紀前半頃のロクロ土師器

坏、須恵器杯・甕が多数出土した SD30 大溝跡は、７～８世紀に機能した可能性がある。竪穴住居跡

は一辺 3.1 ～ 5.2m の規模で、いずれも北側に東北型カマドを持つ。このうち SI24 竪穴住居跡では、

関東系土師器杯・鉢、須恵器杯が出土した（第 88 図 5 ～ 8）。杯は丸底で器高があり、口縁部が内

湾気味に外傾するものと、丸底で体部中位に段を持ち口縁部が内湾気味に外傾するものとがある。前

者は内面口縁部から体部にヨコナデ調整を、底部にヘラミガキ調整を施し、外面は口縁部にヨコナデ

調整、体部から底部にヘラケズリ調整を施す。後者は口縁部内外面にヨコナデ調整を施す。いずれも

内面に黒色処理を施さない。鉢は口縁部が大きく内湾するもので、内面口縁部にヨコナデ調整を施し、

外面にハケメ調整の後に口縁部にヨコナデ調整、体部にヘラケズリ調整を施す。

（５）窪田遺跡

　盆地北部の西側から薮川に沿って南東方向に延びる低平な舌状丘陵上に立地する。県道南側で７世

紀末～８世紀前半の竪穴住居跡３軒が調査されている（蔵王町教委 2005）。一辺 2.7 ～ 5.6m の規

模で、いずれも東北型カマドを持つ。カマド位置は北壁が２軒、東壁が１軒である。このうち８世紀

前半の SI3b 竪穴住居跡では土師器杯・甕が出土している（第 89 図 1 ～ 3）。杯は内面にヨコナデ調
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第 87 図　円田盆地周辺における７～８世紀の土器群（１）
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第 88 図　円田盆地周辺における７～８世紀の土器群（２）
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第 89 図　円田盆地周辺における７～８世紀の土器群（３）
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整を施し、黒色処理を施さない。平底風丸底で器高があり、口縁部が内湾しながら立ち上がるものと、

直線的に外傾するものとがある。外面は口縁部にヨコナデ調整、体部から底部にヘラケズリ調整を施

す。甕は頸部に段を持つ長胴のもので、体部外面にハケメ調整を施す。

　また、県道北側では７世紀中頃～後半の竪穴住居跡２軒、７世紀末～８世紀初頭の竪穴住居跡１軒、

７～８世紀の掘立柱建物跡４棟などを調査している（H20 調査、未報告）。７世紀中頃～後半の竪穴

住居跡には一辺 8m の大型のものがあり、掘立柱建物跡には配置に計画性が窺えるものがある。出土

遺物の整理は現段階で未完了であるが、土器は基本的に在地の様相を示している。

（６）都遺跡

　盆地中央部の独立丘陵状を呈する微高地上に立地し、薮川北岸に接する。かつては盆地の周囲から

望める小高い丘であったが、昭和 30 年頃の薮川築堤工事などで土取り場となり、大規模な削平を受

けた。丘陵上の遺構はほとんどが壊滅していると見られる。窪田遺跡の立地する舌状丘陵の延長上に

位置しており、本来は同一の丘陵であった可能性が高い。丘陵辺縁部を区画する７世紀末～８世紀前

半の材木塀跡と大溝跡が調査されている（蔵王町教委 2005）。試掘調査では遺跡北部で大型掘立柱建

物跡を確認している。また、昭和 36 年に軒平瓦と丸瓦が採集されている（第 90 図 7・8）。軒平瓦

は瓦当面に手描き二重弧文、顎面に鋸歯文と二本の平行線を施文するもので、多賀城政庁跡第Ⅰ期の

軒平瓦分類 511 番に相当する。製作技法は一枚作りで凸面に細かいハケメが観察される。丸瓦は粘

土板巻き作りで凸面に縦位のヘラケズリ調整を施し、凹面には布目痕と糸切痕が観察される。これら

については製作技法などから柴田町兎田窯跡、白石市大畑遺跡出土瓦より後出であること、多賀城政

庁第Ⅰ期軒平瓦の文様に類似することから、８世紀中葉頃に位置付けられている（佐藤 2005）。
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第 90 図　円田盆地周辺における７～８世紀の土器群（４）
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（７）新城館跡

　盆地中央部の独立丘陵状を呈する微高地上に立地する。都遺跡の丘陵の北約 300m に位置する。

昭和 30 年代の耕地整理で大規模な削平を受けた。丘陵上の遺構はほとんどが壊滅していると見られ

る。十郎田遺跡の立地する舌状丘陵の延長上に位置しており、本来は同一の丘陵であった可能性が高

い。丘陵東部を区画する大溝跡と、掘立柱建物跡が調査されている（蔵王町教委 2005）。年代を推

定する材料に乏しいが、７～８世紀に機能した可能性がある。

（８）十郎田遺跡

　盆地北部の西側から南東方向へ延びる舌状丘陵上に立地する。７世紀中頃～後半の材木塀跡と大溝

跡による区画施設を伴う集落跡を調査した（H19・20 調査、未報告）。材木塀跡は東西約 308m、南

北約 142m の長方形の大区画の南東部に東西 58m、南北 52m の方形の小区画が取り付く構造で、丘

陵基部側の北辺の一部には大溝跡を伴う。造営方向は磁北より東に 7 ～ 11 度偏する。また、遺跡西

部ではほぼ真北方向の材木塀跡と大溝跡が確認された。区画の内部とその周辺には竪穴住居跡が主体

的に分布し、小区画南東隅には掘立柱建物跡が配置されている。当該期と判明している竪穴住居跡は

15 軒以上で、6.7 × 8.0m の規模で周囲に区画溝を伴うものが見られる。出土遺物の整理は現段階

で未完了であるが、土器は基本的に在地の様相を示し、これに坏類を主体に関東系土師器を伴う。

（９）まとめ

　以上、円田盆地周辺で確認されている７～８世紀の遺構・遺物について概括した。

　土器様相について見ると、有段丸底あるいは半球形で内面に黒色処理を施す坏類と、体部に膨らみ

を持つ長胴あるいは球胴で体部外面の調整がハケメ調整を主体とする甕類などで構成され、基本的に

は栗囲～国分寺下層式の範疇で捉えられる在地の土器群である。一方、これとは形態・製作技法の異

なる関東系土師器が比較的安定的に伴うことが大きな特徴として挙げられる。在地土器のみで構成さ

れるのは塩沢北１・２号住居跡出土土器に限られる。なお、当該期の在地土器編年は宮城県中・北部

の資料を中心に検討されてきた経緯があり、宮城県南部でも同様の変遷を辿るかどうかについては資

料の蓄積を経てさらに検討を加えていく必要があると考えられる。

　関東系土師器は内面の調整がヨコナデ調整主体で黒色処理を施さない坏類と、体部外面の調整が縦

位のヘラケズリ調整を主体とする甕類などで構成される。坏類は、いずれも丸底で①体部上位に屈曲

を持ち、口縁部が短く外反するもの、②口縁部が内湾気味に外傾するもの、③口縁部が直線的に外傾

するもの、④口縁部が内湾気味に立ち上がるもの、⑤体部中位に段を持ち、口縁部が内湾気味に外傾

するもの、⑥胎土が赤褐色で口縁部が内湾するものがある。②・④は外面に輪積み痕跡を残すものが

多い。甕類は、①長胴で体部が直線的に外傾し、口縁部が短く外反するもの、②球胴で体部中位に最

大径を持ち、口縁部が直立気味に外反するものがある。７世紀後半～８世紀初頭には坏①・②を主体

に坏⑤が見られるのに対し、８世紀前半頃には坏④を主体に坏③・⑥が見られるようになる。

　遺跡の分布状況としては、盆地南端部に塩沢北遺跡、堀の内遺跡が位置し、中央部から北部にかけ

て都遺跡、新城館跡、窪田遺跡、十郎田遺跡、戸ノ内遺跡、六角遺跡がそれぞれ隣接して集中する。

時期ごとに見ると、７世紀後半頃のものとしては塩沢北１・２号住居跡、六角 SI753 住居跡、戸ノ
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内 SI24 住居跡があり、盆地北部の六角 SI753 住居跡、戸ノ内 SI24 住居跡では関東系土師器を伴っ

ている。盆地北部の十郎田遺跡では材木塀と大溝による区画施設を伴う集落が造営されている。区画

内部には竪穴住居を主体として一部掘立柱建物が配置され、関東系土師器を伴っている。また、７世

紀末～８世紀初頭頃には盆地南部の堀の内 11 号住居跡で関東系土師器を伴う。８世紀前半頃には盆

地北部の六角遺跡で大溝による区画施設を伴う集落が造営されている。六角 SI91・210・621 住居跡、

SD228b・SD206 大溝跡出土土器は関東系土師器を主体とする土器群である。窪田遺跡 SI3b 住居跡

も関東系土師器を伴う。盆地中央部の都遺跡では７世紀末～８世紀前半に材木塀と大溝による区画施

設が造営され、内部に大型掘立柱建物などが配置されている。また、８世紀中葉頃には瓦葺建物が存

在した可能性がある。７世紀後半以前の状況については現在のところ確認された資料はなく不明であ

るが、塩沢北遺跡から盆地に向かって張り出す舌状丘陵上に立地する台遺跡では、７世紀前半頃に遡

る可能性のある土師器坏が採集されている。

　竪穴住居跡の特徴としては、北壁にカマドを設置するものが主体である。六角遺跡では関東型カマ

ドを持つ住居跡が４軒あり、うち３軒が北壁、１軒が東壁に設置している。十郎田遺跡ではいずれも

東北型カマドで、北壁に設置するものが主体である。カマド構築材として白色粘土や凝灰岩切石を用

いるものが多い。また、床下土坑を持つ住居跡が六角遺跡で２軒、戸ノ内遺跡で１軒あり、十郎田遺

跡でも確認している。これらは住居掘方底面から掘り込まれているものと、掘方埋土上面から掘り込

まれているものとがあり、黄褐色ローム層の下位に分布する白色粘土の採取を目的として掘られた粘

土採掘坑である。住居構築時あるいは改築時に白色粘土を採取し、カマドあるいは貼床の構築土とし

て使用したと考えられる。また、十郎田遺跡では外延溝を持つ住居跡が複数確認されている。こうし

た床下土坑あるいは外延溝を持つ住居跡は９世紀代にも見られ、地域性あるいは地形的要因、住居の

性格などに関係する可能性が考えられるが、その導入の契機が７世紀後半以降の円田盆地周辺の動向

と何らかの関係性を持っていることも考えられる。

　７世紀中頃以降の宮城県域の政治的な動向を見てみると、７世紀中頃に仙台市郡山遺跡Ⅰ期官衙が

造営され、７世紀後半代には仙台平野以北に位置する大和町一里塚遺跡、東松島市赤井遺跡、大崎市

権現山・三輪田遺跡で材木塀と大溝による区画施設を伴う集落が造営されている。これらの集落は官

衙の成立と密接に関連しており、十郎田遺跡についても同様の性格が考えられる。また、陸奥国府と

考えられる郡山遺跡Ⅱ期官衙の設置は 694 ～ 700 年頃とされており、７世紀末には仙台平野南部が

律令国家の安定した統治下に置かれていたことが窺える。さらに、神亀元年（724 年）には多賀城

が創建され、国府の機能が移された。続日本紀によれば、和銅５年（712 年）には越後国から出羽

郡を独立させて出羽国を置き、陸奥国最上・置賜郡が出羽国に移管されている。また、養老 5 年（721

年）には陸奥国柴田郡から苅田郡が分置されており、柴田郡の成立はこれ以前に遡る。８世紀前半頃

には現在の宮城県南部から山形県南部にかけての地域に対する律令国家による統治および経営体制の

再編が行なわれたと見られる。六角遺跡には関東系移民の集落が造営され、都遺跡は官衙関連遺跡の

可能性がある。阿武隈川水系の薮川流域に形成された円田盆地は当時の柴田・苅田郡内でもまとまっ

た耕地を有していたとみられ、地域経営に関わる拠点的な施設が置かれた可能性も考えられる。当該

期の円田盆地周辺を考える上で重要な検討課題である。なお、宮城県南部における在地土器の変遷お

よび関東系土師器の出自などについては、今後さらに資料の蓄積を待って検討したい。
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第６章　ま と め

１．戸ノ内遺跡は、宮城県南部の刈田郡蔵王町大字小村崎字戸ノ内地内に所在する。遺跡は蔵王町東

部の円田盆地北縁から南へ延びるの舌状丘陵上に立地している。

２．今回の発掘調査は経営体育成基盤事業の円田Ⅱ期地区区画整理工事（県営ほ場整備事業）を原因

として実施した。調査区は遺跡範囲の東部に位置し、調査面積は約 9,235 ㎡である。

３．確認した遺構は、竪穴住居跡 13 軒、竪穴状遺構 1 軒、掘立柱建物跡 9 棟、柱列跡 2 条、井戸跡 6 基、

落し穴状土坑 1 基、土坑 38 基、溝跡 18 条、焼土遺構 1 基、柱穴多数である。このうち、竪穴

住居跡には飛鳥時代のものと平安時代前半のものがある。掘立柱建物跡、井戸跡には中世末～近

世初頭のものがある。落し穴状土坑は縄文時代の可能性がある。

４．出土した遺物は、土師器、ロクロ土師器、須恵器、石製品（砥石・石臼・茶臼）、木製品（折敷・

曲物・横槌）、漆器（椀）、金属製品（不明銅製品）、古銭（開元通寶、政和通寶、無文銭）、中世・

近世の陶磁器、縄文・弥生土器、石器である。このうち、主体を占めるのは上述した飛鳥時代、

平安時代前半の竪穴住居跡に伴う土師器、ロクロ土師器、須恵器である。

５．発掘調査の結果、本遺跡では飛鳥時代（７世紀後半頃）と平安時代前半（９世紀頃）に集落が

形成され、中世末～近世初頭には掘立柱建物などを配置する屋敷地が作られていたことが判明し

た。飛鳥時代の竪穴住居跡出土土器には関東系土師器が含まれている。

６．本遺跡の竪穴住居跡で出土した関東系土師器は、六角遺跡など周辺の遺跡でも確認されており、

円田盆地周辺における７世紀後半頃の様相を考える上で重要である。

７．今回の発掘調査成果は、円田盆地周辺にに居住した当時の人びとの具体的な暮らしぶりを知る上

で貴重な手がかりとなるものである。
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写真図版 2

1．青麻山展望台より北東に円田盆地を望む

2．戸ノ内遺跡遠景（東から）



写真図版 3

1．１Ａ区全景（北から） 3．SK17 土坑（南から）

5．SK18 土坑（南から）

4．SD19 溝跡（南東から） 6．１Ｂ区拡張区全景（西から）

2．SE16 井戸跡（南から）



写真図版 4

1．1 Ｂ区全景（北から）

3．SI5 竪穴状遺構（西から） 4．SI5 掘方埋土断面（東から）

5．SB6 掘立柱建物跡（南から） 6．SA15 柱列跡（南から）

2．1 Ｂ区全景（南から）



写真図版 5

1．SE11 井戸跡（東から）

3．SK12 土坑断面（南から）

4．1 Ｃ区全景（北から）

5．SD9 溝跡（南から） 6．SD9 溝跡断面（南から）

2．SK12 土坑（南から）



写真図版 6

1．2 Ａ区全景（東から） 2．2 Ｂ区全景（西から）

3．２Ｂ区全景（東から）

4．SI24 竪穴住居跡（南から）

5．SI24 竪穴住居跡カマド部分（南から）



写真図版 7

1．SI24 床面遺物出土状況（南から） 2．SI24 竪穴住居跡完掘状況（北から）

3．SI24 竪穴住居跡 K5（南から） 4．SI24K2・K3・K4（南西から）

5．SI25 竪穴住居跡（北から） 6．SI25 床面遺物出土状況（北から）

7．SB23 掘立柱建物跡（北から） 8．SB27 掘立柱建物跡（北から）



写真図版 8

1．SB27 P2、SB81 P3 断面（南から） 2．SB81 掘立柱建物跡（北から）

3．SB82 掘立柱建物跡（北から） 4．SK35 土坑（北から）

5．SK55 土坑（北から）

6．SK56 土坑（西から） 7．２Ｃ区全景（南から）



写真図版 9

2．SB26 掘立柱建物跡（西から）

3．２D 区北部全景（西から）

5．SE20 井戸跡（南から）

4．２Ｄ区東部全景（北から） 6．SE22 井戸跡・SD21 溝跡（西から）

1．2 Ｃ区全景（北から）



写真図版 10

1．SE22 井戸跡、SD21 溝跡断面（北から） 2．SE22 井戸跡横槌出土状況

3．SE22 井戸跡折敷出土状況 4．３Ａ区全景（北東から）

5．3 Ａ区西部全景（西から） 6．3 Ａ区東部全景（東から）



写真図版 11

3．SD44 溝跡、SD46 溝跡（東から） 4．SD48 溝跡断面（北から）

5．3 Ｂ区西部全景（北から） 6．3 Ｂ区東部全景（西から）

1．SK47 落し穴状土坑（北から） 2．SK41 土坑、SK42 土坑（南から）



写真図版 12

1．SI60 竪穴住居跡（西から） 2．SI60 竪穴住居跡カマド部分（西から）

3．SI60 貯蔵穴遺物出土状況（西から）

5．４区全景（南から） 6．４Ａ区全景（南から）

7．４Ａ区竪穴住居跡群（東から） 8．SI59 竪穴住居跡、SX66 焼土遺構（北から）

4．SD30 溝跡断面（南から）



写真図版 13

5．SI80 床面遺物出土状況（南から）

1．５区全景（南から） 2．５区全景（北から）

4．SI80 竪穴住居跡カマド部分（南から）3．SI80 竪穴住居跡（南から）

6．SI80 竪穴住居跡貯蔵穴（西から）



写真図版 14

1．SB74 掘立柱建物跡（東から） 2．SB76 掘立柱建物跡（東から）

3．SB78 掘立柱建物跡（東から） 4．SA79 柱列跡（東から）

5．SE75 井戸跡（南から）

6．7 区南部北側（西から） 7．7 区南部全景（南から）
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3．SI705 竪穴住居跡炉跡（西から） 4．SI706 竪穴住居跡確認状況（西から）

7．SK709 土坑（南東から）

5．SI706 竪穴住居跡カマド部分（南から） 6．SE704 井戸跡（東から）

1．7 区南部中央（西から） 2．SI705 竪穴住居跡（東から）

8．SK710 土坑（東から）
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8 墨書部分拡大

9

1 ～ 4：SI24　5・6：SI25

7・8：SI60　9：SI80

　　　　　　　　（S≒ 1/3）

 SI24・SI25・SI60・SI80 竪穴住居跡出土土器

3
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1
2

3

4

5

6

1 ～ 4：SD30

5・6：３Ｂ区遺構確認面

SD30 溝跡・遺構外出土土器

（S≒ 1/3）

6 墨書部分拡大

写真図版 17



1 2

3 4

5 6

7 8

SD30 溝跡出土土器
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1a 1b

2 3 4

5a

5c

6a

6b
1：SB23 P1　2：SE20

3：２Ｂ区遺構確認面　4：SB27 P2

5：SE20　6：SE75

古銭・銅製品・漆器・木製品

（1～ 4：S≒ 1/1　5・6：S≒ 1/3）

5b

4 拡大 

写真図版 19



1a

1b

2a

2b

（S ≒ 1/3）

SE22 井戸跡出土木製品
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1a

1b

SE22 井戸跡出土木製品

（S≒ 1/3）
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1a 1b 1c 1d

1e

2a 2b

3a 3b

3c

4a 4b 4c 4d

1：SI25　2：SK709

3・4：５区攪乱土

砥石

（S≒ 2/3）
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1a 1b

茶臼・石臼

1：SK702　2：SE20　3：２Ｃ区遺構確認面　4：５区遺構確認面 （S≒ 1/3）

写真図版 23

2a 2b

3a 3b

4a 4b



1a 1b

2a 2b

2a 拡大 2b 拡大
1：SE20　2：SE75

石皿・窯壁残滓

（1・2：S≒ 1/2）
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1a

2a 2b 3a 3b

4 5

6

7

8a 8b 8c

9a 9b 9c
10a 10b 10c

11a 11b 11c

1：２Ｃ区遺構確認面　2：２Ｃ区表土

3：２Ｄ区攪乱土　4：３Ｂ区遺構確認面

5・6：４区遺構確認面　7：5区遺構確認面

8：SI80　9：SK8　10：２Ｂ区表土

11：２Ｄ区表土

陶磁器・縄文土器・石器

（1～ 7：S≒ 1/3　8 ～ 11：S≒ 2/3）

1b
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かけがえのない遺跡を未来へ

私たちの足もとには、昔の人びとが暮らした家の跡や、そこで使われた土器や石器などの道具が埋まって

いる場所があります。このように、昔の人びとの生活の跡が残されている場所を、「遺
い

跡
せき

」と呼んでいます。

蔵王山麓の豊かな自然環境に恵まれた蔵王町には、私たちの祖先が残した多くの遺跡があります。当時の

人びとがどのようにして郷土蔵王に住み着き、稲作はいつから始めたのか。彼らは日々の生活をどのように

送り、何歳まで生きたのか。興味の尽きないテーマです。

遺跡を調べることで昔の人びとの知恵に学び、私たちの歴史や文化をよく知ることは、私たちの生活を見

直したり、将来を考えるためにとても大切な役割を果たしています。そのためには、長い歴史を経て今に伝

えられている大切な遺跡を、未来の子どもたちの世代へ守り伝えていかなくてはなりません。

遺跡を記録に残すための発掘調査

一度壊れた遺跡は、二度と元に戻すことができません。かけがえのない遺跡を将来へ残すためには、その

ままで保存することが望ましいのです。ところが、いまの私たちの生活に必要な土木工事などによって、ど

うしても遺跡が壊されてしまうことがあります。このような時には、工事をする前にそこにどのような遺跡

が残されていたのかを調べ、その様子を写真や図面に記録するために、発
はっくつちょうさ

掘調査を行ないます。

戸
と

ノ
の

内
うち

遺跡のある小村崎地区の円田盆地では、水田を使いやすく作り変えるほ場
じょうせいびこうじ

整備工事が計画されまし

た。できるだけ遺跡を壊さずに水田を作り変えるために、地元地権者の皆さんや宮城県大河原地方振興事務

所ではたくさんの工夫をしました。それでも、どうしても遺跡が壊れてしまう部分では、蔵王町教育委員会

が発掘調査をして記録を残すことになりました。発掘調査では、たくさんの発掘作業員の皆さんが汗を流し

ました。このように、たくさんの人の努力によって、戸ノ内遺跡の記録を残すことができたのです。

戸ノ内遺跡から見えてきた郷土の歴史

ここに刊行した「戸ノ内遺跡発掘調査報告書」を紐
ひも

解
と

くと、蔵王の人びとの歴史であり、さらにはエミシ

と呼ばれた東北地方の人びとと大
やま

和
と

朝
ちょう

廷
てい

とのダイナミックな古代史の１ページを知らせてくれる大事な遺跡

だったことが分かります。戸ノ内遺跡は蔵王町の東部、円田盆地の北の端の丘の上にあります。

今からおよそ 3000 年から 5000 年ほど前の縄文時代、戸ノ内遺跡の丘の東に細長くのびる六
ろっかく

角遺跡の丘の

まわりは、湿原のようになっていました。水辺には多くの動物が集まったのでしょうか、丘のいたるところ

にシカやイノシシを捕らえるための落し穴が掘られました。このような落し穴の跡が、戸ノ内遺跡でも見つ

かりました。円田盆地の周りの丘は、縄文時代には狩
しゅ

猟
りょう

場
ば

として使われていたのです。

落し穴は長さが３メートルの細長い溝のような形で、深さは 30cm ほどでしたが掘られた時には１メート

住居跡の調査（土器のかけらが出土しています） 住居跡の調査（柱を立てていた跡が見えます）

【 解 説 】



ル以上の深さがあったはずです。当時の人びとはこのような落し穴を点々と列のようにいくつも掘り、そこ

に動物を追い込んで捕らえたのだそうです。同じ頃、高
たかぎきゅうりょう

木丘陵とよばれる円田地区の丘の上にはいくつもの

ムラが作られていました。捕らえた獲物を手に、子どもたちの待つムラへ帰る人びとの姿が目に浮かびます。

さて、今からおよそ 1300 年ほど前の飛鳥時代には、戸ノ内遺跡の丘に集落が作られました。当時の人び

との住まいは、地面を浅く掘り窪めたところに屋根をかけた竪
たてあなじゅうきょ

穴住居でした。竪穴住居の跡からは、当時の

このあたりの人びとが用いていたのとは少し違ったデザインの土器が出土しました。当時の東北地方の人び

とが使っていた器は、内側が真っ黒に染められたものが普通でしたが、そうではない赤い土色のものが混じっ

ていたのです。この土器は、遠く関東地方の人びとの製作技法で作られたもののようです。

となりの六角遺跡では、土器だけでなく、家の中のカマドの造り方も関東地方の人びととおなじでした。

この頃、東北地方に暮らしていたのは、エミシと呼ばれた人びとです。考古学の最近の研究成果によれば、

飛鳥～奈良時代にかけて大和朝廷がその勢力を拡大させるにあたり、エミシの住んでいた東北地方へ関東地

方からの移民が送り込まれたことが分かっています。六角遺跡の丘には、移民の人びとのムラが作られてい

たのです。戸ノ内遺跡の土器も、移民の人びとが残したものなのでしょう。そして、彼らとこの土地の人び

ととの間には、どのような交流があったのでしょうか。

これまでの古代史研究では、宮城県南部の亘理地方までは比較的早くから大和朝廷の支配に組み込まれて

いたことが分かっていますが、刈田地方の実態はまだ明らかになっていません。仙台平野より北の方では、

エミシと大和朝廷の人びととの間に幾度もの戦いが繰り広げられました。今のところ、刈田地方ではそうし

た争いの痕跡は見つかっていません。それでは、円田盆地に関東地方の人びとが移住してきたことは、私た

ちの郷土蔵王の歴史とどのような関係があるのでしょうか。今後の東北地方の古代史研究に一石を投じるこ

調査の様子（柱の跡などを図面に記録します） 調査の様子（溝の跡を掘り下げています）

とになるのかもしれません。

その後、今から1200年ほど前の平安時代になると、

再びムラが作られました。さらに時が過ぎて江戸時

代のはじめ頃には、何軒かの屋敷が作られたようで

す。このように、戸ノ内遺跡の丘には、縄文時代か

ら現在にいたるまで幾重にもわたって人びとの生活

の痕跡が残されていることが分かりました。

ここに記録された戸ノ内遺跡の考古学的成果は、

地域の歴史を解き明かす鍵として貴重なものです。



����

��

���

�	


��
��

��
���

����

����

���

�����

���� ���� � !"

�#$% ��� &'( $%�� )*+*, )*+*,

-./$%

0123
4567
'89:
(;9-.
/�/

<=>?> >@?AB �������� ��	����
��


		������

��
�


		������


�����

���
���

"CDEFG
HIJKL
M2CNOI
JKL	P4Q
R�STUVW
XY�Z[\

�#$%� ]^ _�`a

-./$% �b% cd
ef
gh
ij
kl
mn
on

pq

rs`aMtnuvwxTykl`azwM{nuxT|�b%}~����tnuvwx|����
%U��!����}VW�|������$%����|$%�~�������|y����P
4����|tnuvwx|��}� �¡�¢p����£��mn¤¥on¦§U�Z¨©ª
«��}¬­®�¯°��±²����³y�´µ���¶�6$%����|$%�~����o
n|¯°%·¸¹º»®�¼:¯½%y|�¾¿�� ²���

67'dÀÁ[\ÂÃ�

ÄÅ�

ÆÇ*È

67'ÉEÊËÌ

ÍAÎAÏ>ÎAÐ*01234567'89P49¼Ñ�?>*Ò>ÐÐ<Ï==Ï=>>Î*ÓÔÕ>ÐÐ<Ï==Ï=Î=?

¼ÖQ××{�MkFQØ�TÙ�?A�

_�$«

���
ÚÛÚ���
ÜÝ�
Þßà����������

�����

�����	�
���
�

áâßà�������

cd��
ef��
Þ�
mnã�
onãä�
gå
��������
� !�

[\Ræ

����%ç?=è
��é$êç?è
Z¨©ª«%çAë
©ì%çÐí
î-%çïG
b��é�ðç?G
�ðç=ÎG
ñ%ç?Îí
ò�$êç?G
©�çóô

õöK÷

ø
ù
[\úû [\üý

��� � � �

_�$ê

y|Wþ���

-./$%

"CDEFGHIJKLM2CNOIJKLTUVWXY�Z[\




	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



